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面積…26.45k㎡
人口…111,144人（前月比-118）
　男…  52,851人
　女…  58,293人
世帯…  50,214　　
　（令和元年9月30日現在）
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【今月の表紙】
　中央スポーツ公園（伊賀5丁目6-37）に管
理棟ができました。公園内は、多目的グラウン
ド（有料・要予約）などのほか、1周約440メー
トルのウォーキングロードや健康遊具広場も
ご利用いただけます。

　ドローン活用プロジェクトチーム発足から１年余りが経過し、

さまざまな場面で、ドローンが登場する機会が増えています。

　古墳やイベントの空撮、白鳥ドローン PR 映像制作などの

シティプロモーションへの活用のほか、遺跡発掘調査など、

業務の現場でも活躍しています。

　今後、災害発生時の現場確認などへも活用できるよう、さらに

実践力を高めてまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽曳野市長　北川 嗣雄

秋の味覚を先取り ～梨狩りに参加しました～

▲とった梨の
　大きさを比べっこ

　9 月 12 日、市の観光農園（西浦東）で、西浦東幼稚園の園児らが
梨狩りを体験しました。太陽をいっぱい浴びて甘く育った梨を狩る

子どもたちの笑
顔に、私も元気
をもらいました。

市章は“羽”の文字を抽象的に図案化し、シンプル
に表現したもの。鳥のはばたきのような市の雄飛
と発展性を示しています。
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  日 時　12 月 8 日㈰（雨天など中止の場合 15 日㈰に延期）
　　　　9:15 開会式（8:40 ～ 9:05 選手受付）
  会 場　石川スポーツ公園、石川サイクルロード
  対 象　市内在住・在勤・在学の方
　　　　「ファミリーの部」は保護者が在勤者なら参加可能
　　　　（ただし、同走の保護者 1 人につき子ども 4 人まで。
 　　　　申込用紙 1 枚につき、大人 2 人・子ども 4 人まで。）
  申  込　申込用紙に必要事項を記入し、次の場所へ提出
＜提出先＞スポーツ振興課（市役所別館 3 階）、
　　　　　はびきのコロセアム、市民体育館
・申込期限 11 月 18 日㈪ 17:00
・申込用紙は提出先の各窓口で配布、ウェブサイトからも
　ダウンロードできます。
・申込書は必ず参加者本人が記入してください。

対象年齢は平成 31 年 4 月 1 日時点の年齢とします。
＜例：平成 31 年 4 月 2 日以降に 40 歳になった方＞
　→ 4 月 1 日時点は 39 歳なので「2 部：30 歳以上」、
　　「1 部：高校生以上」へ申し込み可※ 1 ～ 5 部の年齢の上限なし　

※「ファミリーの部」を除き、複数部門への参加はできません。
※「ファミリーの部」に参加すると2,000m部門には出場できません。

部　門 対　象
（年齢：4 月 1 日現在）

走行距離
男　子 女　子

1 部 高校生以上 8,000 ｍ 5,000 ｍ
2 部 30 歳以上 5,000 ｍ 3,000 ｍ
3 部 40 歳以上 5,000 ｍ 3,000 ｍ
4 部 55 歳以上 3,000 ｍ 2,000 ｍ
5 部 65 歳以上 3,000 ｍ 2,000 ｍ

中学生の部 中学生 5,000 ｍ 3,000 ｍ
小学生の部 小学 4 ～ 6 年生 2,000 ｍ 2,000 ｍ
ファミリー

の部
小学 3 年生以下の
子どもと、その親 1,500 ｍ

市民マラソン大会12月8日㈰ 第
61
回

問合せ  スポーツ振興課 ☎072-958-1111内線4411
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　一般会計の歳入総額は 391億 3,024
万円（前年度比▲ 0.3％）、歳出総額は
390 億 6,639 万円（前年度比▲ 0.3％）、
歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき
財源を差し引いた実質収支は 5,654 万円
となりました。
　歳入では、地方交付税は 2.1％、市債が
16.4％増加、各種交付金は 3.5％、繰入
金が 76.5％減少しています。歳出では、
民生費は 2.7％減少したものの、依然とし
て総額の1／ 2 を超える状況にあり、災害
復旧費は台風 21号の被災からの復旧に関
する支出などで 313.5％増加しています。
　今後も増加する社会保障経費や公共施
設の老朽化対策などに対応するため、引き続き行財政改革に取り組みながら、健全な財政運営に努めてまいります。

平成30 年度各会計の決算が
第3回定例市議会で認定

歳　　入　３９１億３,０24 万円
歳　　出　３９0億６, 639 万円
実質収支　　　　 ５, 654 万円

一般会計決算

会計名 歳入 歳出 歳入歳出
差引額決算額 前年度比 決算額 前年度比 

一 般 会 計 39,130,245 99.7 39,066,393 99.7 63,852

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険特別会計 12,851,732 82.6 12,764,594 82.3 87,138
と 畜 場 特 別 会 計 63,582 113.0 63,582 113.0 0
財 産 区 特 別 会 計 1,685,385 100.4 48,378 122.1 1,637,007
介 護 保 険 特 別 会 計 10,495,403 101.2 10,209,357 103.8 286,046
土 地 取 得 特 別 会 計 759,863 388.8 759,863 388.8 0
後期高齢者医療特別会計 1,714,007 102.1 1,655,071 101.9 58,936

会計別歳入歳出決算額 （千円・％）

決 算 公 表
平
　成

年
　度

30

会計名 総収益 総費用 純損益決算額 前年度比 決算額 前年度比 
水 道 事 業 会 計 2,525,162 107.2 1,981,161 104.3 544,001
下 水 道 事 業 会 計 3,294,506 ー 2,999,030 ー 295,476

一般会計歳入歳出決算の内訳

各種交付金
22 億 4,751万円

（5.7％）

地方譲与税
1億 9,710 万円（0.5％）

諸収入・その他
7 億 1,151万円
　　　　（1.8％）

使用料・手数料・
　　　分担金・負担金
9億246 万円（2.3％）

歳 入
391億3,024万円

　市税
  126 億 3,515 万円
　　　　　（32.3％）

　　　公債費
40 億 4,191万円
　　　（10.3％）

 市民1人当たりの市税負担額…11万 3,187 円  市民1人当たりの歳出決算額…34 万 9,960 円

　　  総務費
38 億5,304 万円
　  （9.9％）

 　　教育費
  38 億869 万円
　　　　（9.7％）

　　衛生費
25億8,720万円
　　　（6.6％）

消防費
15 億3,679 万円（3.9％）

土木費
24 億6,907 万円

（6.3％）

議会費
2 億9,512 万円（0.8％）

災害復旧費
　3,297 万円（0.1％）

農林水産費
1 億3,928 万円（0.4％）

商工費 2 億755 万円（0.5％）

労働費
786 万円（0.0％）

国・府支出金
113 億 3,979 万円

（29.0％）

地方交付税
80 億 8,062 万円
            （20.7％）

　市債
30 億1,610 万円
　　　     （7.7％）

（　）内は構成比

※構成比については、端数処理の関係上、合計の数値が100％にならないことがあります。

　民生費
200 億 8,691万円
　　　（51.4％）

歳 出
390億6,639万円

平成30 年度  下水道事業の財政状況 （下水道事業会計
　　　　決算の概要）

①収益的収支（税込）
～使用後の水を処理場へ送り、
　適切に処理するための費用と財源～

②資本的収支（税込）
～下水道施設の建設や改良のための
　　　　　　　　　　　経費と財源～

不足した1億 4,800 万
円は繰入金で補てんし
ました。

③汚水の処理に要した費用と財源

支 出
30.58 億円 支 出

35.73 億円

財 源
12.74 億円

費 用
12.74 億円

収 入
25.8億円

収 入
33.85 億円

維持管理費
4.65 億円

減価償却費
18.28 億円

企業債利息
5.64 億円

管渠・ポンプ場費
1.23 億円

その他
0.13 億円

その他
1.91億円

一般会計繰入金
9.87 億円

流域下水道維持管理
負担金 3.52 億円

企業債償還金
24.68 億円

企業債
18.5 億円

国庫補助金1.68 億円
負担金 0.43 億円
その他 0.04 億円

一般会計繰入金
5.15 億円

管渠建設費
7.59 億円

管渠改良費
3.3 億円

（補てん財源
　　9.93 億円）

流域下水道
建設負担金
0.16 億円

下水道使用料
12.16 億円

長期前受金戻入
11.69 億円

使用料11.26 億円

 資本費8.09 億円
（利息、減価償却費）

●問合せ● 下水道総務課
 ☎ 072-958-1111 内線 2361



5−はびきの　2019.11.1−

平成 30 年度の主要事業
決 算 公 表

平
　成

年
　度

30

●百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産登録に向けた取り組み　5,026 万円
　観光バスの乗降場の設置、案内看板の設置及び多言語化、機運醸成のための
　基金の創設、構成資産である史跡峯ヶ塚古墳の復元整備にかかる調査など
●市制施行６０周年記念事業　2,243 万円
　記念式典の開催や記念動画の制作、ワインプロジェクト、
　絵画・写真コンテストの実施など
●はびきのＥ－ｋｉｄｓ! 事業　93 万円
　こども未来館たかわし及び市立幼稚園における
　外国人スタッフ等を講師とした英会話教室の開催
●歴史的建造物を活用した施設整備
　並びに羽曳野版ＤＭＯ設立推進事業　2 億 2,164 万円
　日本遺産に認定された竹内街道沿いに位置する浅野家住宅（旧オキナ酒造）の
　取得及び改修の着手、羽曳野版ＤＭＯ設立に向けた調査など
●市民プール整備事業　7,146 万円
　市民プール（管理棟等）の整備に係る実施設計及び工事
●認定こども園整備及び３歳児保育の実施　3 億 6,612 万円
　市立幼保連携型認定こども園の運営、整備及び民間幼保連携型認定こども園の
　整備にかかる補助金の交付並びに幼保連携型認定こども園等における３歳児保育の実施
●防災行政無線デジタル化事業　1億 8,980 万円
　平時及び災害などの緊急時における行政情報の通信システムのデジタル化
　並びに基地局の設置にかかる工事など
●小中学校空調設備設置事業（29 年度からの繰越事業を含む）5 億 3,222 万円
　小中学校の全普通教室でのエアコン設置の実施設計及び工事
●小中学校体育館整備事業（29 年度からの繰越事業を含む）1億 725 万円
　小中学校体育館の非構造部材の耐震化の実施設計及び工事
●コンクリートブロック塀倒壊防止対策事業　2,128 万円
　市立の教育施設、児童福祉施設及び市営住宅等における
　コンクリートブロック塀等の安全調査、撤去改修にかかる実施設計及び工事
●台風 21号災害復旧関連事業　2,320 万円
　被災した各公用施設及び公共施設の災害復旧にかかる費用

指標でみる羽曳野市の財政状況
【健全化判断比率】財政の健康状態を表す４つの比率

指　　　標 羽曳野市 ⑤早期健全化基準 ⑥財政再生基準

①実質赤字比率 赤字額なし 12.23% 20.00%

②連結実質赤字比率 赤字額なし 17.23% 30.00%

③実質公債費比率 7.6% 25.0% 35.0%

④将来負担比率 15.1% 350.0% ー

① 普通会計（一般会計＋土地取得特別会計）の赤字額から
財政の健全度をみる比率

②市の全会計の赤字額から財政の健全度をみる比率
③借入金返済額などの大きさから財政の健全度をみる比率
④市の負債残高から将来の財政の健全度をみる比率
⑤ 基準を上回ると、財政健全化計画を立て、自主的な改善

努力が必要
※ 「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」の早期健全化基準
　は、自治体の財政規模により異なります。
⑥ 基準を上回ると、財政再生計画を立て、国の関与を受け、

確実な再生が必要
⑦基準を上回ると、経営健全化計画を
　定めなければならない

【資金不足比率】企業会計の経営状況の健全度をみる比率
対象会計 羽曳野市 ⑦経営健全化基準

水 道 事 業 会 計 資金不足なし
20.0%下 水 道 事 業 会 計 資金不足なし

と 畜 場 特 別 会 計 資金不足なし
問合せ　財政課 ☎ 072-958-1111 内線 3561※いずれの指標も基準内となっています。

＜案内看板の多言語化＞

＜はびきの E － kids! ＞

＜ワイン列車＞

総務省WebQRコード

▲60 周年記念
　 ワインセット

＜市制施行 60 周年記念映像＞
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保育施設等（保育園・認定こども園 2 号 /3 号）
就労や病気などにより、昼間子どもを家庭で保育できない保護者や同居の親族に代わ
って保育する施設です。生後およそ３カ月以上の就学前児童で、右に掲げる事由（ただし、
⑨については在園児の継続利用の場合に限る）により教育・保育給付認定の２号または
３号のいずれかの認定を受ける状態にあれば、利用を申し込むことができます。

①就労　 ②妊娠・出産 　③疾病や障がい
④看護・介護 　⑤災害復旧　 ⑥求職活動
⑦在学　　　　⑧虐待やＤＶのおそれ
⑨育児休業　　⑩その他前述に類する状態

保育施設等入園案内 【申込書・案内書の配布】 11月1日㈮から令和2年度

【問合せ】社会教育課 
　　　　  ☎ 072-947-3902（直通）

●保育施設等利用調整申込書配布場所
配布場所

 ※配布時間は各施設の開所時間内 所在地 電話番号
（市外局番 072）

保
育
園

向野保育園 向野 523 953-2071
下開保育園 古市1394 958-3318
軽里保育園 軽里 3-222 958-3338
島泉保育園 島泉1-16-6 953-4624
はびきの保育園 はびきの 4-20-17 958-3328
高鷲保育園 南恵我之荘 2-6-22 953-3883
誉田保育園 誉田 3-2-30 958-2525
郡戸保育園 郡戸 394-2 938-5280
四天王寺悲田院保育園 学園前 6-1-1 957-7517
あおぞら保育園 古市 2-2-27 950-1105
ベビーハウス社協 高鷲 9-2-17 930-0240
くるみ共同保育園 壷井 508－1 957-3282 

認
定

  

こ
ど
も
園

こども未来館たかわし 恵我之荘 2-10-13 955-0730
高屋保育学園 古市7-4-1 957-1234
さかとがはらこども園 東阪田 264 956-6246
明の守ようきこども園 島泉 9 －18－20 954-9630

そ
の
他
公
共
施
設

市役所　こども課 誉田 4-1-1 958-1111
支所 南恵我之荘 3-1-1 955-0583
子育て支援センターふるいち 古市 4-2-9 958-3308
子育て支援センターむかいの 向野 523 953-6361
ＭＯＭＯプラザ 羽曳が丘西 2-5-1 957-5553
丹治はやプラザ 樫山 251-1 937-2355
石川プラザ 古市1541-1 950-2002
陵南の森総合センター 島泉 8-8-1 952-2751

【問合せ】こども課 教育・保育給付担当　
☎ 072-958-1111☎ 072-947-3835（直通）

●保育施設等の申込受付日程　※下表
　申込受付時にお子さんの面接を行うので、一緒にお越
しください。受付期間を過ぎての申し込みは、原則的に

「空き待ち申込」となりますので、ご注意ください。
日 程 受 付 場 所 時 間

11
月

27 日㈬ 誉田保育園、郡戸保育園

　  15:00 ～17:00
※この期間、市役所こ
ども課では受付できま
せん。
※希望の保育施設以外
でも申込は可能です。

28 日㈭ 四天王寺悲田院保育園
高屋保育学園

29 日㈮ あおぞら保育園
くるみ共同保育園

12
月

2 日㈪ 高鷲保育園
明の守ようきこども園

3 日㈫ ベビーハウス社協
さかとがはらこども園

4 日㈬
5 日㈭
6 日㈮ 市役所 こども課

（本館 1階①窓口）

9:00 ～12:00、
　13:00 ～19:00

7 日㈯ 10:00 ～12:00、
　13:00 ～16:00

※島泉保育園は令和 2 年度の０歳～２歳児の新規募集は行
わず、段階的に縮小し、令和 4 年度末で閉園する方針です。
※受付期間後に生まれたお子さんで、令和 2 年度内に利用
が必要となる方は、出生後速やかにお申し込みください。
＜利用決定＞
　保育の必要度や希望などをもとに、利用調整を行います。
定員を上回ると、入園保留となることがあります。決定した
内容は、令和 2 年 2 月に文書で通知します。
＜必要書類＞
　詳細は「令和 2 年度羽曳野市保育施設等利用案内書」で
ご確認ください。

令和2年度「留守家庭児童会（学童保育）」の入会児童受付
◆ 受 付 ◆
12 月 7 日㈯・8 日㈰  10:00 ～15:00（市役所別館 3 階会議室）
12月9日㈪～13日㈮  10:00～19:30 （市役所別館3階社会教育課）
◆ 対 象 ◆
市内小学校、義務教育学校に在籍する１年生から６年生で、
放課後に保護者が就労などで家庭にいない児童
◆ 申 込 ◆
※必要書類が全て揃っていない場合は受付できません。提出書類には、
用意に時間を要するものもあるので、必ず入会のしおりをご一読くださ
い。また、過去 5 年間に使用料の未納がある方は、完納後の受付とな
ります。

※留守家庭児童会の実施内容は市ウェブサイトか入会のしおりをご覧
ください。不明な点は社会教育課までご連絡ください。

◆ 受付時に必要な費用 ◆
傷害・賠償保険費用 800 円（年額）

◆ しおりの配布 ◆
※新1年生は、就学時健診時に各学校で配布
※現在留守家庭児童会に在会中の児童は、
　各教室で配布
※市役所（別館3階 社会教育課）、
　各留守家庭児童会の教室、
　支所でも11月1日から配布
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学校名
日 時（ 受付 ／ 診断 ） 日 時 連絡先（市外局番 072）

古市小学校 11月 18 日㈪（13:15 ～14:00 ／13:30 ～） 1月 27日㈪ 15:00 ～ 958-3321

駒ヶ谷小学校 11月 15 日㈮（13:20 ～13:30 ／13:30 ～） 11月 15 日㈮ 14:40 ～ 958-3371
西浦小学校 11月 20 日㈬（14:30 ～15:00 ／14:40 ～） 1月 20 日㈪ 14:30 ～ 958-3351

はびきの埴生学園
（前期課程） 11月 28 日㈭（13:30 ～14:00 ／15:15 ～） 11月 28 日㈭ 14:00 ～ 955 -0329

高鷲小学校 11月 21日㈭（14:00 ～14:30 ／14:00 ～） 12 月 4 日㈬ 10:30 ～ 955 -4481
丹比小学校 11月 12 日㈫（14:00 ～14:30 ／14:15 ～） 1月 24 日㈮ 15:00 ～ 955 -1815

羽曳が丘小学校 11月 12 日㈫（13:15 ～13:30 ／13:45 ～） 1月 10 日㈮ 13:20 ～ 958-3361
白鳥小学校 11月 18 日㈪（13:45 ～13:55 ／14:00 ～） 1月 20 日㈪ 10:30 ～ 958-3341

高鷲南小学校 11月 29 日㈮（14:15 ～14:45 ／14:30 ～） 1月 20 日㈪ 14:00 ～ 953 -4008
古市南小学校 11月 18 日㈪（13:50 ～14:20 ／14:00 ～） 1月 30 日㈭ 14:00 ～ 958-3331

恵我之荘小学校 11月 8 日㈮（13:50 ～14:30 ／14:00 ～） 1月 24 日㈮ 16:00 ～ 953 -0001
埴生南小学校 11月 15 日㈮（13:50 ～14:30 ／14:10 ～） 1月 23 日㈭ 15:30 ～ 958-3488
高鷲北小学校 11月 20 日㈬（14:45 ～14:55 ／15:00 ～） 11月 20 日㈬ 14:00 ～ 938 -5411
西浦東小学校 11月 21日㈭（13:45 ～13:55 ／15:00 ～） 11月 21日㈭ 14:00 ～ 958-8100

就学予定児童の就学時健康診断と入学説明会
[ 対象 ] 令和 2 年 4 月からの小学校入学予定児童
　　　 （平成２5 年４月２日～平成２6 年４月１日生まれ）
　　　 ※小学校には義務教育学校前期課程を含みます。

小規模特認校について

「はびきの埴生学園」

2年度
令和

　「小規模特認校」制度は、特色ある教育を実施している学校
に、その学校区の児童・生徒だけでなく、他校区の児童・生徒
にも一定の条件を設定して、入学を認める制度です。羽曳野市
では、「はびきの埴生学園」が小規模特認校になります。

◆就学できる条件◆
(1) 令和 2 年 4 月に小・中学校に入学予定のお子さん
 　（小学校は平成 25 年 4 月 2 日～平成 26 年 4 月1日生まれ）
 　（中学校は平成19 年 4 月 2 日～平成 20 年 4 月1日生まれ）
(2) 羽曳野市内に居住していること
(3) 学園の教育活動を理解・賛同し、協力すること
(4) 保護者の責任と負担において児童・生徒を通学させることが可能なこと
(5) 卒業までの間、通学すること
(6) 入学は原則として4 月1日（毎年）
    ※学年途中での転居や転入の場合は、この限りではありません。

◆就学手続き◆
　就学指定校の変更申請書を学校教育課に提出（締切12 月 20 日㈮）
　※申請書は学校教育課の窓口で配布
　※締切以後、指定校変更を希望する場合は、学校教育課の窓口でご相談ください。
　※定員により、希望者多数の場合はご希望に沿えない場合があります。

＜問合せ＞ 学校教育課 ☎ 072-947-3907（直通）

学校教育課
☎072-947-3907（直通）

入学説明会　※指定日に参加できない方は、
　　　　　　　就学予定の小学校へ連絡

就学時健康診断　※指定日に受診できない方は、
　　　　　　　　　学校教育課へ連絡

問合せ
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～味覚の秋にご用心～
　食欲の秋。いろいろなものがおいしく食べら
れるのは舌に味覚があるからですが、塩味の味
覚と血圧に関係があることをご存知でしょうか。

　群馬県のある町で、6 段階 ( 塩分濃度 0.6、0.8、1.0、1.2、1.4、1.6 [%]) の異なる塩味がするろ紙を用意して、
塩味を感じる段階を回答してもらいました。1.0％を越えてから「塩辛い」と感じた場合を「塩味に鈍感」と定義する
と、調査に参加した女性 479 人では、「塩味に鈍感」な人はそうではない人と比べて、高血圧である人が約 2.5 倍多
いことがわかりました。ただし、男性（同地域）では、味覚と高血圧は関係がありませんでした。
　さて、健診などで血圧を測ると正常なのに、家で測ると「高い」という人が時々います。このような状態を「仮面
高血圧」と呼び、逆のパターン（健診で高く、家で低い）を「白衣高血圧」といいます。将来、脳卒中など重症の病
気になりやすいのは、いつ測っても血圧の高い「持続高血圧」なのは当然ですが、次になりやすいのは「仮面高血圧」
状態にある人だということがわかっています。

　では、「仮面高血圧」と塩味の「味覚」との関係はどうなっているのでしょうか。神戸市で、健診時に血圧が正常だ
った男女 892 人に、起床時と就寝時に家庭での血圧を 1 週間ほど測定してもらい、平均値を算出したところ、男性の
13.8%、女性の 6.5% が「仮面高血圧」と判定されました。この方たちの塩味の味覚との関連を見たのが下図です。（「塩
辛い」と感じる塩分濃度が 0.6% の人を「味覚の低下なし（基準グループ）」、1.0% の人を「味覚の低下あり」として
います。）その結果、女性で「味覚の低下あり」となった人は、そうではない女性に比べて、仮面高血圧の割合が 3 倍
多いことがわかりました。また、ここでも男性では味覚と仮面高血圧に関係はありませんでした。
　群馬県、神戸市、どちらの調査でも、「塩分味
覚の低下」と「血圧」に関連があったのは女性だ
けでした。これはまだまだ女性が調理を担当して
いることが多いためだと考えられます。

　群馬県の調査では、対象者からさらに 77 組の
夫婦を選び出し、味覚と高血圧の関連を見たとこ
ろ、夫の血圧に関連するのは夫自身の塩分味覚で
はなく、妻の塩分味覚でした。要するに、調理担
当者の味覚は家族の血圧に影響を与えるのです。
食事の際、塩分を控えることも大事ですが、調理
担当者に減塩の重要性を普及していくことも高血
圧対策として大事なのです。

塩辛いものを食べ続けると高血圧になりやすいと言われていますが、「調理する人の味覚も、食べる人の血圧
に影響がある」というお話でした。特定健康診査は血圧測定など、高血圧症や糖尿病などの生活習慣病の発
症や重症化を予防するための健診です。今年も健診を受診し、健康に役立ててください。

羽曳野市国保では、40 歳以上の国保加入者の方に年 1 回特定健康診査を無料で実施しています。
特定健診は大阪府内の契約医療機関で受診でき、羽曳野市・藤井寺市の医療機関では心電図・貧血
検査等の検査も無料で追加できます。今回は慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学 岡村智教教授
にお話を伺いました。

＜問合せ＞ 保険年金課 総務保健事業担当  ☎ 072-958-1111  内線1761

・特・定・健・診・ 受　診
　あんしん
　　特定健診

慶應義塾大学医学部
衛生学公衆衛生学
教授  岡村 智教

【図】塩味（塩分）の味覚と仮面高血圧の関係
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＜創業セミナー＞
　 本市での創業をお考えの方、創業後間もない方を
 対象に、創業に関する基礎知識や事業計画作成を学
 べるセミナーを開催します。
 期間　11 月 14 日～ 12 月 5 日　毎週木曜日
 時間　19:00 ～ 21:00
 場所　LIC はびきの　3 階パソコン教室
 費用　無料
 申込み・問合せ 
　　　 羽曳野市商工会　☎ 072-958-2331

【問合せ】産業振興課商工担当　☎ 072-958-1111　内線 2740

 ＜事業所概要＞
  事業所名　：学習塾　YOU
  代表者名　：金銅　裕子（こんどう　ゆうこ）
  所在地　　：はびきの 6-405-16
  業種　　　：学習塾
  開校日　　：毎週水曜日・金曜日
  問合せ　　：TEL 080-9862-2847
　　　　　　  メール you.habikino@gmail.com

 特定創業支援事業による支援を受けて開業した創業者紹介！！
羽曳野市では平成 28 年度に産業競争力強化法に基づく創業支援基本計画を策定、羽曳野市商工会・日本政策金融公庫
阿倍野支店と連携し、創業ネットワークはびきのとして羽曳野市内で創業をお考えの方に対して創業に関する継続的
な支援を行う特定創業支援事業を実施してまいりました。
この度、特定創業支援事業の一環として実施している創業セミナーを受けて開業した創業者をご紹介します。

　　
5 つの「 ゆう 」を大切に ！！

　　悠　遥かな夢を描く
　　有　有言実行
　　湧　成績だけではないアイデア力を養う
　　優　指導したいのは学習だけではありません
　　結　結果に結びつけます

＜特定創業支援を受けるメリット＞
　1 カ月以上の継続的な個別相談指導や創業セミナー（全 4 日）といった特定
創業支援事業による支援を受け、経営・財務・人材育成・販路開拓などの知識
を習得された方に対して、特定創業支援を受けたことの証明書を交付します。
　この証明書を取得することにより、創業の際に次の特例を受けることができ
ます。
・会社設立時の登録免許税の軽減
・日本政策金融公庫「新規開業支援資金」の貸付利率の引き下げ
・ 創業関連保証（無担保、第三者保証なし）を事業開始の 6 カ月前から利用可

能（本来は 2 カ月前から）
・日本政策金融公庫「新創業融資制度」の自己資金要件を充足

 創業を考えていらっしゃる方に
　　　　　　　　～メッセージ～
　創業を迷っているなら、まずは行動

  してみるべきだと思います。

　長年大手の塾で講師として勤めた経験とノウハウを活かし、個々人に最も適した

　指導方法や指導スピードで子どもの学習を支援する年中児～小学生向けの学習塾。
　☆授業は学年ごとに分かれてパワーポイントやタブレットなどを活用。

　☆事業所内には自習に使えるスペースを用意して、塾生に開放。

　☆児童の学習だけではなく、保護者による家庭教育などの子育て相談などにも対応。

  創業を思いたったのは・・・
　 その子に最も適した指導方法や学習方法で指導ができ、地域に密着して児童だけでなく保護者の

支援もしていけるような自分の理想の塾を開講したいという思いがありました。

  創業支援事業を活用して・・・
　 商工会や金融機関とのつながりができて、セミナーや講習会などの情報が入ってきたので、まっ

たく情報がなかった状態から起業に関する知識が身につけられました。

  創業セミナーを受講して・・・
　 創業について全く知識もなかったため、手続きなどが非常に難しいものであるというイメージが

ありましたが、必要な手続きを具体的に詳しく教えてもらうことで意外と創業は簡単なものだと

知りました。

　 資本金などがたくさんないと創業できないものなのだと思っていたので、融資が予想以上に簡単

に受けられ、返済も負担に思わなくていいと教えてもらえて抵抗感がやわらぎました。

　また、創業後に相談をするような場所や相手を得られるのもセミナーのいいところだと思います。

  今後の展望は・・・
　 学校の試験でよい成績を取るための勉強だけでなく、社会に求められるコミュニケーション能力

の育成につながるような、読解や作文などの文章能力の向上を含めた知育にも力を入れた教育に

取り組みたいと思います。
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■プログラム紹介

はじめての方も、経験のある方も運動のきっかけづくりと継続へ

健康づくり・介護予防のため、ミズノが独自に開発した"ラララサーキット"に加え新しいプログラムが登場!

・2019 年度より、LIC ウェルネスゾーン
  のプログラム受講は年度単位で１回限り
  となります。
・3 月末までの受講履歴を一度リセットし、
  全ての方を新規受講者とします。
・プログラム受講修了後は、続けてはびきの
  ウェルネス東部教室フォローアップに参加
  できます。

＜問合せ＞ ● LIＣウェルネスゾーン ☎072-958-0711　●地域包括支援課 ☎072-947-3825（直通）

①～⑤ラララサーキット （週 1 回コース） ⑥ラララフィット
　　＜膝強化コース＞

⑧頭と体の若返り体操⑦ラララサーキットライト

膝
を
強
く
し
た
い
方
に

お
す
す
め
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
。

頭
で
考
え
な
が
ら
体
を

動
か
す
。
脳
と
身
体
の

両
方
に
、
同
時
に
刺
激

を
与
え
る
体
操
で
す
。

左
右
の
上
肢
・
下
肢
を

複
合
的
に
動
か
し
、
能

力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま

す
。

■プログラム・スケジュール表 ＜1月6日㈪スタート＞ （プログラム①～⑧は65歳以上の方対象、⑨～⑬は40歳以上の方対象）
月 火 水 木 金

①ラララサーキット
9：15 ～10：45

（週1回コース）定員14名 

⑨-1メタボサーキット
11：00～12：30

（週2回コース） 定員14名

はびきのウェルネス東部教室
フォローアップ

14：15～17：00
(フリーサーキット形式）

⑥ラララフィット〈膝強化コース〉
13：00～14：00

 定員12名

はびきのウェルネス東部教室
フォローアップ

9：15～12：30
(フリーサーキット形式）

②ラララサーキット
13：00 ～14：30

（週1回コース）定員14名

⑩Let’s筋力トレーニング
14:45～15:45

（週1回コース）定員12名

⑪コツ骨体操
16:00～16:50

(週1回コース)定員12名

③ラララサーキット
9：15 ～10：45

（週1回コース）定員14名 

⑦ラララサーキットライト
13：00～14：00

（週1回コース） 定員12名

⑨-2メタボサーキット
11：00～12：30
（週2回コース）

はびきのウェルネス東部教室
フォローアップ

14：15～17：00
(フリーサーキット形式）

はびきのウェルネス東部教室
フォローアップ

9：15～12：30
(フリーサーキット形式）

④ラララサーキット
13：00 ～14：30

（週1回コース）定員14名

⑫骨盤体操（骨盤底筋）
14:45～15:45

（週1回コース）定員14名

⑬ノビ伸体操
16:00～16:50

(週1回コース)定員12名

はびきのウェルネス東部教室
フォローアップ

12：30～17：00
(フリーサーキット形式）

⑤ラララサーキット
9：15 ～10：45

（週1回コース）定員14名 

⑧頭と体の若返り体操
11：00～12：00

（週1回コース） 定員12名

⑫骨盤体操＜骨盤底筋＞⑨メタボサーキット
　　  （週 2 回コース）

老
化
と
共
に
低
下
し
や
す

い
骨
盤
底
筋
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
ま
す
。

自
身
の
体
重
を
利
用
し
、

体
幹
や
脚
力
な
ど
を
強
化

す
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
す
。

有
酸
素
運
動
と
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
組
み
合
わ

せ
。※

市
の
特
定
保
健
指

導
を
受
け
て
い
る
方
優
先

⑩Let’s筋力トレーニング
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
て
骨
格

筋
を
鍛
え
、
筋
力
ア
ッ
プ

を
目
指
し
ま
す
。

⑪コツ骨体操 ⑬ノビ伸体操
骨
格
体
操
と
ヨ
ガ
の
ポ
ー

ズ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
関
節
の
動
き
を
ス
ム
ー

ズ
に
し
ま
す
。

マシンとグッズを使い、歩行・
バランス能力や関節にアプロー
チする介護予防プログラム。
健康づくり・介護予防のため
にミズノが独自に開発した"ラ
ララサーキット"

 対 象  40歳以上の羽曳野市民の方。
※ただし、医師から運動制限を受けている方、ご自身で来所できない方
　および4月期(4月～6月)、7月期(7月～9月)、10月期(10月～12月)
　を受講している方は　ご利用いただけません。
　①番から⑧番 → 65歳以上（令和2年1月1日現在）の方
　⑨番から⑬番 → 40歳以上（令和2年1月1日現在）の方

2020 年 1 月期（1 月～ 3 月）
費用無料受講生募集

申込方法  LICウェルネスゾーンに来館申込  ※代理可・電話不可
・多数の場合は抽選　・おひとり様一口のみ
・受講の決定は12月10日㈫9:00からウェブサイトに掲載、
　LICウェルネスゾーン入口横に掲示（当選結果のお電話でのお問い合わせはご遠慮ください）
・受講のキャンセルは11月末までにご連絡ください
＜申込用紙配布場所＞
LICウェルネスゾーン（LICはびきの内）、地域包括支援課（市役所別館1階⑧窓口）
※市ウェブサイト、LICウェルネスゾーンウェブサイトからダウンロードできます。

～利用方法が変わります～

※申込は来館での
　　応募になります。

[65歳以上も可]

申込期間  11月1日㈮～18日㈪ 平日9:15～17:00

LIC ウェルネスゾーン
QRコード
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『平家物語』の人間像―〈義経〉のイメージ―
　　　　　　　　　　　【四天王寺大学特別公開講座】

［日時］㈰ 15:00 ～ 16:30　［場所］LIC はびきの
［定員］60 人　 　　　　　　［受講料］3,000 円
［申込］11 月 5 日㈫～ 12 月 28 日㈯　
［講師］四天王寺大学 人文社会学部 日本学科 教授 源健一郎
1 1/12 〈義経〉イメージの振幅
2 1/19 義経の登場
3 1/26 義経の躍進（1）
4 2/2 義経の躍進（2）
5 2/9 義経の躍進（3）
6 2/16 平家の滅亡

SDGs（エスディジーズ）について考える
［日時］㈯ 10:30 ～ 12:00　　［場所］LIC はびきの
［定員］各 30 人　　　　　　
［受講料］各 500 円
［申込］各講義日前日まで
　　　  ※1講義ずつ申込可　

［講師］大阪大谷大学 教授 岡島克樹　ほか
1 11/2 SDGs（エスディジーズ）を学ぼう！
２ 12/7 SDGs が目指す世界と地域社会

３ 12/14 SDGs を人権の視点から考える
～「誰ひとり取り残さない」ために～

自分のセクシュアリティを知ろう、考えよう。
［日時］12 月 21 日㈯ 10:30 ～ 12:00
［場所］LIC はびきの　　［定員］各 30 人　
［受講料］500 円
［申込］12 月 14 日㈯まで
［講師］いのもと、六色かや子

裁判員制度を知ろう～ 10 年の歩みとこれから
［日時］㈬ 10:30 ～ 12:00
［場所］LIC はびきの　　　　［定員］各 30 人
［受講料］第 1 講義 無料、第2・3 講義 各500 円 
［申込］各講義日前日まで ※1講義ずつ申込可
1 11/6 裁判員制度について
２ 11/20 司法記者から見た 10 年の歩みとこれから
３ 12/4 裁判員経験者と市民活動から見た10 年の歩みとこれから

西洋音楽と日本 ～ 3 つの風～
［日時］㈬ 13:00 ～ 14:30　［場所］LIC はびきの
［定員］60 人　　　　　　　 ［受講料］3,000 円
［申込］11 月 5 日㈫～ 12 月 25 日㈬　
［講師］大阪音楽大学  講師 村井晶子
1 1/8 日本の音、西洋の響き
２ 1/15 天正遣欧少年使節　少年たちが欧州で聴いたもの
３ 1/22 1600 ～ 1838 年　鎖国の間に
４ 1/29 明治以降の西洋音楽の受容　瀧廉太郎　山田耕筰
５ 2/5 西洋音楽に見るジャポニスム
６ 2/12 まとめ；声楽・ピアノコンサート

赤ちゃんから小学校に通う子ども（児童期）の育ちに
　　  ついて考えましょう【四天王寺大学特別公開講座】

［日時］㈰ 10:30 ～ 12:00　［場所］ LIC はびきの
［定員］各 20 人　　　　　　［受講料］ 無料
［申込］各講義日前日まで　※ 1 講義ずつ申込可
※お子様と一緒に受講可。託児サービス有り。（要問合せ）
1 11/10 赤ちゃんから幼児期の子どもの育ちについて学びましょう
２ 11/17 児童期の子どもの育ちについて学びましょう
３ 11/24 子どもの食物アレルギーについて学びましょう
４ 12/1 幼児期の子どもの発達障がいについて学びましょう
５ 12/8 児童期の子どもの発達障がいについて学びましょう
６ 12/15 子どもの感染症について学びましょう

＜聴講生募集＞学びたい講義を一つだけ、1 日だけなら参
加してみたい。お好きな講義（日）を選んで聴講できます。
素粒子の世界
[ 日時 ] ㈯ 15:00 ～ 16:30　　　[ 場所 ] LIC はびきの
[ 定員 ] 若干名　　[ 受講料 ] 各 800 円 / 講義（当日支払）
[ 申込 ] 各講義日前日まで
[ 講師 ] 大阪市立大学大学院 理学研究科 准教授 丸信人
11/9 量子力学と相対性理論
11/16 素粒子発見の歴史
11/30 ヒッグス粒子発見と質量の謎

【敬称略】

はびきの市民大学（業務受託者：株式会社みのりの里）
☎ 072-950-5503　FAX 072-950-5650

＜公開講座＞ ＜単位認定講座講座＞

問
合せ

●申込方法●　①来館 ( 羽曳野市軽里 1-1-1 はびきの市民大学カウンター )・②電話・③ FAX　※先着順
●支払方法●　来館または現金書留（各講座の期日内に受講料をお支払いください。来館申込の場合は、
　　　　　　　　　　　　　　　　　同時にお支払いいただきます。一旦納付された受講料は返金できません。）
●対　　象●　市内・市外を問わず、どなたでもお申し込みください。 

世界文化遺産 百舌鳥・古市古墳群を
描いた歴史作品を鑑賞する

［日時］㈰ 14:00 ～ 15:30 　［場所］LIC はびきの
［定員］各 30 人　　　　　　　  ［受講料］各 500 円
［申込］各講義日前日まで　※ 1 講義ずつ申込可
［講師］作家・文芸ソムリエ 土居豊
1 11/17 羽曳野ゆかりの古代史小説を読む
2 12/1 応神天皇陵や竹内街道ゆかりの歴史作品を楽しむ

まち遺産～街の魅力の磨き方～　【学長企画講座】
［日時］㈯ 10:30 ～ 12:00　［場所］LIC はびきの
［定員］60 人　　　　　　　 ［受講料］3,000 円
［申込］12 月 28 日㈯まで　
［講師］武庫川女子大学 准教授 三宅 正弘　ほか
1 1/18 美食空間学にみる世界のおもてなし
2 1/25 アートや文化を通じてまちをデザインする

3 2/1 「見る観光」から「その街に暮らしているような観光」へ
ー外国人旅行者と市民が一緒に遊べる街づくりー

4 2/8 道頓堀ミュージアム並木座にみる、
劇場街歴史ブランディング

5 2/15 歴史遺産の過去・現在・未来～古市古墳群の場合～
6 2/22 羽曳野市の文人・スターたち

（学生は申込時に学生証の提示で、
　　　　　　　　　　  受講料が無料）

（学生は申込時に学生証の提示で、
　　　　　　　　　　　　受講料が無料）
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羽曳野市成人式
令和2年1月13日㈷

{ 対象者 }
平成 11 年４月２日から
　　　　　　　平成 12 年４月１日に生まれた方
　  （市外に転出された方で、羽曳野市の成人式に参加を
　　希望される方は、社会教育課までご連絡ください。）
{ 場　所 }  LICはびきの（軽里 1-1-1）
　　・近鉄南大阪線｢古市｣駅下車西へ徒歩10分
　　・近鉄バス｢軽里１丁目｣バス停
{ 時　間 }  11:00 開始（10:00 受付開始）

＜問合せ＞社会教育課  ☎072-958-1111  内線 4461

むかいの南食
ミートミートフェア

第
23
回

＜日時＞ 11 月 17 日㈰ 10:00 ～ 14:30（雨天決行）
＜会場＞ 青少年運動広場 ※高鷲駅から南へ徒歩15分
　　　　（向野 3-1-33、南食ミートセンター前）
お肉は m

ミ ー ト
eat（生命の尊さ）、出会いも m

ミ ー ト
eet（人のぬくもり）

・お肉ぴったしカンカン （参加受付10:00 ～先着 30 人）
・肉の競り売り　・大抽選会（抽選券は当日配布、1 家族1枚）
・ミートバザール（10:00 と 13:00）　・物産即売会
・アジア食文化屋台　・ふれあい豚汁（無料、数量限定）
・アジア文化交流　　・和太鼓チーム「魂」による演奏など

＜主催（問合せ）＞ むかいの南食ミートミートフェア実行委員会
☎ 072-954-8201  FAX 072-955-7042
＜後援＞ 近畿農政局、大阪府、羽曳野市、羽曳野市教育委員会、羽
曳野市観光協会、羽曳野市人権啓発推進協議会、世界人権宣言羽曳
野連絡会議、羽曳野市企業人権連絡会、羽曳野市雇用開発協会、羽
曳野市商工会、㈱みのりの里、大阪南農業協同組合、（医）埴生診療所、
NPO 法人サポートネットワークぬくもり

住民票・マイナンバーカード・印鑑登録証明書
に旧姓（旧氏）が併記できます。11月5日から

羽曳野市空家バンク制度
　この制度は、市の空家問題を解消し、地域の活性化を推進
するため、市内の空家等の有効活用を促進することが目的で
す。
　売却・賃貸を希望される空家等所有者の物件情報や、空家
等の取得・利用を希望される人々のニーズ等の情報を登録し、
空家等に関する情報を全国に向けて幅広く情報提供していく
ことで、空家等の所有者と希望者のマッチングを推進してい
きます。
　羽曳野市で、空家等を所有している方、空家等をお探しの
方は、空家バンクへ登録をお願いします。

◆旧姓（旧氏）とは？
→その人の過去の戸籍上の氏のことです。氏はその人に係
る戸籍、または除かれた戸籍に記載がされています。１人
に１つだけつけることができます。

◆旧姓（旧氏）を併記するための手続きは？
→旧姓（旧氏）が記載された戸籍謄本等とマイナンバーカー
ド（通知カード）を持って市役所（住所地の市町村）へ行き、
住民票に旧姓（旧氏）併記の請求手続きを行ってください。
＜受付窓口＞市民課、支所

◆問合せ◆  市民課  ☎ 072-958-1111 内線 1670
●問合せ●
　建築住宅課 ☎ 072-958-1111 内線 2270 ～ 2274

対象物件 空家・空地・空室・空店舗

住民票に旧姓（旧氏）が併記されると、マイナンバーカ
ードや公的個人認証サービスの署名用電子証明書、印鑑
登録証明書にも旧姓（旧氏）が併記されます。

詳しくは、総務省ウェブサイトか、市民課にお問い合わせ
ください。[ 総務省　旧姓併記 ] 検索

空家等の
所有者

物件登録
閲覧

希望情報

希望登録
閲覧

物件情報
売りたい！
貸したい！

買いたい！
借りたい！

空家等の
希望者

登録情報の発信
※「大阪版・空家バンク」にも掲載

羽曳野市
ウェブサイト

「空家バンク」
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すくすく 子育て支援
子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター

メール配信登録
※お知らせや各種申

し込みの抽選結果
をメールで受け取
れます。

はびきの子育てネット
※『てとてと』は、サイ

ト内「配布物」にア
ップしています。

※同センター「ふるいち」「むかいの」
のスケジュールなどは、センター
ニュース『てとてと』か、はびきの
子育てネット（子育て支援センタ
ーのページ）をご覧ください。

白鳥児童館白鳥児童館
お部屋でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。午前中はちいさな
お友達もゆっくり遊べますよ。自由にお越しください。

利用時間：月～土 9：00～17：00
翠鳥園2-9-101　☎ 072-957-4900

━
━
━

日 時
場 所
対 象
申 込

11月27日㈬　10：00～11：30
子育て支援センターふるいち
よちよち広場対象の子どもとその保護者（平成30年5月生まれまで）
11月11日㈪～15日㈮※応募多数の場合は抽選　子育て支援センタ
ーふるいちへ電話か直接申し込み、または子育てネットから申し込み

よちよち講座 「歯っぴーきっず」参加無料

定 員 13組

━
━
━

━

日 時
場 所
定 員
対 象

申 込

11月27日㈬　10：00～11：30
向野保育園2階
20人　（保育有13人　生後5ヶ月～）
就学前の子どもとその保護者　または、一般参加の方　　　
※羽曳野市民限定
11月11日(月)～15日㈮　※応募多数の場合は抽選
子育て支援センターむかいのへ電話か直接申し込み、または子育
てネットから申し込み

子育て講座 「イキイキこそだて」参加無料

病後児保育病後児保育 当日利用可能

病後など集団生活が困難な期間、看護師や保育士が一時的に保育します。

㈪～㈮　9：00～17：00（電話可）■ 予約受付時間

通常保育 8：00～18：00（7：30～8：00、18：00～19：00の延長可能）
当日保育 9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育 8：00～17：00（当日利用および延長不可）※保育園通園児童のみ対象

■ 利用時間

1人1日1,000円（0歳～学童）
※延長30分300円

・非課税世帯は半額（証明書必要）
生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降の子ども半額

■ 利用負担金 送迎応相談。
詳しくはお問い合わせください。

NPO法人サポートネットワーク
ぬくもり

☎ 072-937-0016
FAX 072-937-5716

<各広場・保育室の開放時間>　※曜日、対象年齢は表を参照
・広　場　 ㈪～㈮10:00～11:30 ※㈷を除く
・保育室 　㈬～㈮14:00～16:00 ※㈷を除く

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 072-958-3308・FAX 072-958-3350）

━

━

━

━
━
━

━
━

み ん な の 広 場

よ ち よ ち 広 場

て く て く 広 場

の び の び 広 場

あ そ び の 広 場
3 歳 児 教 室
双 子 の 広 場

誕 生 会
おはなしの広場

㈪㈫㈮　就学前の子どもとその保護者対象
※5日㈫、26日㈫はお休み。※18日身体測定（毎月第3㈪）
㈬　0歳～1歳半未満の子どもとその保護者対象
※20日身体測定（毎月第3㈬）※27日は講座のためお休み。
隔週㈭　平成29年4月2日生～平成30年4月1日生対象
21日　※7日は講座のためお休み。
隔週㈭　平成28年4月2日生～平成29年4月1日生対象

14日はのびのび教室「ミニミニ運動会」　【3歳児教室と一緒】、28日
1日㈮　「ピアノをたのしもう」
14日㈭　「ミニミニ運動会」
26日㈫　双子ちゃん、三つ子ちゃん  きてね♪

（毎月第4㈫）
18日（毎月第3㈪）
25日㈪

支援センターむかいの
（向野523　☎ 090-8880-0058・FAX 072-953-6361）

━

━

━

━

み ん な の 広 場

あ そ び の 広 場

よっといで3歳児・
ひ つじ（ 2 歳 児 ）

き ん ぎ ょ

も も ん ち ゃ ん
( 0 歳 児 )

ぺんぎん(1歳児)

就学前の子どもとその保護者対象
㈪ ㈬ ㈭ 10:00～11:30　㈭のみ15:00～16:15［お部屋開放］

身体測定⇨  6日㈬（毎月第1㈬）
おはなし会⇨  14日㈭（毎月第2㈭）
お誕生会⇨  28日㈭
お休み⇨  13日㈬、21日㈭、25日㈪、27日㈬

18日㈪  伝統芸能「南京玉すだれ」

13日㈬  「みんなでお散歩」
3歳以上の子どもとその保護者対象　

（平成27年4月2日～平成28年11月30日生まれ）
ひつじ（2歳児）

（平成28年4月2日～平成29年4月1日生まれ）

22日㈮  「あやしてあそぼう」
(平成31年4月2日以降生まれの赤ちゃん対象)　

21日㈭　親子教室「あかちゃんの歯のはなし」
※申込者のみ※

（平成30年4月2日～平成31年4月1日生まれ）

25日㈪　10：00～11：30
「親子でサーキットあそび！」

<各広場・保育室の開放時間>　※曜日、対象年齢は表を参照
・広　場　 ㈪～㈮10:00～11:30 ※㈷を除く

■実施場所：青少年児童センター（向野3-1-33）

こども家庭サポーター子育て相談　※電話、来所のどちらでも可
■ 日時　11月7・14・21・28日　㈭ 14:30～16:30
■ 場所　市役所別館2階プレイルーム

羽曳野市こども家庭サポーターの会　☎ 072-957-6000

■ 受付時間　㈪～㈮ 9:00～17:30（㈷、12月29日～1月3日を除く）
こども課 家庭児童相談担当　☎ 072-947-3837

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

妊娠・出産・育児期の困りごと（育児不安、育児ストレス、家事でお困りな
ど）を抱える家庭に、支援者が訪問するサービス※無料

～訪問までの流れ～
希望者から支援を受けたい旨の申し出→こども課で本支援の必要性を
判断→具体的なサービス（内容、期間など）を決定→訪問支援を開始

養育支援訪問事業 こども課 ☎072-958-1111 （内線1221・1253）

日時
場所

15日㈮　10：15～11：30
MOMOプラザ

内容 たいこ作り
＊すこやか広場 （対象）乳児から就学前まで

日時
内容

7日㈭　10：30～11：30 （12:00まで開放）
ふれあい遊び・製作など

＊子育てサロン　ひよこ （対象）3、4カ月～1歳前後

日時 11日㈪　10：30～11：30 内容 ふれあい遊び・製作など
＊1歳親子教室 （対象）1歳以上

日時 14日㈭　10：30～11：30 内容 ふれあい遊び・製作など
＊2～3歳親子教室（対象）平成27年4月生まれ～平成29年3月生まれ

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517）

毎週㈫㈮10:00～11:30（15日㈮は除く）
※12日㈫リズム、26日㈫おえかき園庭開放時間など…

場所の記載がないものは「四天王寺悲田院  研徳田ホール」で実施
● 申込不要

━
━
━

━

日 時
場 所
内 容
対 象

申 込

12月5日㈭・10日㈫ 10：00～11：30
子育て支援センターふるいち

定員10組　2回セットの教室です
令和元年7月～9月生まれの子どもとその保護者

※対象月齢以外の子どもは要相談　※羽曳野市民限定
11月25日㈪～29日㈮　※応募多数の場合は抽選
子育て支援センターふるいちへ電話か直接
申し込み、または子育てネットから申し込み

12月10日㈫・13日㈮ 10：00～11：30
青少年児童センター2階（向野3-1-33）

子育て支援センターむかいのへ電話か直接
申し込み、または子育てネットから申し込み

こもも教室 「ベビーマッサージ・赤ちゃんの育ち」参加無料

児童相談所全国共通ダイヤル　☎189（いちはやく）
※お住まいの地域の児童相談所につながります。※通話料がかかります。
※一部のＩＰ電話からはつながりません。※連絡した方の秘密は守られます。



15−はびきの　2019.11.1−

子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター
メール配信登録
※お知らせや各種申

し込みの抽選結果
をメールで受け取
れます。

はびきの子育てネット
※『てとてと』は、サイ

ト内「配布物」にア
ップしています。

※同センター「ふるいち」「むかいの」
のスケジュールなどは、センター
ニュース『てとてと』か、はびきの
子育てネット（子育て支援センタ
ーのページ）をご覧ください。

白鳥児童館白鳥児童館
お部屋でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。午前中はちいさな
お友達もゆっくり遊べますよ。自由にお越しください。

利用時間：月～土 9：00～17：00
翠鳥園2-9-101　☎ 072-957-4900

━
━
━

日 時
場 所
対 象
申 込

11月27日㈬　10：00～11：30
子育て支援センターふるいち
よちよち広場対象の子どもとその保護者（平成30年5月生まれまで）
11月11日㈪～15日㈮※応募多数の場合は抽選　子育て支援センタ
ーふるいちへ電話か直接申し込み、または子育てネットから申し込み

よちよち講座 「歯っぴーきっず」参加無料

定 員 13組

━
━
━

━

日 時
場 所
定 員
対 象

申 込

11月27日㈬　10：00～11：30
向野保育園2階
20人　（保育有13人　生後5ヶ月～）
就学前の子どもとその保護者　または、一般参加の方　　　
※羽曳野市民限定
11月11日(月)～15日㈮　※応募多数の場合は抽選
子育て支援センターむかいのへ電話か直接申し込み、または子育
てネットから申し込み

子育て講座 「イキイキこそだて」参加無料

病後児保育病後児保育 当日利用可能

病後など集団生活が困難な期間、看護師や保育士が一時的に保育します。

㈪～㈮　9：00～17：00（電話可）■ 予約受付時間

通常保育 8：00～18：00（7：30～8：00、18：00～19：00の延長可能）
当日保育 9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育 8：00～17：00（当日利用および延長不可）※保育園通園児童のみ対象

■ 利用時間 

1人1日1,000円（0歳～学童）
 ※延長30分300円
・非課税世帯は半額（証明書必要）

生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降の子ども半額

■ 利用負担金 送迎応相談。
詳しくはお問い合わせください。

NPO法人サポートネットワーク
ぬくもり

 ☎  072-937-0016
FAX 072-937-5716

<各広場・保育室の開放時間>　※曜日、対象年齢は表を参照
・広　場　 ㈪～㈮10:00～11:30 ※㈷を除く
・保育室 　㈬～㈮14:00～16:00 ※㈷を除く

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 072-958-3308・FAX 072-958-3350）

━

━

━

━
━
━

━
━

み ん な の 広 場

よ ち よ ち 広 場

て く て く 広 場

の び の び 広 場

あ そ び の 広 場
3 歳 児 教 室
双 子 の 広 場

誕 生 会
おはなしの広場

㈪㈫㈮　就学前の子どもとその保護者対象
※5日㈫、26日㈫はお休み。※18日身体測定（毎月第3㈪）
㈬　0歳～1歳半未満の子どもとその保護者対象
※20日身体測定（毎月第3㈬）※27日は講座のためお休み。
隔週㈭　平成29年4月2日生～平成30年4月1日生対象
21日　※7日は講座のためお休み。
隔週㈭　平成28年4月2日生～平成29年4月1日生対象

14日はのびのび教室「ミニミニ運動会」　【3歳児教室と一緒】、28日
1日㈮　「ピアノをたのしもう」
14日㈭　「ミニミニ運動会」
26日㈫　双子ちゃん、三つ子ちゃん  きてね♪

（毎月第4㈫）
18日（毎月第3㈪）
25日㈪

支援センターむかいの
（向野523　☎ 090-8880-0058・FAX 072-953-6361）

━

━

━

━

み ん な の 広 場

あ そ び の 広 場

よっといで3歳児・
ひ つじ（ 2 歳 児 ）

き ん ぎ ょ

も も ん ち ゃ ん
( 0 歳 児 )

ぺんぎん(1歳児)

就学前の子どもとその保護者対象
㈪ ㈬ ㈭ 10:00～11:30　㈭のみ15:00～16:15［お部屋開放］

身体測定⇨  6日㈬（毎月第1㈬）
おはなし会⇨  14日㈭（毎月第2㈭）
お誕生会⇨  28日㈭
お休み⇨  13日㈬、21日㈭、25日㈪、27日㈬

18日㈪  伝統芸能「南京玉すだれ」

13日㈬  「みんなでお散歩」
3歳以上の子どもとその保護者対象　

（平成27年4月2日～平成28年11月30日生まれ）
ひつじ（2歳児）

（平成28年4月2日～平成29年4月1日生まれ）

22日㈮  「あやしてあそぼう」
(平成31年4月2日以降生まれの赤ちゃん対象)　

21日㈭　親子教室「あかちゃんの歯のはなし」
※申込者のみ※

（平成30年4月2日～平成31年4月1日生まれ）

25日㈪　10：00～11：30
「親子でサーキットあそび！」

<各広場・保育室の開放時間>　※曜日、対象年齢は表を参照
・広　場　 ㈪～㈮10:00～11:30 ※㈷を除く

■実施場所：青少年児童センター（向野3-1-33）

こども家庭サポーター子育て相談　※電話、来所のどちらでも可 
■ 日時　11月7・14・21・28日　㈭ 14:30～16:30
■ 場所　市役所別館2階プレイルーム

羽曳野市こども家庭サポーターの会　☎ 072-957-6000

■ 受付時間　㈪～㈮ 9:00～17:30（㈷、12月29日～1月3日を除く）
こども課 家庭児童相談担当　☎ 072-947-3837

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

妊娠・出産・育児期の困りごと（育児不安、育児ストレス、家事でお困りな
ど）を抱える家庭に、支援者が訪問するサービス※無料

～訪問までの流れ～
希望者から支援を受けたい旨の申し出→こども課で本支援の必要性を
判断→具体的なサービス（内容、期間など）を決定→訪問支援を開始

養育支援訪問事業 こども課 ☎072-958-1111 （内線1221・1253）

日時
場所

15日㈮　10：15～11：30
MOMOプラザ

内容 たいこ作り
＊すこやか広場 （対象）乳児から就学前まで

日時
内容

7日㈭　10：30～11：30 （12:00まで開放）
ふれあい遊び・製作など

＊子育てサロン　ひよこ （対象）3、4カ月～1歳前後

日時 11日㈪　10：30～11：30 内容 ふれあい遊び・製作など
＊1歳親子教室 （対象）1歳以上

日時 14日㈭　10：30～11：30 内容 ふれあい遊び・製作など
＊2～3歳親子教室（対象）平成27年4月生まれ～平成29年3月生まれ

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517）

毎週㈫㈮10:00～11:30（15日㈮は除く）
※12日㈫リズム、26日㈫おえかき園庭開放時間など…

場所の記載がないものは「四天王寺悲田院  研徳田ホール」で実施
● 申込不要

━
━
━

━

日 時
場 所
内 容
対 象

申 込

12月5日㈭・10日㈫ 10：00～11：30
子育て支援センターふるいち

定員10組　2回セットの教室です
令和元年7月～9月生まれの子どもとその保護者

※対象月齢以外の子どもは要相談　※羽曳野市民限定
11月25日㈪～29日㈮　※応募多数の場合は抽選
子育て支援センターふるいちへ電話か直接
申し込み、または子育てネットから申し込み

12月10日㈫・13日㈮ 10：00～11：30
青少年児童センター2階（向野3-1-33）

子育て支援センターむかいのへ電話か直接
申し込み、または子育てネットから申し込み

こもも教室 「ベビーマッサージ・赤ちゃんの育ち」参加無料

児童相談所全国共通ダイヤル　☎189（いちはやく）
※お住まいの地域の児童相談所につながります。※通話料がかかります。
※一部のＩＰ電話からはつながりません。※連絡した方の秘密は守られます。

●こどもステーション11月の予定 事前予約

ＮＰＯ法人南河内こどもステーション（市役所南側）
☎・ＦＡＸ 072-957-1114（FAXでの申込可）詳細はお問い合わせください。 

※会場の記載のないものは、「こどもステーション」で実施

8・22日㈮ 17:30～20:00　2・9・16日㈯ 11:00～14:00　「みんなの広場」
　こども食堂。幼児から異年令・異世代交流。参加費少しいただきます。（保険・食事代）

㈪～㈮ 10:00～16:00　「一時保育」　※要登録、予約は前日まで
1時間あたり：乳幼児500円から  会員は㈯ ㈰ ㈷時間外保育、送迎も可

毎週㈬㈭㈮ 12：00～13:30　「kiMaMaカフェ」　※事前予約で別日も可。
木曜は古墳カレー　ふれあいレストラン(デザート・飲み物付き)親子連れも大歓迎。

17日㈰ 10:00～13:00 「農業くらぶ ～芋煮会～」　会場：れんげ農場
　参加費：大人800円　子ども600円　3歳以下無料

施設名 未就園児教室名 電話（市外局番072） あそびにおいでよ！ようちえん（育児相談は随時受け付けています）
「つくってあそぼ！」古 市 幼 稚 園 う さ ぎ 組 958-3359 14日㈭ 9：30～10：30
「作って遊ぼう」古 市 南 幼 稚 園 たん ぽ ぽ 広 場 958-7616 19日㈫ 9：30～10：30

丹 比 幼 稚 園 チューリップ教室 954-0230 「いっしょにあそぼう！」15日㈮ 9：30～10：30
埴 生 南 幼 稚 園 ひよこ組 教 室 957-0212   8日㈮ 10：00～11：00 「キッズパラダイスであそぼう」

白 鳥 幼 稚 園 なかよしランド ひよこ組 958-2601 「お店屋さんにきてね」20日㈬ 10：00～11：00

「一緒に遊ぼう！」西 浦 幼 稚 園 あ ひ る 教 室 958-3538 12日㈫ 9：00～10：00

埴 生 幼 稚 園 ぴよぴよくらぶ 955-1062 「一緒にあそぼう」13日㈬ 10：00～11：00

こども未来館たかわし（認定こども園） う さ ぎ 組 955-0730 「作って遊ぼう」12日㈫ 9：30～10：30

22日㈮恵 我 之 荘 幼 稚 園 う さ ぎ 教 室 938-0017 「作って遊ぼう！」10：00～11：00
高 鷲 南 幼 稚 園 げんきっきくらぶ 955-1624 「いっしょにあそぼ！」13日㈬ 9：30～10：30

施設名 電話（市外局番072） 園庭開放※健康相談は要予約 楽しい親子教室育児相談

さかとがはらこども園
（認定こども園） 956-6246 10：00～11：30第2・第4㈯

※雨天中止
（要予約） ㈪～㈮

15:30～17:00

明の守ようきこども園
（認定こども園） 第4㈭ ※雨天中止 10：00～11：30954-9630

（要予約） ㈪～㈮
13:00～15:00

高 鷲 保 育 園 953-3883 10日㈰ 10:00～14:00　バザー　あそびコーナーもあります。 
19日㈫  親子でクッキング10：00～11：30㈪㈫㈭ 開園中常時

誉 田 保 育 園 958-2525 9日㈯ 園庭開放と同時に室内（ホール）開放も行います。

郡 戸 保 育 園 938-5280

はびきの保育園 1日㈮ 10：00～ 子育てサロン「ふれあい遊び」（保健師さんの話）958-3328

島 泉 保 育 園 953-4624 15日㈮ 10：00～ 子育てサロン「おもちゃづくり」

軽 里 保 育 園 958-3338

下 開 保 育 園 958-3318

10：00～11：30 12日㈫ リズム・26日㈫ お絵かき㈫㈮（15日㈮除く）四天王寺悲田院保育園 957-7517

ベビーハウス社協保育園 930-0240 10：00～11：00
21日㈭ 9:30～11:30 ベビーハウス体験保育
※要予約　定員25組

ベビっこひろば
13日㈬

高 屋 保 育 学 園
（認定こども園） 957-1234 15：15～16：45

14日㈭ 10:30～11:00　予約不要、先着20組　
　親子リズムdeあそぼう（1～5歳児の親子）
　※園開放も同時開催 10:00～11:30

毎週㈫㈭

㈪～㈮
10：00～11：00
（健康相談含む）

（要予約） 
㈪～㈮

開園中常時

向 野 保 育 園 953-2071

あおぞら保育園 950-1105 10：00～11：00
げんきっこクラブ　10:00～11:30
  7日㈭　体験入園（0歳児の親子）※要予約
14日㈭　あおぞら広場　予約不要 

28日㈭

開園中常時

開園中随時

保
育
施
設
の
子
育
て
支
援

●着替え・タオル・水筒・うわぐつをお持ちください。　●雨天時は室内で行います。

教
育
施
設
の
子
育
て
支
援

○お子さんの安全については保護者の方が責任を持ってください。　○車での来園は、ご遠慮ください。

「園児の『お店屋さんごっこ』のお客さんになってね」20日㈬ 10：00～11：00羽 曳 が 丘 幼 稚 園 かん が るー 組 958-7201
「一緒に遊ぼう」11日㈪ 9：30～10：30

駒 ヶ 谷 幼 稚 園 わ くわ く体 験 958-8776 「一緒に遊ぼう！」(お話・手遊び・仲良し遊び）12日㈫ 10：00～11：00

つどいの広場　11月

NPO法人つどいの広場カンナ　羽曳野市高鷲 5-422-22　☎・ＦＡＸ 072-939-1625

  1日㈮　10：30～11：30 布バッグに絵を書こう

  8日㈮　10：30～11：30 手作りおもちゃ作り

15日㈮　10：30～11：30 小麦粉ねんど遊び

22日㈮　10：30～11：30 ポップコーンを作って食べよう

● カンナ ＜開放時間＞㈪㈬㈮（㈷を除く）10：00～12：00、14:00～16:00
※㈮のみ午前中開放

子育てサポートくるみ 羽曳野市壺井508-1　☎ 072-957-3282　ＦＡＸ 072-958-4089　http://kosodate-kurumi.com 

● くるみ ～手をつなぐ子育て～ 開催日の1ヶ月前より電話で予約受付
＜開放時間＞㈫㈬㈭ 10：00～16:00 ※12：00～14：00は園児昼寝

2歳の誕生日を過ぎた親子を対象にしたリズムあそび。
（動きやすい服装、着替持参）

リズム遊び  11月12日㈫・12月3日㈫  10：00～11：00

対象：2歳の誕生日を過ぎた子どもとその保護者
くるみの食事体験。（和食中心、野菜たっぷり）大人600円・子ども400円

給食体験  11月12日㈫・12月3日㈫  11：30～12：00  要予約  先着3組  

赤ちゃんの子育て＆離乳食体験  11月13日㈬  9：30～11：15  要予約  費用400円
対象：1歳半ぐらいまでの赤ちゃんとその保護者
赤ちゃんの抱き方、ふれ合い遊び。

体験保育  11月30日㈯  9：30～14：00  要予約  大人900円・子ども600円 
対象：0歳～就学前の子どもとその保護者
くるみの生活（遊び、リズム、食事）体験、懇談（12:30～14:00）

NPO法人サポートネットワークぬくもり あいあい保育園
羽曳野市向野2-8-2（埴生診療所敷地内）　☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

● あいあいルーム ＜開放時間＞㈫㈬㈮10：00～16：00

  6日㈬　人形劇　10：30～11：30　ポップコーンによる人形劇
「ぞうくんのさんぽ」 「３びきのやぎのがらがらどん」 「おおきなかぶ」

12日㈫ 10：30～11：30 えほん・あらかると　絵本の読み聞かせ、誕生日会、工作。

26日㈫ 10：30～11：30 えほん・あらかると　絵本の読み聞かせ、リズム遊び。
㈪～㈮　10：00～16：00 子育て何でも相談（電話可）
第2㈫　10：00～12：00 就労相談～子育て中の再就職～

その他の
お知らせ

7日、14日、21日、28日㈭午後 「なんでも相談室～ひとりで悩まないで～」
　参加費：1人1時間まで3,000円（会員半額）

「おやおやくらぶ」 10:45～11:30
1日㈮ うた・絵本読み聞かせ　8日㈮ おかず提案　22日㈮ おしゃべりサロン
　ほっとタイム ㈪～㈮ 10：00～16:00　参加費：無料(弁当持参可)

西 浦 東 幼 稚 園 にこにこくらぶ 957-7200

くるみにはおおきな土山が２つありどろんこ遊びや水遊びが存分に出来る環
境があります。お部屋には積み木や絵本もたくさん用意しています。親子でお
気軽にお越しください。
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◆乳幼児健康診査◆（会場：保健センター）
　対象児に個別通知します。健診日の２週間前までに通知が届
かない方は、健康増進課（保健センター）まで、ご連絡ください。

種　類 日　程 対　象　児

４カ月児 
健康診査

11 月 15 日㈮ 令和元年 7月1日～14 日生まれ

11 月 29 日㈮ 令和元年 7月15 日～31日生まれ

12 月 13 日㈮、20 日㈮ 令和元年 8 月生まれ

１歳６カ月児 
健康診査

11 月 26 日㈫、27 日㈬ 平成 30 年 4 月生まれ

12 月 17 日㈫、18 日㈬ 平成 30 年 5 月生まれ

２歳６カ月児 
歯科健康診査

11 月 12 日㈫、13 日㈬ 平成 29 年 5 月生まれ

12 月 10 日㈫、11 日㈬ 平成 29 年 6 月生まれ

３歳６カ月児 
健康診査

11 月 5 日㈫、6 日㈬ 平成 28 年 5 月生まれ

12 月 3 日㈫、4 日㈬ 平成 28 年 6 月生まれ 

◆予防接種◆
（母子健康手帳と予診票、
  子ども医療証など住所の確認ができるものを提示）
＜集団接種＞（ＢＣＧ）
　※４カ月児健康診査と同日

４カ月児健康診査をすでに受け、BCG を接
種していないお子さんは、健康増進課（保
健センター）にお問い合わせください。

＜個別接種＞（各医療機関に電話で予約）
詳細は「平成 31（2019）年度健康だより」、ウェブサイトを参照。

◆「ママとベビーの交流会」◆　※予約制
・定員：先着 15 組、上のお子さんの保育なし
[ 対象 ] 生後 3 カ月までのベビーとママ
[ 場所 ] 保健センター 4 階
[ 日時 ] 11月28日㈭・1月27日㈪
　　　  14:00～16:00
　身体計測・助産師と保健師による育児相談・
絵本や遊びの紹介・妊婦さんとの交流会。

◆離乳食講習会◆　※予約制
・定員：先着 15 組、対象となる乳児のみ保育あり
[ 日時 ] 11 月 22 日㈮ ・12 月 12 日㈭のいずれか 1 日
　　　　13:15 ～ 15:30（受付：13:00 ～）
[ 対象 ] 4 カ月児健診受診後から 10 カ月までの乳児の保護者
[ 場所 ] 保健センター  3 階

◆ことばの相談◆　※予約制
「話し出す時に出だしがつまる」「正しく発音できない」「こ
とばを繰り返し言う」「コミュニケーションがとりにくい」
など、こどもの発音・吃音・言葉の遅れなど、気になる方は
ご相談ください。

………………………………………………………………………

インフルエンザ予防の基本
………………………………………………………………………

マスクをして、
手あらいをしっかりしよう !!
★マスクをしよう！
　せきエチケットを心がけましょう
★手あらいをしよう！
　ウイルスをしっかり洗い流しましょう

体の抵抗力を高めるために、生活リズムを整え、
バランスのとれた食事や、十分な睡眠をとり
ましょう。

市立休日急病診療所健
ふ みり-ぁ

☎072-956-1000
（保健センター2階）

■休日急病診療所（内科・小児科・歯科）
　診 療 日／日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／10:00～12:00、13:00～16:00
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診 療 日／土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／18:00～22:00（受付は17：30～21:30）

■小児救急電話相談
　☎＃8000（携帯電話・NTTプッシュ回線）
　☎06-6765-3650
　　　　　　　　（IP電話・ダイヤル回線など）

■救急安心センターおおさか
　☎＃7119（固定電話【プッシュ回線】・
　　　　　　　　　　　　　携帯電話・PHS）
　☎06-6582-7119
　　　　　（固定電話【ダイヤル回線】・IP電話）

康
健康増進課（保健センター）

☎ 072-956-1000

＜

無
料＞

ＨＩＶ・梅毒即日検査 
（梅毒検査のみは不可）

毎週㈬
[ 匿名可・予約不要 ] 9:30 ～ 10:30

＊夜間、土日検査は、chot CAST（チョットキャスト）で実施しています。
　詳しくは保健所へお問い合わせください。

肝炎ウイルス検査　　 予
約
制

第 2、4 ㈬ 13:30 ～
14:30

こころの健康相談（精神科医、精
神保健福祉相談員が相談に応じます）

こころの病気、
アルコール依存症など

医療機関に関する相談 毎週㈪～㈮   9:15 ～ 12:15
13:00 ～ 16:00

 ※風しん抗体検査については、保健所までお問い合わせください。

＜

有
料＞

水質検査（飲用水・井戸水
・遊泳場水・浴槽水）予

約
制

依頼の際は、
お問い合わせください。室内空気検査（ホルムアルデヒド

・VOC）

腸内細菌検査
（赤痢菌、チフス菌、パラチフス A 菌、
  サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌 O157）

毎週㈪～㈬  9:30 ～
12:00

ぎょう虫卵検査
予
約
制

毎週㈪～㈭  9:30 ～
12:00

藤井寺保健所 藤井寺市藤井寺 1-8-36  ☎ 072-955-4181
http://www.pref.osaka.lg.jp/fujiiderahoken/ ■生活衛生室　☎ 072-952-6165　　　※いずれも土、日、祝日は除く

小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業） 
診療日の15時の時点で羽曳野市に「暴風警報」「大雨警報」「洪水警報」「特別警報」
のいずれかが発表されている場合は休診となります。
また、15時以降に発表された場合は、その時点で休診となります。

休日急病診療所（内科・小児科・歯科）
診療日の8時の時点で羽曳野市に「暴風警報」「大雨警報」「洪水警報」「特別警報」
のいずれかが発表されている場合は休診となります。
また、8時以降に発表された場合は、その時点で休診となります。
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●検診（健診）は年度内に各 1 回。定員になり次第締切。FAX での申し込みは不可。　 ☎ 072-956-1000 健康増進課（保健センター）

◆定期健康相談・栄養相談
※要予約 11 月 11 日㈪  午前中 

胃・肺・大腸がん検診 ( 集団検診 )
( 受診時満 40 歳以上の市民 ) 午前中

保健センター 11 月 28 日㈭　12 月 6 日㈮・17 日㈫

コロセアム 11 月 6 日㈬

市役所別館
11 月 17 日㈰

12 月 8 日㈰

陵南の森 11 月 22 日㈮

石川プラザ 12 月 12 日㈭

乳がん・子宮がん ( 集団検診 )
受診券 ( オレンジ色もしくは黄色のハガキ ) が必要
乳 が ん：1978 年以前の西暦偶数年生まれの女性
子宮がん：1998 年以前の西暦偶数年生まれの女性

陵南の森 11 月 19 日㈫ 市役所別館 12 月 1 日㈰

石川プラザ 12 月 18 日㈬

＜がん集団検診＞ ※予約制
令和元年度 11月～12 月分を受付中。
・詳細は平成 31（2019）年度健康だよりか市ウェブサイトを参照

胃・肺・大腸・子宮がん検診は無料、乳がん検診は1,000 円
( 生活保護受給者は無料 ※受給証明書が検診当日必要 )

費
用

このページに
ついて
詳しくは
ウェブサイトを
ご覧ください。

＜成人歯科健診・骨粗しょう症検診＞
成人歯科健診（無料）

対象：昭和 58・53・48・43・38・33・28・23 年
生まれの市民

個別健診か集団健診のどちらかを
選択。
（受診券必要：受診券は 4 月上

旬発送のため、届いていない
方は保健センターまで）

個別健診は羽曳野市内の指定歯
科医院にて令和 2 年 3 月 31日ま
で受診可。集団健診は骨粗しょう
症検診とセットで受診可。

骨粗しょう症検診（無料） ※集団検診のみ
対象：受診時満 35 歳以上の市民
足のかかとにて超音波検査を行い骨密度を測定。

　■集団健診（検診）(※予約制 無料） 

＜歯科健診と骨粗しょう症検診＞
※ 骨粗しょう症検診のみも可。

保健センター：11 月 8 日㈮・令和 2 年 2 月 12 日㈬

11月8日は 「いい歯の日」です！
ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー

普段から自分の歯に
関心を持つように
心がけましょう。

ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー

●健康な歯は素敵な笑顔に繋がります。 
いくつになっても自信を持って笑えるのには歯が大切
です。

● 80 歳になっても 20 本の自分の歯があることは健康の
証拠。ごはんもおいしく食べられます。

●口は体の入り口です。お口の中をキレイにする事で生活
習慣病予防にも繋がります。

まずは自分でできる歯みがきをしっかり行いましょう。
そして痛む前に歯科医院で健診を受けましょう。

教室を受講してあなたの健康度をアップしましょう★

【学 ぶ で ～健康シリーズ 】
　　　（随時受付中！）
　[ 対象 ] 羽曳野市民
　[ 場所 ] 保健センター

★学ぶで～膝・腰の痛み
[ 日時 ] 11 月 21 日㈭
　　　　13:45 ～ 15:30
　　　　（13:30 ～受付）
[ 講師 ] 増田　博 医師
　　　  （羽曳野市医師会  ますだ整形外科クリニック）

その他の教室メニュー　定員：30 人（先着順）

運動
メニュー
13:30 ～
15:30

学ぶで～姿勢改善
場所：陵南の森総合センター

11 月
13 日㈬

学ぶで～スクエアステップ
場所：保健センター

12 月
9 日㈪

これ以外にもありますので、
詳しくはウェブサイトまたはちらしをご覧ください。

（健康教室のお知らせ）

毎月 19 日は食育の日
家族で食事を
楽しみ
ましょう。
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改修された住宅に対する
固定資産税の減額
　工事費用（自己負担額）が 50 万
円を超え、一定の要件を満たした住
宅改修を行った場合、工事完了日の
翌年度分の固定資産税が減額され
ます。工事完了日から 3 カ月以内に、
税務課へ申告してください。
【耐震改修】昭和 57 年 1月1日以前に
建築された住宅

【バリアフリー改修】高齢者等（改修工
事完了年の翌年１月１日における年齢が
65 歳以上の方、要介護認定または要支
援認定を受けている方、障害のある方）
が居住する、新築された日から10 年以
上を経過した住宅。

【熱損失防止改修】平成 20 年 1月１日
以前に建築された住宅

※詳しい内容や申告の必要書類な
どは、お問い合わせください。
■ 問問 税務課固定資産税担当（本館 1
階⑨⑩窓口）☎ 072-958-1111 内
線 1540・1550

固定資産税・都市計画税の減免
①納税義務者が平成 31年１月１日現
在で 65 歳以上、障害者、寡婦また
は寡夫のいずれかであること。
②納税義務者および当該納税義務
者と生計を一にする者の全員が、住
民税均等割非課税限度額以下の所
得であること。
住民税均等割非課税限度額 （市税条例第14条第2項）

扶養がない場合 320,000 円
扶養が 1 人の場合 830,000 円
扶養が 2 人の場合 1,150,000 円
扶養が 3 人の場合 1,470,000 円

③所有している固定資産が自己居住
用だけであり、所有家屋の延床面積
が70 ㎡以下であること。
④固定資産税および都市計画税の
年税額（土地・家屋）の合計が 5 万
円以下であること。
■対 ■象   ①～④の要件すべてに該当す
る納税義務者です。 【減免額】申請
日以後に到来する納期に納付すべき
税額の 2 分の1の額   【申請期限】
各納期限まで　■持 ■ 物物 認印
■ 問問 税務課固定資産税担当（本館 1
階⑨⑩窓口）☎ 072-958-1111 内
線 1550・1551

パソコン・スマホでらくらくe-Tax
　確定申告用の「ID・パスワード」
があれば、パソコンやスマホで、国
税庁ホームページの『確定申告書等
作成コーナー』から、いつでもどこ
でも確定申告（e-Tax）することがで
き、大変便利です。令和 2 年 1 月以
降、e-Tax 利用可能対象範囲が拡大
し、個人納税者の利用がより便利に
なります。「ID・パスワード」の発
行を希望される方は、本人確認書類

（運転免許書等）をお持ちの上、お
近くの税務署にお越しください（㈯
㈰㈷を除く）。
■ 問問 富田林税務署 ☎ 0721-24-3281

年末調整説明会および消費税軽減税
率制度説明会 （共催：公益社団法人富田林納税協会）

　令和元年分の年末調整の仕方、
法定調書の作成方法などの説明会お
よび消費税軽減税率制度の概要やイ
ンボイス制度についての説明会です。
■と ■き  11月15 日㈮ 13:30 ～15:30

（年末調整説明会）、15:50 ～16:20
（消費税軽減税率制度説明会）
■場 ■ 所所 すばるホール 大ホール
■ 問問 富田林税務署 ☎ 0721-24-3281

『休日窓口・夜間窓口』国民健康
保険料・後期高齢者医療保険料 
休日窓口 11月17 日㈰ 10:00 ～15:00
夜間窓口 11月 26 日㈫ 18:00 ～20:00
■ 問問 保険年金課　☎ 072-958-1111
内線 1750・1751

支　所
☎ 072-955-0583　℻ 072-930-2144
羽曳野市民会館
☎ 072-958-2311　℻ 072-958-2312
LIC はびきの（生活文化情報センター）
☎ 072-950-5500　℻ 072-950-5505
はびきのコロセアム
☎ 072-937-3123　℻ 072-937-3124
市民体育館（西浦）
☎ 072-958-2340　℻ 072-958-3614
陵南の森総合センター（老人福祉センター・公民館）
☎ 072-952-2751　℻ 072-952-1303
陵南の森生きがい情報センター

（テレワークセンター）
☎ 072-931-1900　℻ 072-931-2112
ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553　℻ 072-957-5580
丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355　℻ 072-937-2388
石川プラザ
☎ 072-950-2002　℻ 072-958-9110
保健センター（休日急病診療所）
☎ 072-956-1000　℻ 072-956-1011
人権文化センター
☎ 072-955-4556　℻ 072-955-7042
青少年児童センター
☎ 072-952-0032　℻ 072-937-8580
白鳥児童館
☎ 072-957-4900　℻ 072-957-4900
青少年センター
☎ 072-958-0050　℻ 072-956-7867
エコプラザはにふ（中央スポーツ公園）
☎ 072-959-3567　℻ 072-959-3568
時とみどりの交流館（峰塚公園管理棟）
☎ 072-942-6647　℻ 072-942-6647
道の駅 しらとりの郷・羽曳野総合棟

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-957-6900　℻ 072-957-6910
子育て支援センターふるいち
☎ 072-958-3308　℻ 072-958-3350
子育て支援センターむかいの
☎ 090-8880-0058　℻ 072-953-6361
向野老人いこいの家
☎ 072-952-0033　℻ 072-952-0033
給食センター
☎ 072-958-2306　℻ 072-958-1082
社会福祉協議会
☎ 072-958-2315　℻ 072-958-3853
シルバー人材センター
☎ 072-936-1500　℻ 072-936-1511
柏原羽曳野藤井寺消防組合
☎ 072-958-0119　℻ 072-958-9900
羽曳野警察署
☎ 072-952-1234　℻ 072-952-2531
藤井寺保健所
☎ 072-955-4181　℻ 072-939-6479
藤井寺郵便局
☎ 072-954-2601　℻ 072-938-8591
柏羽藤環境事業組合
☎ 072-976-3333　℻ 072-976-3331
クリーンピア 21（休業日：㈫）
☎ 072-975-2580　℻ 072-975-2577
健康ふれあいの郷 グラウンド・ゴルフ場

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-950-6611　℻ 072-950-3888
茶山テニスコート（土・日・祝日のみ）
☎ 072-959-8836

主な公共施設

《市内図書館》の電話番号は、 図書館だよりの
ページをご確認ください。

－ 制 度 －  － お知らせ －  

はびきの中学生study-O 
－11月の日程 －

■￥  無料
■対■象  市内在住・在学の中学生
※随時受付中！ 詳しくは、市ウェ
   ブサイトまたは担当まで。
■問問   政策推進課 特命プロジェクトチーム
　 ☎ 072-958-1111 内線 3530

★東教室（市役所会議室）
★西教室（あいあいハウスまたは支所）

［11月］17 日㈰・23 日㈷・24 日㈰
    　　　 　午前クラス　 9:30 ～12:30
    　　　 　午後クラス　13:30 ～16:30
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「プレミアム付商品券購入引換券
交付申請書」の申請期限は 11月
30 日㈯まで！
　今年度の住民税が非課税の方で

「プレミアム付商品券購入引換券交
付申請書」が届いている場合はプレ
ミアム付商品券を購入できる可能性
があります。この商品券は一人につ
き最大２万５千円分の商品券が２万
円で購入できます。購入希望の申請
は 11月 30 日㈯までです（当日消
印有効）。※年度の途中に修正申告
にて住民税が非課税となった方また
は、生活保護等が廃止（停止）とな
った方はプレミアム付商品券の購入
対象者となる可能性がありますので、
お問い合わせください。
■ 問問 産業振興課プレミアム付商品券事
業担当  ☎ 072-947-3726

百舌鳥・古市古墳群の年賀状販売
　限定 5,000 枚、10 枚単位での販
売（1人上限 100 枚、先着順）。
■ ￥ 1枚 63 円　■と ■ き 11月 5 日㈫～ 
■場 ■所所   世界文化遺
産推進室（市役所
本館 4 階）、観光
案内所（古市駅東
広場）
■ 問問 世界文化遺産
推進室  ☎ 072-
958-1111
内線 4404

山添村生涯学習施設東豊館の利用
は終了しました
　平成14 年度より羽曳野市の生涯
学習施設として奈良県山添村生涯学
習施設『東豊館』を借用してまいり
ましたが、10 月 31日をもって終了
しました。今後は、グレープヒルス
ポーツ公園内の野外活動広場、宿泊
施設などをご利用ください。
■ 問問 社会教育課  ☎ 072-958-1111
内線 4420

11月10 日から16 日は、
アルコール関連問題啓発週間
　依存症（アルコール・
薬物・ギャンブルなど）
に悩む方への電話相談
窓口「おおさか依存症
土日ホットライン」を開設していま

す。依存症は回復が十分可能な病
気で す。 ☎ 0570-061-999（ 毎 週
㈯ ㈰ 13:00 ～ 17:00）ウェブサイ
ト［大阪府 依存症 相談］を検索　
■ 問問 大阪府地域保健課 ☎ 06-6944-
7524

11月12 日から25 日は、「女性に
対する暴力をなくす運動」期間です
　夫やパートナーな
どからの暴力、性
犯 罪、売 買春、人
身取引、セクシュア
ル・ハラスメント、
ストーカー行為など
女性に対する暴力
は、女性の人権を著
しく侵害するもので
あり、男女共同参画社会を形成して
いく上で克服すべき重要な課題です。
この運動をきっかけに、女性に対す
る暴力について考え、暴力のない社
会の実現をめざしましょう。

［11月 25 日は女性に対する暴力撤
廃国際日です］
■特設女性相談を実施します。
11月 8 日㈮・27 日㈬ ･･･ 詳細は相
談日程ページ

11月18 日㈪～24 日㈰は、全国
一斉「女性の人権ホットライン（☎
0570-070-810）」強化週間
　この期間は、受付時間を延長し
て実施しますので、詳しくは、大阪
法務局人権 擁 護部（☎ 06-6942-
9496）までお問い合わせください。

11月は「こころの再生」府民運動
推進月間
　府民一人ひとり
が「生命を大切に
する」「思いやる」

「感謝する」「努力する」「ルールや
マナーを守る」の『５つのこころ』を
見つめ直し、「あいさつ」などの毎日
の暮らしの中でできることを呼びか
けています。これらを意識して、ア
クションを起こしましょう。詳細は
ウェブサイト［「こころの再生」府民
運動］で検索。
■ 問問 大阪府教育委員会事務局教育総
務企画課　☎ 06-6944-8042

秋の全国火災予防運動
「ひとつずつ いいね！で確認 火の用心」
（令和元年度全国統一防火標語）
　11月 9 日㈯～15 日㈮までを期間
とし、火を取り扱うことが多くなる
時季の火災を減らすため呼びかけを
します。期間中は消防車での管内巡
回をします。11月11日㈪ 9:00から、
近鉄古市駅周辺にて婦人防火クラブ
および火災予防協会による秋季全国
火災予防運動街頭キャンペーンを行
います。
■ 問問 柏原羽曳野藤井寺消防組合消防
本部予防課　☎ 072-958-9928
℻ 072-958-9900

府民歯科相談・口腔保健相談
　お口のことで気になることがあれ
ばご来館ください。
■と ■き  毎週㈫㈭ 14:00 ～16:30、毎
週㈯ 13:00 ～14:00（相談時間は
30 分程度、㈷・お盆・年末年始は
休み）　■場 ■ 所所 一般社団法人 大阪府
歯科医師会（大阪市天王寺区堂ヶ芝
1-3-27）　■￥   無料　■定 ■ 員員 先着順
■ 問問 大阪府歯科医師会医療課 
☎ 06-6772-8884

３つのチャレンジ「生活習慣の確立」
　羽曳野市青少年健全育成推進協
議会と教育委員会では、11月の「子
ども・若者育成支援強調月間」を
生活習慣の確立をテーマに実施しま
す。子どもたちが元気に健やかに成
長するためには『早寝早起き、朝ごは
んを食べる』などが必要です。小学
校、幼稚園などで「３つのチャレンジ」
記録表を配布します。健康な生活習
慣にチャレンジしてみてください。
■ 問問 社会教育課 ☎ 072-958-1111　
内線 4452

家庭用計量器の無料検査
　体温計や体重計、キッチンスケー
ルなどの無料検査を行います。検査
できないものもあります。詳細はお
問い合わせください。
■と ■ き 11月11日㈪13:30 ～14:30
■場 ■ 所所 市役所別館 3 階 会議室
■￥   無料　■問問   産業振興課 ☎ 072-
958-1111 内線 2780

　女性の表情、握りしめた
こぶし、クロスさせた腕は、
女性に対する暴力を断固と
して拒絶する強い意思を表
しています。

※イメージ画像です。
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緊急地震速報訓練放送を実施
J アラート（全国瞬時警報システム）
　市内の小中学校や公共施設の防
災行政無線のスピーカーから、訓練
用の緊急地震速報が放送されます。
※今回の訓練では、地域内の携帯電
話に「緊急速報メール」は配信され
ません。
■と ■き  11月 5 日㈫10:00 ～
≪チャイム≫
　「こちらは羽曳野市です。ただいま
　から訓練放送を行います。」
≪緊急地震速報チャイム音≫
　「緊急地震速報。大地震です。大地
　震です。これは訓練放送です。」
　×３回
　「こちらは羽曳野市です。これで訓
　練放送を終わります。」
≪チャイム≫

■ J アラートとは？･･･人工衛星を利
用し発信される「緊急地震速報」「津
波警報」「弾道ミサイル情報」など
の情報を、市民の皆様に瞬時に伝達
するシステムです。
■ 問問 危機管理室災害対策課　☎ 072-
958-1111内 2713

ノロウイルス食中毒に注意 !
　冬はノロウイルス食中毒が流行す
る季節です。主な原因食品は、ウイ
ルスに汚染された生の二枚貝（カキ
など）や、感染した人が調理時に手
を介して汚染させた食品です。
■ノロウイルス食中毒を防ぐためには
  ・ 二枚貝は生で食べずに、中心部まで  

しっかり加熱する。
  ・石けんを使って丁寧に手を洗う。
■ノロウイルスについて
  ・症状は、下痢、おう吐、発熱です。
  ・ 感染力が強く、少量のウイルスでも 

感染します。
  ・ 感染した人の吐物や糞便には大量の

ウイルスが含まれます。それらを処
理する時は、使い捨て手袋やマスク
を着用し、塩素系漂白剤を使って消
毒することが重要です。

■ 問問 藤井寺保健所生活衛生室食品衛
生課　☎ 072-952-6165
℻ 072-952-6167

引越しのときは、早めに連絡を！ ～水道局からのお願い～
■ 水道の使用を中止されるとき ･･･ 引越しで水道の使用を中止されるときは、料

金の精算に伺いますので引越しの 2 ～3 日前までにはご連絡ください。ご連
絡がない場合は、引き続いて料金がかかりますのでご注意ください。

■新たに水道を使用されるとき ･･･水道を使用される２～３日前までには必ず使
　用開始のご連絡をください。
■お支払いは便利な口座振替を！･･･水道局指定の金融機関もしくは郵便局で、
　預金通帳とお届けの印かんを持参の上、直接手続きをしてください。
■ 問問 水道料金お客様センター ☎ 072-957-7770（直通）、☎ 072-958-1111
　 内線 5021～ 5024（平日 9:00 ～17:30、㈯㈰ 9:00 ～17:00）※祝日、
　 年末年始は休業します。

○打撲・ねんざ等（肉ばなれを含む。）
○骨折・脱臼
※ 骨折、脱臼は、応急手当の場合を除き、

医師の同意が必要です。

健康保険が使える場合○

【後期高齢者医療制度】
柔道整復、はり、きゅう、あん摩・マッサージのかかり方

［施術を受けるときの注意］
● 柔道整復師が患者の方に代わって保険請求を行うことが認められているため、自己負

担を支払うことで施術を受けることができます。施術を受けたときには、「療養費支給
申請書」の施術箇所や回数を確認し、署名または押印してください。

● 保険医療機関（病院、診療所など）で同じ負傷等の治療中は、施術を受けても保険
等の対象になりません。

［施術を受けるときの注意］
● 保険の適用には、あらかじめ医師の発行した同意書または診断書が必要です。
● 単に疲労回復や慰安を目的としたものや、疾病予防のためのマッサージなどは保険の  

対象とならず、全額自己負担となります。
● 保険医療機関（病院、診療所など）で同じ対象疾患の治療を受けている間は、はり、
  きゅう施術を受けても保険の対象にはなりません。

◎柔道整復などの施術を受けられたときは、医療費控除の対象となりますので、
　必ず領収書を受け取りましょう。

■ 問問 大阪府後期高齢者医療広域連合 給付課　☎ 06-4790-2031
　保険年金課 後期医療助成担当　☎ 072-958-1111 内線1741・1330　

①柔道整復師（整骨院・接骨院）のかかり方

②医師が必要と認めた、はり、きゅう、あん摩・マッサージの施術を
　受けるとき

○神経痛・リウマチ・頸腕症候群
　五十肩・腰痛症・頸椎捻挫後遺症
　その他、慢性的な疼痛を主症とする
　疾患

健康保険が使える場合○
×左記以外は原則として健康保険が
　使えません。

健康保険が使えない場合×
◇はり・きゅう

○筋麻痺・筋萎縮・関節拘縮などで、
　医療上マッサージを必要とする症例

健康保険が使える場合○
×日常生活からくる疲れ、体調不良や
　単なる肩こり
×スポーツなどによる筋肉疲労
×整体やカイロプラクティック など

健康保険が使えない場合×
◇あん摩・マッサージ

健康保険が使えない場合×
×日常生活からくる疲れ、体調不良や
　単なる肩こり
×スポーツなどによる筋肉疲労 など
※これらの施術は保険の対象にならず全
　額自己負担になります。
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ボランティア・市民活動わくわく講座
書道クラブによる書道講座
　年賀状・色紙作りに向けた干支文
字、消しゴム判作り・貼り絵
■と ■ き 11月18 日㈪13:30 ～16:00、
25 日㈪13:30 ～15:30　■場 ■所所  エコ
プラザはにふ　■対 ■象  市内在住の方
■定 ■員員  15 人（先着順）　■￥  500 円（材
料費）　■持 ■物物  筆、新聞紙1日分、カ
ッターナイフ、年賀状など　
■申 ■・込込 ■問問  市民協働ふれあい課
☎ 072-958-1111 内線 1060

事業計画策定セミナー
～創業をみえるカタチに～
　これから創業をお考えの方などに。
■と ■き  12 月12 日㈭「創業する事業の
コンセプトや戦略づくり」、19 日㈭

「数字から見る事業計画書の立て方」
19:00 ～21:00　■定 ■員員  20 人　
■￥  無料　■申 ■込込  11月 6 日㈬～ 富田
林市商工観光課 ☎ 0721-25-1000、
富田林商工会  ☎ 0721-25-1101

生活援助サービス従事者研修
■と ■ き 11月13 日・20 日㈬ 9:30 ～
16:30　■場 ■所所   市役所Ａ棟中・東会議
室　■対 ■ 象 高校生以上の方でいずれ
かに該当する方　①市内在住の方
②市内の訪問型サービスＡを実施す
る事業所に従事する予定の方　
■定 ■員員  20 人　■申 ■・込込 ■ 問問 窓口または
電話申込。地域包括支援課
☎ 072-947-3822（直通）
≪訪問型サービスＡ≫ 介護予防・日常
生活支援総合事業で、市が実施する研
修を受講した、ヘルパー資格を持たな
い人が行う掃除、買い物、調理などの
生活援助サービスです。

羽曳野市地域しごと支援事業
パソコン（P 検 3 級取得対策）講座
受講生募集！
■と ■ き 1月～3 月の平日（全12 回）
10:00 ～13:00　■場 ■ 所所 LICはびきの 
パソコン教室　■ 問問 産業振興課 ☎
072-958-1111　内線 2751※詳細
は、広報 12 月号および産業振興課、
市内公共施設に備え付けのチラシま
たは市ウェブサイトをご覧ください。

－ 募 集 －  
学童保育の職員募集
①非常勤職員 募集

【定員】4 人程度
※資格有無で賃金差あり
※社会保険、福利厚生の加入あり

【勤務】週 5 日 平日12:45 ～ 17:45
【申込】履歴書およびエントリーシート
の提出（郵送不可）

②臨時職員（スポット勤務）募集
【定員】10 人程度
※社会保険、福利厚生の加入なし

【勤務】  平日12:45 ～17:45
【申込】お問い合わせください。

■対 ■象   ①②18 歳以上～ 67 歳未満（平
成 31年 3 月 31日時点）※詳細は募
集要項または市ウェブサイトをご覧
ください。　■問問   社会教育課（別館 3
階）☎ 072-958-1111 内線 4510・
4520 ※広報掲載時点で採用者が
決定している場合は申込をお断りす
る場合があります。

市立保育園
非常勤職員（保育士）募集
■定 ■員員  若干名　■対 ■象  保育士資格を有
する方  ■勤 ■務  ㈪～㈯の間で週 5 日
程度勤務 9:00 ～17:15（採用場所
により変更あり）　■場 ■ 所所 市立保育園
■ 問問 こども課　☎ 072-958-1111
内線 1230

幼稚園預かり保育（臨時職員）募集
■定 ■員員  若干名　■対 ■象  幼稚園教諭免許
および保育士資格を有する方
■勤 ■務  ㈪～㈮の間で週５日程度勤務。
幼稚園保育終了後～18:15　長期休
業中（午前または午後の 5 時間程度）
■場 ■所所  駒ヶ谷幼稚園
■給 ■ 与与 時給1,178 円　■ 問問 こども課 ☎
072-958-1111内線 1240

月極駐車場（市営古市駅西駐車場）
使用者募集
　12 月からの使用者を募集します。
詳細は市ウェブサイトをご覧ください。
■ 問問 都市計画課　☎ 072-958-1111
内線 2572・2573

障害者の方対象
市役所（一般事務）募集
■対 ■象  身体障害者手帳、療育手帳（都
道府県知事もしくは政令指定都市市
長が交付したもの）、精神障害者保
健福祉手帳の交付を受けられている
方で、パソコンによる入力作業など
ができる方　■定 ■員員  1人　■勤 ■務  ㈪～
㈮ 9:00 ～17:15（応相談）　
■給 ■与与  月額 148,064 円（勤務時間に
より割り落としあり。）　■申 ■込込・ ■問問  履
歴書などの提出（詳細はお問い合わ
せください。）人事課　☎ 072-958-
1111 内線 3421

自衛官等募集
■高等工科学校生徒［中堅技術者育成］
・高校同等教育（高卒資格取得）・特別
職国家公務員の身分と待遇（期末手当
年 2 回、週休 2 日、祝日、年末年始休暇・
被服類、寝具、食事、宿舎費は無料）

【対象】日本国籍を有する男子で中卒（見
込含）の17 歳未満の方　【申込】［推薦］
11月1日㈮～29 日㈮、［一般］11月1
日㈮～令和 2 年1月 6 日㈪　【試験】［推
薦］令和 2 年1月5 日㈰・6 日㈪の指定
する1日、[一般 ] 令和 2 年1月18 日㈯

■自衛官候補生
・教育期間（3 カ月）を経て 2 等陸、海、
空士に任用

【対象】日本国籍を有する18 歳以上
33 歳未満の方　【申込】随時受付

【試験】受付時にお知らせします。

詳細はお問い合わせください。
■ 問問 自衛隊大阪地方協力本部富田林
地域事務所　☎ 0721-24-3799

「はびきのこども夢プラン推進委
 員会」傍聴者募集
■と ■ き 11月13 日㈬18:00 ～20:00
■場 ■ 所所 市役所別館３階会議室
■定 ■員員   4 人（申込多数の場合は抽選）
■申 ■ 込込 はがきまたは FAX 申込「はびき
のこども夢プラン推進委員会傍聴申
込」と記載の上、郵便番号、住所、
氏名、電話番号を明記し、〒 583-
8585 こども課まで。11月12日㈫消
印有効。☎ 072-958-1111  ℻ 072-
956-0730

－ 講 座 －  
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羽曳野からだ塾
大阪はびきの医療センター府民公開講座

「今日からできる冬の感染症対策」
（手話通訳あり）
■と ■ き 12 月 7 日㈯14:00 ～16:00
■場 ■所所  大阪はびきの医療センター2
階第一会議室（はびきの 3-7-1）
■ ￥ 無料　■定 ■ 員員 100 人（先着順）
■ 他他 駐車場あり（無料：駐車券をお
持ちください。）　■申 ■・込込 ■ 問問 電話も
しくは FAX 申込（FAX：氏名・参加
人数・来院方法・連絡先を明記くだ
さい）12 月 6 日㈮締切。大阪はび
きの医療センター事務局 総務グル
ープ  ☎ 072-957-2121（平日 9:30
～17:00） 

定期救命講習
　AED（自動体外式除細動器）の使
用方法を含めた応急手当など。応急
手当 WEB 講習を含む普通救命講習
Ⅰを実施。（受講後に修了証を発行。）
■と ■ き 12 月 22 日㈰13:30 ～16:30

（WEB 講習修了者14:30 ～16:30）
■場 ■所所  消防本部 3 階視聴覚室（藤井
寺市青山 3-613-8）　■対 ■ 象 市内在
住・在勤・在学の方　 ■定 ■員員  30 人（先
着順）　 ■申 ■ 込込 11月 22 日㈮ 9:00 ～
電話受付。 ■ 他他 ご来場は公共交通
機関をご利用ください。※応急手当
WEB 講習の詳細は当消防組合ウェ
ブサイトをご覧ください。
■問問   柏原羽曳野藤井寺消防組合消防
課消防係 ☎ 072-958-9937

おおさかふみんネット
医療連携講座 大阪南医療センター編
脳卒中の予防と治療
■と ■ き 12 月12 日㈭14:00 ～15:30 

■講 ■ 師師 小林潤也（大阪南医療センター
脳血管内科）　■場 ■ 所所 キックス（河内
長野市立市民交流センター）4 階イ
ベントホール　■￥   無料　■申 ■ 込込 11月
5 日㈫より電話またはウェブサイト
にて申込。くろまろ塾事務局（市民
交流センター内）☎ 0721-54-0001

［kiccs］で検索、河内長野市文化・
スポーツ振興課  ☎ 0721-53-1111

働き方改革セミナー
　時間外労働の上限規制と同一労働
同一賃金を中心に解説します。
■と ■ き 12 月11日㈬14:00 ～16:30
■場 ■所所  松原市役所 8 階 大会議室
■対 ■象  中小企業経営者・労務管理担
当者、労働者、関心のある方
■定 ■員員  50 人（先着順）　■ ￥ 無料
■ 問問 大阪府総合労働事務所南大阪セ
ンター ☎ 072-273-6100
℻ 072-273-6300

消費生活出前講座
　悪質商法や振り込め詐欺などによ
る消費者被害を未然に防止するため、
自治会、老人クラブなどに講師を無
料で派遣し啓発講座を開催していま
す。ご気軽にお申し込みください。
■申 ■・込込 ■ 問問 実施日1カ月前までにお
申し込みください。 産業振興課
☎ 072-958-1111内線 2780

羽曳野塾（移動公民館事業）
～みつけよう楽しい仲間～
　公民館は、「講師をしたい方」「サ
ークル活動をしたい方」「友達と講座
を始めたい方」などをサポートします。
■場 ■所所   地域の集会場、社会教育施設、
コミュニティーセンターなど　
■対 ■ 象 市内在住・在勤の方。講師をし
たい方、講座に挑戦しようとしてい
る方。　■募 ■ 集集 2 グループ（1回のみ。
書類選考の上、順次開催）　■ 他他 講師
謝礼は、公民館が負担。材料費など
は、受講者の実費負担です。
■申 ■・込込 ■ 問問 陵南の森公民館　☎ 072-
952-2751（平日10:00 ～17:00）

陵南の森公民館登録グループ体験会
きりえ講習会
　スケッチした絵を素敵な切り絵に
しましょう。道具は用意します。
■と ■ き 11月 27 日㈬13:30 ～15:30
■場 ■ 所所 陵南の森公民館 2 階視聴覚室
■対 ■ 象 市内在住・在勤・在学の方
■申 ■ 込込 11月1日㈮～26 日㈫
■定 ■ 員員 20 人（先着順）　■￥ 1,000 円
■申 ■ 込込 きりえサークルはびきの（鞍馬）

☎ 072-958-4309、（齊藤）☎ 072-
939-8672

陵南の森公民館グループ連絡協議会
公開講座
■やさしいマジック（初めての方も楽し
　めるやさしいマジック教室です。）

【とき】11月21日㈭19:00 ～21:00
【会場】実習室（2 階）　【定員】6人（先
着順）　【持物】カード（トランプ）

【￥】無料　【申込】11月1日㈮～20 日㈬ 
マジッククラブ（岡田）☎ 072-956-9176
■コーラスたんぽぽ（合唱の練習）

【とき】12 月13 日㈮ 10:00 ～12:00
【会場】第1研修室 2 階　【定員】10 人
【￥】無料　【申込】11月1日㈮～12 月
12 日㈭　コーラスたんぽぽ（大関）
☎ 072-957-5501

■対 ■象  市内在住・在勤・在学の方
※受付時に氏名、住所、電話番号、
年齢が必要です。

陵南の森老人福祉センタークラブ連絡協議会主催
カラオケ入門講座受講生募集
■と ■ き 11月 21日・28 日㈭10:00 ～
12:00　■場 ■所所   陵南の森老人福祉セン
ター２階大広間　■対 ■ 象 市内在住 60
歳以上で、老人福祉センター使用証
をお持ちの方。※使用証は、同セン
ター事務所窓口で交付します。本人
確認ができるものを持参ください。  
■定 ■ 員員 80 人（先着順）  ■ ￥ 800 円（2
回分）※受講料は受付時にお支払
いください。　■講 ■師師   桝村純　
■申 ■込込   11月５日㈫10:00 ～12:00 同
センター事務所横　※受講料を徴収
します。　■ 問問 同クラブ連絡協議会事
務局　☎ 072-952-2751

ひとり親家庭の親等のための就業
支援講習会受講生募集
パソコン初級ワード基礎とエクセル
3 級講座
■と ■ き 令和 2 年1月11日～2月29 日

（毎週㈯ 全 8 回）10:00 ～16:00
■場 ■ 所所 大阪府谷町福祉センター
■対 ■ 象 母子家庭の母、父子家庭の父、
寡婦　■定 ■ 員員 20 人　■￥    7,000 円（教
材費込）　■他他   就職セミナーの受講必
須　■申 ■ 込込 詳細はウェブサイト［大阪
府母子寡婦福祉連合会］で検索。
■ 問問 大阪府谷町福祉センター内 母子
家庭等就業・自立支援センター
☎ 06-6762-9498
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羽曳野市身体障害者福祉協議会
会員および教室参加者募集
　身体障害者手帳をお持ちの方を対
象に、華道・茶道教室、手芸教室、
パソコン教室（初心者向け）を開催し
ています。また、同協議会への入会
も受け付けておりますので、入会をご
希望の方はお問い合わせください。
■ 問問 羽曳野市身体障害者福祉協議会
☎ 072-950-0008（9:00 ～15:00）

熟年簡単クッキング教室
■と ■ き［2 号館］12 月 24 日㈫ ［3 号
号館］12 月 6 日㈮ ［5 号館］12 月
13 日㈮ ［6 号館］12 月18 日㈬
10:30～13:00 ※1会場のみの参加

（内容は同じです。） ■場 ■ 所所 高年生きが
いサロン各号館調理室　■対 ■ 象 65 歳
以上の市内在住の方　■定 ■員員  10 人程
度（応募多数の場合は抽選） ■ ￥ 500
円（材料費込）　■持 ■ 物物 エプロン、三
角巾、タオル、筆記用具
■申 ■・込込 ■ 問問 窓口または電話申込。11
月14 日㈭締切。 地域包括支援課 
☎ 072-947-3822（直通）

羽曳野市きらきらシニアプロジェ
クト 介護支援サポーター事業
　市が指定した介護施設などで行っ
た活動に対して、ポイントが付与さ
れ、たまったポイントを換金（1ポイ
ント100 円、1日上限 2 ポイント）
できる “介護支援ボランティアポイン
ト制度” です。対象は 65 歳以上の
市民で、所定の講習会を受講した方。

［講習会（はじめて講座）］
■と ■き 12 月 5 日㈭14:00 ～
■場 ■ 所所 市役所別館２階研修室
■ 問問［事業について］地域包括支援課
☎ 072-947-3822、［介護支援サポ
ーター登録などについて］（社福）羽曳
野市社会福祉協議会 ☎ 072-958-
2315

認知症知っとこ～座（講座）
① 「認知症予防でピンコロリ」＆「ウ

クレレ演奏会」
■と ■き  11月10 日㈰14:00 ～15:30
■場 ■所所  デイサービスぶどうの家 1階フ
ロア（駒ヶ谷 404）　■定 ■員員  なし
■申 ■・込込 ■ 問問 グループホームぶどうの家
☎ 072-950-0157

②認知症とグループホームのサービ
スについて（意見交換など）
■と ■き  11月 24 日㈰10:30 ～11:30
■場 ■所所  おれんじかふぇ（グループホー
ムみやび内、西浦 2-1844-1）
■定 ■員員  25 人　■申 ■・込込 ■ 問問 グループホー
ムみやび ☎ 072-950-0382

みどりの講習会
　オレアリアリトルスモーキーやガー
デンシクラメンなど、クリスマスを彩
る寄せ植えを楽しみましょう。
■と ■き  ［時とみどりの交流館］12 月 6 日
㈮、［陵南の森］7 日㈯、［石川プラザ］8
日㈰  各日14:00 ～16:00
※受講は1カ所のみ。
■定 ■ 員員［時とみどりの交流館］30 人、

［陵南の森］50 人、［石川プラザ］40 人 
各教室先着順　■ ￥ 1,500 円（当日
会場に持参）　■申 ■・込込 ■問問   11月13 日
㈬より電話申込。（9:00 ～17:00、
㈯㈰㈷除く）名前、住所、連絡先が
必要。※一度に複数名の申込は受
付ません。道路公園課みどり推進室
☎ 072-958-1111 内線 2430

ペアレントメンターのお話を聞い
てみませんか
■と ■き   11月 22 日㈮10:30 ～12:00

（受付10:00）  ■場 ■ 所所 市役所別館３階
会議室　■対 ■象   発達障害などの子ど
もをもつ保護者など　■定 ■ 員員 70 人（先
着順）　■ ￥ 無料　■申 ■ 込込 はがき、メー
ル、ＦＡＸに（住所、氏名、連絡先）
明記の上、11月 8 日㈮までに申込み
ください。〒583-8585 誉田４-1-1 
障害福祉課 メール syogaifukushi@city.
habikino.lg.jp　℻ 072-957-1238
※詳細は市ウェブサイトを検索。

家庭園芸セミナー（要予約）
　家庭でできる果樹づくり
■と ■ き 11月 29 日㈮13:30 ～15:00

（受付13:00）　■場 ■ 所所 大阪府立環境
農林水産総合研究所南棟 3 階大会
議室　■定 ■ 員員 100 人　■ ￥ 無料
■申 ■・込込 ■問問   11月1日㈮～27 日㈬ [Ｆ
ＡＸ申込 ] 氏名、電話番号、市町村
名［ＷＥＢ申込］研究所ウェブサイト
をご覧ください。同研究所企画グル
ープ　☎ 072-979-7070　℻ 072-
956-9691

白鳥児童館だより（11月）  翠鳥園 2-9-101  ☎・℻ 072-957-4900
  [ 開館日 ] ㈪～㈯ 9:00 ～17:00 （㈷除く）12 月 29 日～1月 3 日は閉館
　 ■対 ■象   小学生・保護者同伴の乳幼児　■申 ■込込   電話受付 9:00 ～
■クリスマスかざり作り ①トライルーム ②チャレンジルーム
　【とき】9 日㈯ ① 9:30 ～ 11:30  ② 14:00 ～ 16:00
　【対象】①小学 1 ～ 3 年生  ②小学 4 ～ 6 年生　【定員】①②各 15 人（先着順）
　【￥】①②各 100 円（当日持参）　【申込】①② 11 月 2 日㈯～ 8 日㈮ ※電話のみ
■絵本のへや（絵本・紙芝居など）　【とき】11日㈪ 10:30 ～ 11:30
■将棋であそぼう　【とき】13 日㈬ 15:30 ～ 16:30
■わくわく子育て広場 「ミニミニ運動会」　【とき】18日㈪10:30～11:30（雨天：ゆうぎ室）
■ワイワイ広場 だいじょうぶ～みんなで子育て～　【とき】25 日㈪ 10:30 ～ 11:30
■みんなで遊ぼう水曜日 （バドミントン大会）　【とき】27 日㈬ 15:00 ～ 16:00　【持物】水筒
■グラウンドゴルフであそぼう　【とき】30 日㈯ 14:00 ～ 15:00　【持物】水筒

青少年児童センターだより（11月）  向野 3-1-33
　☎ 072-952-0032  ℻ 072-937-8580  ※詳細はお問い合わせください。 
　 ［一般開放］㈪～㈮13:00 ～17:00　㈯ 9:00 ～17:00（㈷除く）
　■申 ■込込  電話と窓口。
■子ども広場「将棋教室」～初めての人・興味を持った人は、気軽にご参加ください～
　【とき】2 日・9 日・16 日・30 日㈯ 15:00 ～ 17:00  ※日程変更あり   
　【対象】おおむね小学1～ 6 年生
■おもしろ教室「クリスマス飾りのブーツ」～くつ型の芯材を使い、ペン立てを作ろう！～ 
　 【とき】9 日㈯ 10:00 ～ 11:30　【対象】幼児と小学生（小学１年生まで保護者同伴）
　【定員】15 人（先着順）　【￥】100 円（材料費）
■子育てセミナー「親子体操」～親子で楽しく体を動かそう！～ 
　 【とき】14 日㈭ 10:00 ～ 11:30　【場所】同センター体育館　【持物】体育館シューズ
　 【講師】体育文化指導協会　※初めての方は、電話で事前に申し込みください。
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広告掲載に関する問い合わせは合同会社 IM 総合企画  ☎ 072-275-5449

市民会館教室　☎ 072-958-2311　h-shiminkaikan@minorinosato.com  ○申込は直接、窓口まで。
　　　　　　　※詳細はウェブサイトまたはお問い合わせください。
歌声くらぶ　11 月 12 日・12 月 10 日㈫ 10:00 ～ 11:30、■￥ 1 回 510 円、受付当日 9:30 ～

万葉集講座　11 月 13 日・27 日・12 月 11 日、1 月 8 日㈬ 10:30 ～ 12:00（1/8 は 10:00 ～）、■￥ 4 回 6,000 円、定員 30 人

日本書紀講座　11月6日・20日・12月4日・18日・1月22日㈬10:30～12:00（1/22は10:00～）、■￥ 5回7,500円、定員30人

消しゴムはんこ教室　11 月 29 日㈮ 14:00 ～ 16:00、■￥ 1,500 円（材料費込）、大人対象、定員 10 人

プリザーブドフラワー教室　12 月 6 日㈮ 10:00 ～ 12:00、■￥ 4,500 円（材料費込）、定員 8 人

丹治はやプラザ教室　☎ 072-937-2355 ○申込みは直接、窓口まで。詳細はウェブサイトまたはお問い合わせください。　
女性のための瞑想・癒しヨガ教室　11 月 5 日・12 日・19 日、12 月 3 日・10 日・17 日㈫ 13:30 ～、■￥ 4,620 円（11 月　
　19 日以降は 2,310 円）
歌声くらぶ　11 月 26 日・12 月 24 日・1 月 28 日㈫ 14:00 ～、■￥ 510（1 回）、当日受付 13:30 ～
リフレッシュヨガ教室　11 月 6 日・13 日・20 日・12 月 4 日・11 日・18 日㈬ 10:00 ～、■￥ 4,620 円（11 月 20 日以降は
　2,310 円）
太極拳教室　11 月 6 日・20 日・12 月 11 日・25 日㈬ 13:30 ～、■￥ 3,080 円（11 月 20 日以降は 1,540 円）
民踊教室　11 月 1 日・15 日、12 月 6 日・20 日㈮ 13:30 ～、■￥ 3,080 円（11 月 15 日以降は 1,540 円）
自宅で簡単にできる健康づくりの運動　11 月 11 日・18 日・25 日・12 月 2 日・9 日・16 日㈪ 10:00 ～、■￥ 4,620 円（11
　月 25 日以降は 2,310 円）
はじめてのフラダンス教室　11 月 1 日・8 日・15 日㈮ 10:00 ～、■￥ 1,540 円
丹治はや文化祭（舞台発表、作品展示、体験コーナー、囲碁大会、みたらし団子販売）11 月 24 日㈰ 10:00 ～ 17:00

石川プラザ教室　☎ 072-950-2002 ○申込みは直接、窓口まで。詳細はウェブサイトまたはお問い合わせください。　
歌声くらぶ　11 月 19 日・12 月 17 日・1 月 21 日㈫ 14:00 ～ 15:30、■￥ 1 回 510 円、当日受付 13:30 ～
やさしいヨガ教室　11 月 7 日・14 日・21 日・12 月 5 日・12 日・19 日㈭ 14:00 ～ 15:30　※キャンセル待ち
フラダンス教室　11 月 5 日・12 日・26 日・12 月 3 日・10 日㈫  ①初心者 9:30 ～ 10:30 ②経験者 10:35 ～ 11:35、
　■ ￥ 4,110 円（11 月 12 日以降 2,055 円）
土曜ベーシックヨガ教室　11 月 2 日・16 日・30 日・12 月 7 日・14 日・21 日㈯ 10:00 ～ 11:30　※キャンセル待ち
ママヨガ教室　※キャンセル待ち　11 月 5 日・12 日・26 日・12 月 3 日・10 日・17 日㈫  ① 9:30 ～ 10:30 ② 10:45 ～　
　11:45、6 カ月～ 2 歳児とお母さん対象（お子さんは一人まで）
文化祭（舞台発表、作品展示など ）12 月 1 日㈰ 10:00 ～ 16:00、2 階集会室など、■ ￥ 参加・参観無料

ＭＯＭＯプラザ教室　☎ 072-957-5553 ○申込みは直接、窓口まで。詳細はウェブサイトまたはお問い合わせください。
リフレッシュヨガ教室㈬コース　11 月 6 日・13 日・20 日・12 月 4 日・11 日・18 日 15:15 ～ 16:45、定員 24 人
　■ ￥ 4,620 円（11 月 20 日以降は 2,310 円）
リフレッシュヨガ教室㈭コース　11 月 7 日・14 日 28 日・12 月 5 日・12 日・19 日 15:15 ～ 16:45、定員 20 人
　■ ￥ 4,620 円（11 月 28 日以降は 2,310 円）
①ベビーダンス教室（3 カ月～ 2 歳前後対象）11:15 ～ 12:15  ②キッズ☆ベビーダンス教室（1 歳半～就学前対象）10:00 ～
　10:45、①② 11 月 7 日・21 日・12 月 5 日・19 日㈭、はびきの庵円想、定員各 6 人（大人同伴）、■￥ 3,000 円 / 月 ２回分
簡単 ! おうちパン教室「シュトーレン」　12 月 14 日㈯ ① 10:00 ～② 13:00 ～、■￥ 1 回 2,000 円（材料費込）、定員各 8 人、
　受付 11 月 3 日㈷～ 12 月 12 日㈭
ＭＯＭＯフェスタ　12 月 8 日㈰

広 

告
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市長杯はびきの子ども将棋大会
■と ■き 12月15日㈰10:00 ～  ■場 ■ 所所 青
少年児童センター　■対 ■ 象 市内小・中・
義務教育学生　■ ￥ 無料　■持 ■物物  昼食
持参　■申 ■・込込 ■問問   申込書に必要事項
を記入の上、青少年児童センターま
たは、青少年センターへ持参（FAX
申込可）。11月15 日㈮～12 月 8 日
㈰市長杯はびきの子ども将棋大会事
務局（門出）☎・℻ 072-939-5213 携帯
090-1907-9781

陵南の森公民館主催事業
文化講座（秋）いっぷく寄席
■と ■ き 11月16 日㈯14:00 ～15:30

（受付13:30 ～）　■場 ■所所   陵南の森老
人福祉センター2 階 大広間（いす席）
■対 ■ 象 市内在住・在勤・在学の方　
■定 ■ 員員 80 人（先着順）　■ ￥ 無料　
■演 ■者  河内家雷三、流行亭伽楽太　
■ 他他 靴下着用　■申 ■・込込 ■ 問問 11月15日㈮
まで（平日10:00 ～17:00）電話申込。
※1通話で1人。氏名・電話番号・年令・
住所が必要。代理申込可。陵南の森
公民館  ☎ 072-952-2751

きらりはびきの 男女共同参画フォ
ーラム＆人権を考える市民の集い
　『笑福亭鶴笑パペット落語～人に
優しく！笑いで元気に！～』
■と ■ き 12 月７日㈯14:00 ～  ■場 ■所所 LIC
はびきのホールＭ   ■定 ■ 員員 600人（多
数の場合抽選）　■ ￥ 無料　■申 ■込込   通常
はがきに「きらりはびきの申込」と
明記し①～⑥を記入。①氏名②住
所③電話番号④年齢⑤参加人数（1
申込 3 人まで）⑥一時保育希望の
有無（子どもの氏名と年齢）※障害
などで配慮を必要とされる方は、併
せてご記入ください。〒 583-8585 
誉田 4-1-1 人権推進課 11月 22 日
㈮消印有効　■ 問問 人権推進課 ☎ 072-
947-3606（直通）※詳細は市ウェブ
サイトまたはお問い合わせください。

大阪府下警防技術指導会
■と ■き   11月 26 日㈫ 9:00 ～（小雨決
行）※順延は11月 28 日㈭ 9:00 ～
■場 ■ 所所 大阪市消防局 高度専門教育訓
練センター ※公共交通機関ご利用く
ださい。 ■問問   柏原羽曳野藤井寺消防
組合本部警防課 ☎ 072-958-9931 
※詳細はお問い合わせください。

大阪菊花会菊花大会　
　ぼん天菊プレゼント（11月 3 日㈷
10:00 ～先着100 名様）
■と ■き 11月15 日㈮まで。 ■場 ■ 所所 陵南
の森総合センター　■問問  大阪菊花会
会長（芝田） 携帯 090-3275-6360、
道路公園課みどり推進室 ☎ 072-
958-1111 内線 2430

多保正則 水彩画 古墳時代の埴輪展
「百舌鳥・古市古墳群」の世界文化
遺産登録を記念して
■と ■ き 令和2年1月5日㈰
ま で 9:00 ～17:00（ ㈷・
年末年始は閉館）■場 ■ 所所 ギ
ャラリーはびきの（市役
所東玄関横）　■ ￥ 入館無料
おしゃべりサロン 水彩画・おえかき教室
制作体験（埴輪を描きます）

［とき］11月20 日㈬ 
  ①10:00 ～11:30 ②13:30 ～15:00

［定員］先着各10 人　［￥］500 円
［持物］スケッチブック・鉛筆 4Ｂ
■申 ■・ 込込 ■ 問問 市民協働ふれあい課
☎ 072-958-1111　内線 1070 

羽曳野市観光協会
羽曳野市内　“満喫” 周遊ツアー
　世界文化遺産登録を記念した、バ
ス＆ウォークツアー。※費用、コース
などの詳細は同観光協会ウェブサイト
またはお問い合わせください。
■と ■ き 12 月1日㈰ 8:50 ～16:30
■定 ■ 員員 40 人（先着順）　■申 ■・ 込込 ■ 問問 11
月1日㈮～15 日㈮電話申込。羽曳
野市観光協会事務局 ☎ 072-958-
1111 内線 2731

高齢者敬老入浴
■と ■ き 11月15 日㈮、12 月14 日㈯
■対 ■象  65 歳以上の市民（入浴時に確
認）　■￥ 100 円　■場 ■ 所所 古市温泉　
☎ 072-956-0338　■問問  福祉総務課 
電話 072-958-1111内線 1121

子ども市内銭湯無料入浴デー
【親子ふれ愛（ふろ愛）事業】
■対 ■ 象 小学生以下の子どもと保護者。
近所の方と同伴可。大人１人につき
子ども１人が無料。 ■と ■き  11月 2 日・
9 日・16 日・23 日・30 日㈯　
■場 ■所所  古市温泉（☎ 072-956-0338）
、ひかり湯　■ 問問 社会教育課 ☎ 072-
958-1111内線 4450・4451

中学生人権作文コンテスト表彰式
人権啓発イベント［12 月1日㈰］
■場 ■ 所所 関西テレビ放送なんでもアリーナ 
■定■ 員員 300人 ■ ￥ 無料 ■ 問問 大阪法務局
人権擁護部第三課 ☎06-6942-9492 
※詳細はお問い合わせください。

秋の福祉ビックバザー［11月 30 日 
ＬＩＣはびきの］物品提供のお願い
　こちらから取りに伺います。ご連
絡ください（11月15 日㈮まで）。　
■ 問問 ふたかみ福祉会後援会　☎ 072-
959-3221 ℻ 072-957-1604（㈪～
㈮ 9:00 ～17:00）

共に生きる障がい者展
■と■ き 11月16 日㈯・17日㈰10:00 ～
16:00（入場無料）　■場■ 所所 国際障害者
交流センター　■ 問問 府民お問合わせセ
ンターピピッとライン ☎ 06-6910-
8001 ℻ 06-6910-8005 ※詳細は
お問い合わせください。

まつばらマルシェ
■と ■き  11月９日㈯ 10:00 ～21:00・
10 日㈰10:00 ～15:00（雨天決行）
■場 ■ 所所 松原中央公園・松原市民体育館
など　■ 問問 まつばらマルシェ企画委
員会（松原商工会議所内）☎ 072-
331-0291

南河内のつどい
　大阪大谷大学・大阪府立大学の学
生と協働で防災体験ゲームを実施。
■と ■ き 11月10 日㈰　■場 ■ 所所 大阪大谷
大学『志学祭』内　■対 ■ 象 未就学～
小学生　■ ￥ 無料　■ 問問 市民協働ふれ
あい課 ☎ 072-958-1111内線1070

府大秋まつり（府大生と遊びます）
■と ■ き 11月 23 日㈯　■場 ■ 所所 エコプラ
ザはにふ　■対 ■ 象 未就学～小学生
■ ￥ 無料　■ 問問 市民協働ふれあい課
☎ 072-958-1111内線 1070

里親映画上映会「隣る人」
　ある児童養護施設の日常を８年間
追ったドキュメンタリー。
■と ■ き 11月30 日㈯ ①10:00 ～11:45
②13:00 ～14:45　■場 ■ 所所 はびきのコ
ロセアム２階会議室　■￥   無料
■ 問問 児童養護施設高鷲学園 with 里親 
☎ 072-959-2202 

－ 催 し －  

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】
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羽曳野市ソフトテニス連盟
インドア大会参加者募集
■と ■ き 令和 2 年1月 25 日㈯［女子の
部］、26 日㈰［男子の部・5 部］
９:00 ～21:00（8:30 受付） 
■場 ■ 所所 コロセアムメインアリーナ
■対 ■ 象 市内在住・在勤・在クラブの高
校生以上または連盟が認めた方。

［男子・女子1部］高校生以上、［男子・
女子2 部］40 歳以上、［男子・女子3 部］
50 歳以上、［男子・女子 4 部］60 歳
以上、［5 部］70 歳以上の男子・65
歳以上の女子・男女混合チーム可　
■￥   1チーム 3,000 円　■申 ■・込込 ■問問   11
月20日㈬までに電話、ＦＡＸで申込。

（猪砂）☎ 072-956-4788 ℻ 072-
926-6996 携帯 090-3821-7547

（渡辺）☎・℻ 072-911-4940
携帯 080-5779-3089

南大阪駅伝競走大会
参加チーム募集
■と ■ き 令和 2 年 2 月 9 日㈰10:00 ～

（9:00 開会式）　■場 ■ 所所 ＰＬ教団内（富
田林市）  ■対 ■ 象 一般男子・女子（年齢
不問）、高校男子・女子、中学男子・
女子、混成（性別・年齢不問）
■ ￥ １チーム 7,000 円（保険料込）
■申 ■ 込込 11月1日㈮～29 日㈮までに、
スポーツ振興課（9:00 ～17:00、㈯
㈰㈷除く）・はびきのコロセアム（9:00
～21:00）窓口に持参。
■ 問問 スポーツ振興課 ☎ 072-958-1111 
内線4411・4415

駒ヶ谷ジュニアマッチ練習会（硬式）
  時間内にできる限りの試合を行います。
■と ■ き 11月 3 日㈰［14 歳以下ｼﾝｸ ﾙ゙ｽ］、
17 日㈰［14 歳以下ﾀﾞﾌ ﾙ゙ｽ］、12 月1
日㈰［12 歳以下ｼﾝｸ ﾙ゙ｽ］、15 日㈰［12
歳以下ﾀ ﾌ゙ ﾙ゙ｽ］17:00 ～21:00　
■場 ■ 所所 駒ヶ谷テニスコート　■対 ■ 象 11
月［14 歳以下の男女］、12 月［12 歳
以下の男女］　■ ￥［ｼﾝｸ ﾙ゙ｽ］3,000 円
/1人、［ﾀﾞﾌ ﾙ゙ｽ］3,000 円 /1組※当
日現金にて支払い。　■定 ■ 員員［ｼﾝｸ ﾙ゙ｽ］
12 人、［ﾀﾞﾌ ﾙ゙ｽ］12 組
■申 ■・込込 ■ 問問 電話申込。（定員になりし
だい締切）※詳細は、ウェブサイト
をご確認ください。駒ヶ谷テニスコ
ート（SSK テニススクール）
☎ 072-957-5963

－ スポーツ －  はびきのコロセアム教室参加者募集
【申込・問】はびきのコロセアム  ☎ 072-937-3123
※電話申込不可、代理可、申込時に参加費持参。※申込開始時刻の時点で定員を
超えた場合は抽選。　
大阪エヴェッサチアダンススクール【とき】11 月 4 日・11 日・18 日・25 日㈪、

［キッズ 4 歳～年長］17:00 ～ 18:00、［ジュニア①小学１年～３年生］18:15
～ 19:15［ジュニア②小学 4 年～中学生］19:30 ～ 20:30【場所】フリールー
ム【定員】各 20 人【持物】運動できる服装・上靴・飲み物・着替え　【￥】4 回
6,600 円（保険料込）【他】市外可　※詳細はウェブサイトをご覧ください。

親子スポーツ教室　【とき】1 月 9 日～ 3 月 12 日までの（毎週㈭ 全 10 回）、［Ａ］
9:30 ～ 10:10、［Ｂ］10:15 ～ 10:55［Ｃ］11:00 ～ 12:00【場所】サブアリーナ（変
更あり）【対象】市内在住［Ａ・Ｂ］平成 28 年 4 月 2 日～ 29 年 4 月 1 日生ま
れの未就園児 1 人とその親、［Ｃ］平成 28 年 4 月 1 日までに生まれた未就園児
1 人とその親【定員】各 35 組 70 人（先着順）、申込 11 月 14 日㈭ 9:00 ～

【￥】［Ａ・Ｂ］4,000 円（保険料込）、［Ｃ］5,000 円（保険料込）【他】妊婦の
方は参加できません。

市民体育館（西浦） 教室参加者募集
【申込・問】市民体育館（西浦）  ☎ 072-958-2340
※電話申込不可、代理可、申込時に参加費持参。※申込開始時刻の時点で定員を
超えた場合は抽選。※詳細はウェブサイトをご覧ください。
朝ＹＯＧＡ教室　【とき】令和 2 年 1 月 11 日～ 3 月 14 日（毎週㈯ 全 10 回）
10:00 ～ 11:30【対象】18 歳以上の男女（市外可）【定員】若干名【申込】12
月 7 日㈯ 10:00 ～【￥】5,240 円（保険料込）

整ヨガ教室　【とき】令和 2 年 1 月 6 日～ 3 月 16 日（毎週㈪ 全 10 回）18:30
～ 20:00【対象】18 歳以上の男女（市外可）【定員】若干名【申込】12 月 16
日㈪ 10:00 ～【￥】5,240 円（保険料込）

カラダほぐし教室　【とき】令和 2 年 1 月 9 日～ 3 月 12 日（毎週㈭ 全 10 回）
10:00 ～ 11:00【対象】18 歳以上の男女（市外可）、【定員】若干名【申込】12
月 5 日㈭ 10:00 ～、【￥】5,100 円（保険料込）

女性の NIGHT YOGA 教室　【とき】令和 2 年 1 月 9 日～ 3 月 12 日（毎週㈭ 
全 10 回）19:00 ～ 20:30【対象】18 歳以上の女性（市外可）【定員】若干名

【申込】12 月 5 日㈭ 10:00 ～　【￥】5,240 円（保険料込）

9月1日から令和2年3月22日まで10種目に分かれて、
はびきのコロセアムや駒ヶ谷テニスコート、石川スポー
ツ公園などで熱戦が繰り広げられます。９月中に行わ
れた競技の入賞者の皆さんを紹介します。（敬称略）

種目 部門 優勝 準優勝 第３位 第３位

卓球

中学生（男子団体） 高鷲中学校 A 峰塚中学校 A 河原城中学校 A －
中学生（女子団体） 峰塚中学校 A 高鷲中学校 A 峰塚中学校Ｃ －

中学 2 年生（男子個人） 荒川　大夢 新井　萌生 松元　大樹 髙島　悠良
中学 2 年生（女子個人） 藤本　有咲 井宮　瑞季 竹内　さやか 渡部　寧彩
中学 1 年生（男子個人） 佐藤　佑樹 樋口　庵 小池　俊平 山下　愛巴
中学 1 年生（女子個人） 永井　空菜 森　彩奈 西田　優陽 平井　愛実

テニス
（ダブルス）

一般男子 1 部
朝田　伸祐 澤田　崇志 松尾　信二 －
仲谷　淳 青波　翔大 高橋　正典 －

一般男子 2 部
西本　善行 小林　育夫 － －
堀内　幸浩 永松　伸 － －

バレーボール 家庭婦人 WASHI たちばな チームまぼろし －

バスケット
ボール

中学生 2 年生（男子）河原城中学校 高鷲南中学校 高鷲中学校 －
中学生 2 年生（女子） 高鷲中学校 誉田中学校 河原城中学校 －

第 41 回 市民総合体育大会
  主催　羽曳野市　市教育委員会
　 　　 市体育協会
    　　 市中学校体育連盟
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相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

5 日㈫・12 日㈫・19 日㈫・26 日㈫
12 月 3 日㈫ 13:00 ～ 17:00 市役所 1 階 市民相談室

随時予約を受け付けています。☎ 072-957-4000 
1 日あたり定員 8 人。相談時間 30 分。
※対象者は、市内在住・在勤・在学の方に限ります。
※ 相談回数は 1 人、1 年度 1 回でお願いします。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁です。靴下を着用してください。

7 日㈭・21 日㈭
12 月 5 日㈭ 13:00 ～ 17:00 陵南の森総合センター

行政相談 13 日㈬ 13:00 ～ 15:00 陵南の森総合センター
国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁です。靴下を着用してください。

人権相談 15 日㈮ 14:00 ～ 16:00 市役所別館 3 階会議室 予約不要。直接お越しください。
☎ 072-958-1111　内線 1054

女性相談 6 日㈬・8 日㈮・27 日㈬
12 月 4 日㈬ 13:30 ～ 16:30 市役所 1 階 市民相談室（電話・面接）

人間関係、暴力、からだのことなど、女性が抱える悩みを専門
の相談員がお受けします。要予約。
☎ 072-958-1111　内線 1055

特設女性相談 8 日㈮・27 日㈬ 10:00 ～ 12:50 市役所 1 階 市民相談室（電話・面接）

要予約。相談時間 50 分。
「女性に対する暴力をなくす運動」期間（11 月 12 日～ 25 日）
に伴い、毎月の女性相談の時間を拡大して午前に「特設女性相談」
を実施します。人間関係、暴力、からだのことなど、女性が抱
える悩みを専門の相談員がお聞きします。相談無料。秘密は守
られます。ひとりで悩まず、まずは予約ください。
☎ 072-958-1111　内線 1055

消費生活相談 毎週㈪㈬㈭㈮［㈷は除く］
10:00 ～ 16:00 ※受付 15:30 まで 市役所 2 階 消費生活相談室 ☎ 072-947-3715

障害者生活相談

毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 17:30 支援センターはる 身体・知的障害者の方のご相談、障害者の就業に関するご相談。

☎ 072-931-1607　ＦＡＸ 072-931-2030
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
8:45 ～ 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障害児の方のご相談。

☎ 072-950-1530　ＦＡＸ 072-950-1531
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-937-7898　ＦＡＸ 072-953-0567
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 16:00 相談支援センターホープ 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-957-2175　ＦＡＸ 072-957-2176

障害者雇用相談 21 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室 障害福祉課に予約。
☎ 072-958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 072-957-1238

育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 保健センター ☎ 072-956-1000

教育相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］10:00 ～ 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） ☎ 072-958-7867

家庭児童相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課（家庭児童相談担当）に予約。☎ 072-947-3837 （直通）

ひとり親家庭相談 毎週火・金曜日 9:15 ～ 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課（児童支援担当）に予約。☎ 072-947-3836（直通）

保育士による育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可。
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308 ［むかいの］ 携帯 090-8880-0058

総合相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要、電話または直
接お越しください。　地域人権協議会　☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会

第 1 金曜日 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室
南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441

第 3 金曜日 13:00 ～ 17:00 市民会館 3 階 第 6 会議室

心配ごと相談 東部地域 14 日㈭ 14:00 ～ 16:00 市役所別館 2 階 
ボランティアセンター

予約不要、直接お越しください。
民生委員が、あらゆるご相談に応じます。
社会福祉協議会　☎ 072-958-2315西部地域 28 日㈭ 14:00 ～ 16:00 社会福祉協議会西部事務所

ボランティア相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00
市役所別館 1 階 ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所）
予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-958-2315総合福祉相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00

介護相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00

生活自立相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

生活困窮のさまざまな原因に支援員が相談に応じて支援計画を
策定し、その方にあった自立に向けて支援を行います。
予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00 ～ 17:00 LIC はびきの 1 階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650
市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 19 日㈫ 13:00 ～ 16:00 市役所 2 階 農業委員会事務局 前日までに予約。先着 3 人。
☎ 072-958-1111　農業委員会事務局まで

地域就労相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 地域就労支援センター（人権文化セ
ンター内および 産業振興課内）

電話または直接お越しください。☎ 072-937-0860
（就職斡旋は行っておりません。） 

青少年相談コーナー
（16 ～おおむね 25 歳）毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）

を専門の担当者がお受けします。☎ 0721-25-1172

青少年本人専用相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］16:00 ～ 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者がお受けします。　☎ 06-6946-0003　メール：ssl@yso.or.jp

税理士による
無料税務相談

20 日㈬ ・22 日㈮ 
13:00 ～ 16:00 市役所 1 階 市民相談室

一般納税者で税理士の関与がない方。（相談時間 30 分）
電話による先着順（予約状況により当日申込可）。
近畿税理士会富田林支部事務局
☎ 0721-25-6250（㈪～㈮ 10:00 ～ 15:00）

11月の 相談日程  お気軽にご相談ください（すべて無料です）
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－ 市民のページ － 
行政書士による無料相談会（予約制）
　相続、遺言、成年後見人制度、離婚、
法人設立や建設業等の営業許可など。
■と ■き   11月21日㈭13:30 ～15:30

（1人 30 分）　■場 ■所所   LIC はびきのパ
ソコン教室　■申 ■込込 ・ ■問問   事前予約。
大阪府行政書士会南大阪支部（井爪）
☎ 072-952-2424

パソコン「ワード・オリジナルグ
ッズ作成講座」
■と ■き   ①12 月 5 日㈭メッセージカー
ド②12 月12 日㈭ポチ袋③12 月19
日㈭ 一筆箋 各日13:30 ～16:30
■場 ■所所   市民会館４階研修室　■対 ■ 象 20
歳以上の初心者の方　■定 ■員員   14人（多
数の場合抽選）  1,300 円（3 回、テキス
ト代込）　■ 他他 Windows7 使用　
■申 ■・込込 ■ 問問 普通はがき（郵便番号・住
所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記）
11月11日㈪必着 〒 583-8585 羽
曳野市社会福祉協議会気付、羽曳野
ＩＴサポート会宛。※ウェブサイトか
ら申込可。羽曳野 ITサポート会（本田） 
☎ 072-939-3733 携帯090-5169-9031

シニアのためのスマホ講座
■と ■き   11 月 25 日㈪ 13:30 ～16:30 
■場 ■所所   市民会館 2 階フリールーム　
■対 ■ 象 50 歳以上　■定 ■員員   12 人（先着
順）　■￥   500 円（テキスト代）　
■持 ■ 物物 Android スマホ（無料貸出あり）、
筆記用具　■申 ■込込 ・ ■問問   11月4日㈪
9:00 ～。NPO 法人きんきうぇぶ（パ
ソコンクラブはびきのうぇぶ 泉）☎
0721-29-0019 ㈪～㈮ 9:00 ～21:00

パソコン・スマホ個別指導 110番
■と ■き   11月 5 日・12 日・19 日㈫
13:30 ～、14:30 ～、15:30 ～
■場 ■所所   LIC はびきの 3 階 小会議室　
■対 ■象   パソコン、スマホ操作の質問が
ある方　■￥   1時間1,200 円　■他他   各
機器レンタル可（要予約）  ■申 ■込込 ・ ■問問   
電話申込。パソコンサークルステップ

（山田） 携帯090-6608-5799

家事と家計の講習会
■と ■き   11月11日㈪10:30 ～12:00
■場 ■所所   市民会館 2 階　■ ￥ ① 200 円

（資料） ②［託児］150 円（1歳以上。

軽食、保険付。要予約。）　■問問   大阪
友の会古市方面（堀内）☎・℻ 072-
957-4673　携帯 090-3487-4673

タケルくん体操講習会（DVD 進呈）
■と ■き   11月16 日㈯15:00 ～
■場 ■所所   LIC はびきの 1階 交流プラザ
■ ￥ 無料　■申 ■込込 ・ ■問問   要予約。11月14
日㈭まで。NPO 法人羽曳野市柔道整
復師会 あさの整骨院　☎ 072-958-
6966

みんなの食育講座 
減塩柚子胡椒とポン酢＆干し柿作り
■と ■き   11 月 9 日㈯ 10:00 ～11:30
■￥   1,500 円（材料費、レシピ） 
■場 ■所所・ ■申 ■込込・ ■問問   はみんぐ南河内（野々
上 4-6-16-103） ☎ 072-976-5255  
℻ 072-976-5256

「食改さん」の「男性料理教室」
■と ■き   12 月 5 日㈭ 10:00 ～13:00
■場 ■所所   保健センター 3 階栄養指導室
■対 ■ 象 50 歳以上　■定 ■員員   20 人程度
■持 ■ 物物 エプロン・三角巾・手拭きタオ
ル・筆記用具  ■ ￥ 500 円（材料費込）
■申 ■込込 ・ ■問問   11月30 日㈯まで。食生活
改善推進員（小松）☎ 072-952-1136

SEASON ～ swan フェスタ～
　テーマは『古墳』『歴史』。フリー
マーケット、キッチンカー、ライブイ
ベント、古墳コーナーなど、市民の
手作りイベントです。
■と ■き   11 月 17 日㈰ 10:00 ～15:00

（雨天決行）　■場 ■所所   一般社団法人あ
たらしい道 敷地内　■ ￥ 無料
■問問   DREAM SWAN（五月田）　
携帯 080-4240-4017

親子で音楽あそびコンサートVol.6
■と ■き   11 月 30 日㈯ 10:30 開演

（10:00 開場）　■場 ■所所   LIC はびきの
3 階音楽実習室　■ ￥ ①親子ペアで
1,000 円②大人 1,000 円③子ども
500 円　■申 ■込込 ・ ■問問   電話またはメー
ル。四

し と よ

十四の会 事務局（細見）
メール k.hosomi.11373@onyx.ocn.ne.jp
携帯 080-5328-1137

あそびのたね ～峰塚公園プレー
パーク～（しゃぼん玉、段ボールあそび）
■と ■き   11 月 24 日㈰、12 月 8 日㈰
10:00 ～15:00 （雨天中止）  ■場 ■所所   峰
塚公園 大型遊具付近　■ ￥ 無料　
■主 ■催 ・ ■問問   はびきのプレーパーク・あ
そびのたね特別委員会（岡本）
携帯090-8216-8720

小児鍼・擦過鍼無料体験会
■と ■き   11 月 14 日㈭ 13:30 ～15:00  
■場 ■所所   保健センター 2 階予防接種ホ
ール　■申 ■込込   当日会場にて　
■問問   はびきの鍼灸マッサージ師協会

（左川） ☎・℻ 072-958-5764

はびきのおもちゃ病院
■と ■き   11月10 日㈰ 9:00 ～12:00
■場 ■所所   市役所別館 2 階　■￥   部品交換
が必要な場合は実費負担。
■問問   羽曳野市社会福祉協議会 
☎ 072-958-2315（平日）

大人の講座
　自力整体、書道教室、手編み講座、
はがき絵講座、ミュージックステーショ
ンなどの詳細はウェブサイト    ［南河内こ
どもステーション 親も子も ］で検索。 
■申 ■込込 ・ ■問問   南河内こどもステーション
☎ 072-957-1114
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　俳句・川柳などジャンルは問いません。初めての方やしばらく掲載していない方を
優先しています。投稿の作品・氏名には、必ずふりがなを添えてください。
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■シルバー会員募集中
　あなたの豊かな知識・経験を活かしてみませんか。

［資格］● 市内在住の 60 歳以上の健康で働く意欲のある方 
          ● 事業趣旨に賛同していただける方

［入会方法］
　入会説明会の参加（必須）後、申込書類を期日までに提出
してください。その際、年会費 ( ※ ) として２，０００円が必要
です。理事長の承認後、会員登録が完了します。 
※今年度の年会費は平成 31 年 4 月分から令和 2 年 3 月分ま
でとなります。( 入会した日から 1 年分ではありません )

●社会福祉協議会● 総合福祉センター（市役所別館）1階⑦番　 ☎072-958-2315　 ＦＡＸ 072-958-3853
http://www.hasyakyo.net/　Eメール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

公益社団法人
羽曳野市シルバー人材センター

野々上 4-5-12    ☎ 072-936-1500    ＦＡＸ 072-936-1511
http://habikinosc.ec-net.jp    E メール：habislv@silver.ocn.ne.jp

愛の献血にご協力を♥ (400ml 限定 )
複数回献血へのご協力をお願いします。
■11 月 8 日㈮　ＬＩＣはびきの

［共催］羽曳野ライオンズクラブ
［受付時間］  10:00 ～ 16:30
■1月 28 日㈫　羽曳野市役所

［共催］羽曳野ロータリークラブ
［受付時間］  10:00 ～ 16:30

保育士募集 
詳細は、お問い合わせください。
☞あおぞら保育園 （古市 2-2-27） 
　☎ 072-950-1105
☞ベビーハウス社協 （高鷲 9-2-17）
　☎ 072-930-0240

［入会説明会］
　事業説明、入会手続きの案内、入会申込書の配布など

日　時 場　所 

① 1 1 月1 2 日 ㈫　 13:30 ～
12 月10 日 ㈫　 13:30 ～ 市役所別館 2 階 

② 1 1 月1 5 日 ㈮　 13:30 ～
12 月1 3 日 ㈮　 13:30 ～

羽曳野市シルバーワークプラザ
3 階研修室

☞   上記の日程に来ることができない方には、出張での説明も
実施していますので、お問い合わせください。

■シルバー人材センターへの仕事依頼
　公共的、公益的な団体です。安心して仕事をお任せください。
　見積無料！　お気軽にご依頼ください。

【軽作業】
（屋内）事務所・マンションなどの清掃、片づけなど
（屋外）庭・空き地の草刈り、水やり、溝掃除、荷物出しなど
【施設管理】建物・駐車場・事務所・倉庫の管理など 
【一般・経理事務】書類や伝票の整理、集計事務、事務補助など
【筆耕・毛筆】封筒、はがき、表彰状、感謝状など
【修理】軽易な大工、左官、波板張替え、ふすま・障子・網戸の
張替え、畳表替、塗装など

【家事援助・介護サービス】家の清掃、洗濯、買い物、食事の支援、
病院・施設での洗濯サービスなど

■空家・空地の管理をお引受けいたします
　当センターは羽曳野市と「空家の適正管理の促進に関す
る連携協定」を締結し、空家見守りサポート業務を実施し
ています。お気軽にご相談ください。

 善意のご寄付ありがとうございます
 匿　名    　　　　　　　　　　　　 ￥2,000

 四ツ葉のクローバー 涌元順子　 　　￥2,000

 服部　品子　　　　　　　　　　　  ￥3,000

 彩・陶冶会（あや・とうやかい）　　￥2,000

 浅田　照次　　　　　　　　　　　￥20,000

 浅田　悦弘　　　　　　　 　　　  ￥10,000

 羽曳野市環境衛生事業協同組合　　￥30,000

 　　　　　　　 　（令和 元 年 9 月　敬称略）

 「べびっこひろば」
［日時］11月13 日㈬ 10:00 ～ 11:00
［場所］ベビーハウス社協園庭
　　　 （雨天時：室内）

［対象］地域の親子　☆予約不要
［内容］元気いっぱい体を動かして園庭
　　　 で遊びましょう。

［問合せ］ベビーハウス社協
　　　 　☎ 072-930-0240

羽曳野けいさつ署こちら 誉田 4-2-1   ☎ 072-952-1234  羽曳野警察署 検 索

大阪府警察官募集
■【第 1 次選考日】 令和 2 年（2020 年）1 月 11 日（土）《予定》
■【採用予定人員 】 男性　約 50 人、女性　約 10 人（自己推薦方式の採用予定人員　約 5 人を含む。）
■【申  込  方  法 】 インターネット申込のみ（注：第 3 回一般選考は郵送による申込みはできません。）
■【申  込  期  間 】 令和元年（2019 年）11 月 7 日（木）9：00 ～ 12 月 9 日（月）17：00《予定》

【問合せ】　大阪府警察官採用センター   ☎ 0120 - 370 - 314　https://www.police.pref.osaka.lg.jp/

令 和 元 年 度 第 3 回 選 考
　　　　　　（注：令和 2 年 3 月高等学校卒業見込みの方に限ります。）

　■介護職員初任者研修講座受講者募集 ( 旧ホームヘルパー 2 級課程に相当 )
　　☆第 4 回コース（平日コース）：令和 2 年 1 月 21 日㈫ ～ 3 月 18 日㈬（予備日を除く 24 日間の講習）
　【研修日程】　［1 月］21 日㈫、22 日㈬、23 日㈭、28 日㈫、29 日㈬、30 日㈭
　　　　　　　［2 月］　4 日㈫、　5 日㈬、　6 日㈭、12 日㈬、13 日㈭、18 日㈫、19 日㈬、20 日㈭、25 日㈫、26 日㈬、27 日㈭
　　　　　　　［3 月］　3 日㈫、　4 日㈬、　5 日㈭、10 日㈫、12 日㈭、17 日㈫、18 日㈬　　〔 予備日 :3 月 11 日㈬ 〕

【 西 部 】 【 東 部 】

日時 11 月 25 日㈪
13:00 ～

11 月 29 日㈮
13:00 ～

場所 西部事務所
「あいあいハウス」

総合福祉センター
2 階研修室

定員 15 人 30 人
※ 西部事務所 : 南恵我之荘 2-3-22（支所の横）

【対象】市内在住の 60 歳以上の方
【持物】裁縫道具（白糸）【費用】500 円（材料代）
【申込・問合せ】
往復はがきに①住所②氏名③電話番号④年齢
⑤希望場所（東部・西部）⑥これまでの参加
回数を明記の上、〒 583-8585 羽曳野市誉田
4-1-1 羽曳野市社会福祉協議会まで郵送にてお
申込みください。

【申込期限】11 月 11 日㈪　消印有効

第 42 回　手芸ボランティア
｢ 手づくり ｣ による手芸教室 来年の干支

　　（ねずみ）

　　座布団付き
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市役所保険年金課　☎ 072-958-1111  内線1720  
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531  ＦＡＸ 06-6772-3338

　日常の睡眠時間を切り詰めることで自由に使える
時間が増え、より生産的な生活を送ることができる
と考える人がおられるかもしれませんが、睡眠不足
は肉体的にも精神的にも体に悪影響を及ぼすことが
証明されています。
　実際に日々の睡眠時間を通常より数時間短縮した
場合、日中の眠気が非常に強くなり、作業能率の低下、
気分が沈みがちになるといった反応が見られるよう
になります。集中力、記憶力、思考力の低下を招き、
無気力や焦りの感情が表れやすくなり、睡眠不足が
借金のように積み重なる状態を「睡眠負債」と呼び
ますが、こうなってしまうと一晩の睡眠では十分に
回復しない可能性も出てきます。さらに睡眠不足は
高血圧症や糖尿病の発症リスクを高め、免疫機能に
悪影響を及ぼすことが確実視されています。
　心身の疲労を回復させ、生産的な生活を送るため
には十分な睡眠をとることが重要です。
　　　　　　　　　　　　　　土屋医院　土屋英人

睡 眠 不 足 が 体 に 及 ぼ す 影 響
について

 【問合せ】 ■天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531（代）
 [ 平　日 ] 8:30 ～17:15 ※週初めの開所日は19:00 まで
 [ 第２㈯ ] 9:30 ～16:00
 ※電話は自動音声案内です。
　 電話機の 5 を押すと所員が対応します。
 ※時間や時期により混み合っている場合がありますので、
　 何度かおかけ直し願います。

　9 月 29 日㈰、陵南フェスタが開催され、私た
ちも例年どおり「はり灸・マッサージ・擦過鍼体
験会」を行いました。
　その時の集計によれば、鍼・灸・マッサージを
受けられた方は、女性 68 人、男性 14 人の計 82
人で、その内初めての方は 49 人で全体の約 60％
を占めていました。
　年齢別では、70 歳代が最も多く 37人、続いて
60 歳代が 24 人、80 歳以上の方が13 人おられ、
以下、50 歳代が7人、40 歳代が1人の順となり
ました。
　刺さない鍼、擦過鍼については、女性 14 人、
男性 1人の計15 人の方が体験されました。近年、
私たちが極力推進している介護予防鍼灸は、主に
刺さない鍼（擦過鍼）を用いて介護予防のための
支援に寄与することを目指しています。
　これは、被介護者の生活の質を高めて、介護
度上昇や認知症予防、疾病予防、また、介護者
の心身疲労の回復、疾病予防、両者の健康寿命
延長など、生き生きとした生活を応援するための
もので、今回の活動を通じても、多くの方に理解
していただきつつあることを実感しました。

  申 請 は お 済 みで す か？　　　　＜日本年金機構＞
  早めの年金生活支援給付金の請求書（はがき）の郵送を！
12 月末日までに申請してください。
令和 2 年1月以降に請求すると、請求した月の翌月分から
の支給となります。10 月～１月分のさかのぼっての支給は
されません。ご注意ください。
※ 申請がまだの方はすぐ郵送してください。
　  申請された方には、支給決定通知書および不該当通知

書が順次発送されます。
【制度など詳細は】
　☞ 専用ナビダイヤル　☎ 0570-05-4092
　◇「０５０」から始まる電話からは　☎ 03-5539-2216
　　 月曜日または週初めの開所日　8：30 ～19：00
　 　火 ～ 金曜日　8：30 ～17：15
　　 第 2 土曜日　9：30 ～16：00
　　 12 月 29 日から1月 3 日は利用いただけません
 ※  年金事務所や市役所の担当者が口座番号を聞いたり、
　  手数料などの金銭を求めることはありません。
　  不審な電話にはご注意ください！！

（はびきの鍼灸マッサージ師協会）　☎ 072-958-5764

   納められた国民年金保険料は全額が社会保険料控除
  の対象です。
◆ 所得税法及び地方税法では健康保険、厚生年金、雇用

保険などと同様に社会保険料控除としてその年の課税所
得から控除され税額が軽減できます。

◆ 対象は平成 31年1月から令和元年12 月に納められた
保険料の全額です。

◆過去の年度分や追納された保険料も含まれます。

◆ 2 年前納した場合は全額を控除する方法と各年分に相当
する額を分けて控除する方法のいずれかになります。

◆ ご自身の保険料だけでなく配偶者やご家族の保険料を負
担している場合は合計して控除を受けることができます。

◆ 年末調整や確定申告を行うときに控除証明書や領収書
を添付しましょう。

◆ 11月上旬に1月から 9 月まで国民年金保険料を納付さ
れた方に日本年金機構から国民年金保険料控除証明書
が送付されます。10 月から12 月までで初めて納められ
た方は翌年 2 月上旬に送られてきます。

【問合せ】
　☞ ねんきん加入者ダイヤル　☎ 0570-003-004
　◇ 「０５０」から始まる電話からは　☎ 03-6630-2525
　　もしくは天王寺年金事務所まで
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○中央図書館（LIC はびきの内）  軽里 1-1-1               ☎072-950-5501
○陵南の森図書館                    島泉 8-8-1               ☎072-952-2750
○羽曳が丘図書館                    羽曳が丘西 2-5-1      ☎072-957-5553
○丹比図書館                          樫山 251-1              ☎072-937-2355
○東部図書館                          古市 1541-1            ☎072-950-2002
○古市図書館 ☎072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
○ブックステーションはびきのコロセアム ☎072-937-7210 ㈫㈭㈮ 13:30 ～ 16:30

●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

今月の休館日は 11月30 日㈯
市内の図書館は全て休館となります。

『おばあちゃんの小さかったとき』 
おち とよこ／文
ながた はるみ／絵
福 音 館 書 店
 昭和のころに子ど
もだったおばあち
ゃんは、どんな暮
らしをして、何を
して遊んでいたの？ 1988 年に出
版された『母さんの小さかったとき』
が新たに生まれ変わりました。

『定価のない本』
門井 慶喜／著
東 京 創 元 社
源氏物語や枕草子
など、日本の誇る
古典文学に存亡の
危機が迫る。終戦
後の神田神保町を
舞台に、ひとりの古書店主の死から
始まるミステリー。

『 とんでいったふうせんは』
ジェシー・オリベロス／文
ダナ・ウルエコッテ／絵
落合 恵子／訳
絵 本 塾 出 版
ぼくたちはみんな、思い
出のつまった風船をたく
さん持っている。でも、
おじいちゃんの風船は、ひとつ、またひと
つと空へ飛んでいってしまう。そんなおじ
いちゃんのために、ぼくができることは…。

☆ 読んでみませんか？

　｢ 守
しゅ

破
は

離
り

｣ という言
こと

葉
ば

をご存
ぞん

じで
しょうか？若

わか

い頃
ころ

に聞
き

いた言
こと

葉
ば

で
すが、ふと思

おも

い出
だ

してあらためて調
しら

べてみました。
　｢ 守

しゅ

破
は

離
り

｣ とは、日
に

本
ほん

の茶
さ

道
どう

や武
ぶ

道
どう

などの芸
げい

道
どう

、芸
げい

術
じゅつ

における師
し

弟
てい

関
かん

係
けい

のあり方
かた

の一
ひと

つであり、それらの
修
しゅ

業
ぎょう

における過
か

程
てい

を示
しめ

したもので、
｢ 守

しゅ

｣｢ 破
は

｣｢ 離
り

｣ の 3 段
だん

階
かい

であらわ
しています。
　｢ 守

しゅ

｣ は師
し

匠
しょう

の真
ま

似
ね

をすることで
基
き

本
ほん

・基
き

礎
そ

を ｢ 守
まも

る ｣ こと、そして
学
まな

んだ基
き

礎
そ

・基
き

本
ほん

を実
じっ

践
せん

していくこ
とです。
　｢ 破

は

｣ は独
どく

自
じ

に工
く

夫
ふう

する、基
き

礎
そ

を

少
すこ

しずつ ｢ 破
やぶ

る ｣ ことであり、試
し

行
こう

錯
さく

誤
ご

しながら自
じ

分
ぶん

流
りゅう

のスタイル
に挑

ちょう

戦
せん

していくことです。
　｢ 離

り

｣ は基
き

本
ほん

を踏
ふ

まえたうえでオ
リジナルに進

しん

化
か

させ、基
き

礎
そ

変
へん

革
かく

を
して ｢ 離

はな

れる ｣、師
し

匠
しょう

の元
もと

で学
まな

んだ
ことをより進

しん

化
か

させていくことで
す。
　この考

かんが

え方
かた

は、仕
し

事
ごと

などにおい
ても同

どう

様
よう

であると思
おも

います。
　｢ 守

しゅ

破
は

離
り

｣ は上
じょう

達
たつ

へのプロセスで
すが、その上

じょう

達
たつ

への近
ちか

道
みち

で一
いち

番
ばん

重
じゅう

要
よう

なことは、｢ 守
しゅ

｣ であり素
す

直
なお

な心
こころ

で師
し

の教
おし

えを忠
ちゅう

実
じつ

に守
まも

ることです。
｢ 素

す

直
なお

な心
こころ

｣ とは自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

のいたら
なさを認

みと

め、そこから努
ど

力
りょく

すると
いう謙

けん

虚
きょ

な姿
し

勢
せい

のことだと思
おも

いま
す。｢ 素

す

直
なお

な心
こころ

｣ を持
も

った人
ひと

は、他
た

者
しゃ

の意
い

見
けん

をよく聴
き

き、常
つね

に反
はん

省
せい

し

自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

を見
み

つめることのできる
人
ひと

であり、｢ 素
す

直
なお

な心
こころ

｣ でいると、
その人

ひと

の周
まわ

りにはやはり同
おな

じよう
な人

ひと

が集
あつ

まってきて物
もの

事
ごと

がうまく
進
すす

んでいくものだと思
おも

います。自
じ

分
ぶん

にとって耳
みみ

の痛
いた

い言
こと

葉
ば

こそ本
ほん

当
とう

は自
じ

分
ぶん

を伸
の

ばしてくれるものであ
ると受

う

け止
と

める謙
けん

虚
きょ

な姿
し

勢
せい

が必
ひつ

要
よう

だということです。
　私

わたし

も還
かん

暦
れき

を過
す

ぎて数
すう

年
ねん

たちまし
たが、60 数

すう

年
ねん

をふり返
かえ

って見
み

ると、
｢ 守

しゅ

破
は

離
り

｣ の考
かんが

え方
かた

をもてたか？理
り

解
かい

して人
じん

生
せい

を送
おく

ってきたか？とふ
っと思

おも

います。
　これからの人

じん

生
せい

あらためて ｢ 守
しゅ

破
は

離
り

｣ の心
こころ

をもって生
い

きていきた
い…と思

おも

っています。

羽
は

曳
びき

野
の

市
し

人
じん

権
けん

啓
けい

発
はつ

推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

おはなし会（11 月）
中央図書館  2 日㈯　10 日㈰

16 日㈯　24 日㈰ 13:30 ～

陵南の森図書館

 3 日㈰　10 日㈰
24 日㈰ 11:00 ～

16 日㈯ 15:00 ～
17 日㈰
・11:00（小さい子向き）
・11:30（少し長い話が聞ける子向き）

東部図書館 13 日㈬ 10:30 ～

古市図書館 16 日㈯ 15:00 ～

丹比図書館 23 日㈯ 10:30 ～

羽曳が丘図書館  9 日㈯　23 日㈯ 15:00 ～

今月の特集・テーマ

中央図書館
一般 図書館のある生活

児童 こてん・みんわ・むかし
ばなしの本

陵南の森図書館
一般 裏ワザ・お得ワザの本
児童 ながーいお話を読もう

東部図書館 みんなのおすすめ本
古市図書館 名探偵登場
丹比図書館 星の本・星座の本
羽曳が丘図書館 手作りしよう！

◇ちびっこサロン
　日 時　11 月 13 日㈬  10:30 ～ 
　場 所　森のゆうびんきょく

 読 書 月 間 ス タ ン プ ラ リ ー
期 間 12 月 28 日㈯まで実施中
☆ 市内の図書館で本を借りると、

各館で１日１個（水曜日は２個）
スタンプを押します。

☞ スタンプが貯まると図書館オリジ
ナルグッズをプレゼントします。

中央図書館は工事による停電のため
11月27 日㈬は休館します。
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「NPB ガールズトーナメント 2019」で優勝
　埴生南小学校５年生の石

いし
田
だ

優
ゆ

樹
き

奈
な

さん（羽曳野市スポー
ツ少年団「ホワイトベアーズ」所属）が、８月に愛媛県（坊
ちゃんスタジアムほか）で開催された、小学生女子軟式野
球の全国大会である同大会に、大阪府代表チーム「大阪
ベストガールズ」の一員として出場しました。各都道府県
代表や NPB 選抜ら強豪
42 チームが揃う中、見
事、優勝に輝きました。
石田さんは「所属チーム
でも大阪府代表チーム
でも、自分が中心になっ
て引っ張っていきたい」
と今後の抱負を語って
くれました。

街かどから・・・

園児募集ポスター 
～みんなおいでよ
　　　　　 ようちえん～
　「令和 2 年度 園児募集」ポ
スターに宮

みやじま
島知

さと
士
し

さん（高鷲
南幼稚園 5 歳児）の作品が選
ばれました。幼稚園でみんな
と食べるおいしいお弁当を思
い浮かべながら、心をこめて
描いてくれました。

軽トラ市 in 恵我ノ荘駅前広場
　９月 22 日㈰、恵我ノ荘駅前広場で軽トラ市が開催され
ました。ダンスパフォーマンスやお笑いライブを楽しんだ
り、新鮮な野菜や果物、美味しい食事などを軽トラ市で購
入したり、大勢の人で賑わいました。

「Habikino だんじり認知症サポーター」を実施
　昨年から開始した、認知症の人を支えるこの取り組み。
今年は、古市地区と軽里地区のだんじり関係者（全７町青年
団）が「認知症サポーター養成講座」を受け、10月12・13日
に行われただんじり祭りでは、認知症サポーターの証であ
る「オレンジリング」を手首に着け、市内を曳行しました。
※来年度以降、同活動に参加希望の町会は、地域包括支援課

（市役所別館 1 階②窓口
☎ 072-947-3822（ 直 通 ））
へお問い合わせください。

10 月 7 日、市役所にて。

羽曳野市少年軟式野球連盟 第 41 回「会長杯」
　９月１日～ 23 日にかけて、石川スポーツ公園にて同
大会が開催されました。結果は次のとおりです。

【Ａクラス】優勝：羽曳野タイガース、
第 2 位：ブラックイーグルス、第３位：羽曳野イーグルス

【Jr クラス】
優勝：
羽曳野イーグルス
第２位：
島 泉 フ ァ イ ブ
ボーイズ

全国中学校体育大会、近畿中学校総合体育大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　に出場スポーツで活躍した市内の中学生 7 人が、
報告に市役所を訪れてくださいました。
＜第 68 回近畿中学校総合体育大会出場（８月）＞
青
あお

井
い

萌
ほ

乃
の

佳
か

（誉田中２年）水泳競技（女子 200 ｍ背泳ぎ）
野
の だ

田和
かず

成
しげ
（峰塚中３年）水泳競技（男子200ｍ個人メドレー）

水
みず

本
もと

佳
か

菜
な

（峰塚中３年）陸上競技（女子 1500 ｍ）
濵
はま

田
だ

伊
い

吹
ぶき

（高鷲南中３年）陸上競技（男子 100 ｍ）
藤
ふじかわ

川一
いちよう

耀（高鷲南中３年）陸上競技（男子円盤投げ）
小
お

倉
ぐら

寧
ね

々
ね

（河原城中３年）体操競技（新体操の部）
＜令和元年度全国中学校体育大会出場（８月）＞
濵
はま

田
だ

伊
い

吹
ぶき

（高鷲南中３年）陸上競技（男子 100 ｍ）
塚
つか

本
もと

稀
き

愛
あ

来
ら
（はびきの埴生学園９年）陸上競技（女子 100 ｍ）

オ
レ
ン
ジ

　
　
　
リ
ン
グ

（写真）9 月 11 日、市役所を
　　　訪れてくださいました。

（写真）羽曳野タイガース
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TOPICS・・・

こ
ん
に
ち
は

あ
か
ち
ゃ
ん

< 白鳥 >

< 河原城 >

< 駒ヶ谷 >

< 古市 >
母親の
志穂さん

母親の
有加さん

母親の
つづみさん

父親の
庸雅さん

母親の
愛梨さん

母親の
沙岐さん

井
い

澤
ざわ

 侑
いく

海
み

ちゃん

麻
あさ

野
の

 葡
ほ

太
た

郎
ろう

ちゃん

生まれてきてくれてありがとう！
いつも元気いっぱい！わが家のアイドルです。

やんちゃに磨きがかかった、とにかくよく
食べる 2 人！仲良く楽しく遊ぼうね！

生まれてきてくれてありがとう。
すくすく元気に育ってね。

家族を癒やしてくれる王子さまです

我が家の天使♥

我が家のカワイイ姫♥
仲のいい兄妹になりますように。

< 西浦 >

< 樫山 >

三
さん

馬
ま

 雫
しず

希
き

ちゃん

小
お

川
がわ

 紗
さ ら

蘭ちゃん岡
おか

田
だ

 悠
はる

希
き

ちゃん

竹
たけ

原
はら

 大
つ ば さ

翔ちゃん

平成 29 年 11 月 29 日 生まれ

平成 28 年 2 月 5 日 生まれ

（右）拓
たく
海
み

ちゃん  9歳

（左）

平成 30 年 7 月 19 日 生まれ

平成 30 年 9 月 8 日 生まれ

平成 30 年 5 月 15 日 生まれ

平成 30 年 12 月 6 日 生まれ

秋の夜長「はびきのの夕べ」
　10 月 6 日㈰、コロコロふれあいパークで開催された

「はびきのの夕べ」は、世界遺産登録記念かがみ開きに
始まり、ステージイベントやワインフェス、屋外映画祭
など、約 5,000 人の来場者で例年に増して大賑わいで
した。

（国体）スポーツクライミング リード部門で優勝
　羽曳野市在住の黒岡水

み
夢
む

さんが、「第 74 回国民体育大
会いきいき茨城ゆめ国体 2019」（9 月 28 日～ 10 月 8
日）スポーツクライミング競技 成年女子「ボルダリング」
部門で 8 位、「リード」部門では見事 1 位に輝きました。
水夢さんは、「初出場となる成年女子の部で優勝する事が
出来て、とても嬉しいです。」また、11 月にはアジアユース
コンバインド大会（中国・重慶）、12 月にはアジアユース
選手権（インド・バンガロール）
の出場を控え、そちらでも「表彰
台に上がりたい」と意欲を見せて
くださいました。

ふるまい酒

フォトコンテスト入選作品

一夜限りの日本酒＆梅酒 飲み比べ熱気球体験

杜本神社秋祭り 宮入提灯行列 夜空の映画祭
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市議会だより
 

第
3
回
定
例
会

8
月
26
日
㈪

9
月
2
日
㈪

9
月
9
日
㈪

9
月
10
日
㈫

9
月
13
日
㈮

9
月
18
日
㈬

9
月
20
日
㈮

9
月
24
日
㈫

9
月
25
日
㈬

10
月
1
日
㈫

10
月
2
日
㈬

10
月
3
日
㈭

〇
議
会
運
営
委
員
会

○
本
会
議
第
１
日
目

・
議
案
審
議

○
本
会
議
第
２
日
目

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

・
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
３
日
目

・
一
般
質
問
（
６
議
員
質
問
）

・
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
４
日
目

・
一
般
質
問
（
3
議
員
質
問
）

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

・
民
生
産
業
常
任
委
員
会

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

・
建
設
企
業
常
任
委
員
会

○
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

○
議
会
運
営
委
員
会

○
本
会
議
第
５
日
目

・
委
員
長
報
告
等

・
役
員
選
挙

・
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
６
日
目

・
役
員
選
挙

・
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
７
日
目

・
役
員
選
挙

・
幹
事
長
会
議

◇
定
例
会
の
あ
ゆ
み
◇

令
和
元
年
第
3
回
定
例
会
報
告

　
　
　
　
　  

正
副
議
長
選
出
・
監
査
委
員
同
意

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か

ら
10
月
３
日
ま
で
の
32
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
や
平
成
30
年

度
決
算
に
基
づ
く
羽
曳
野
市
健
全
化
判
断
比
率
な

ど
12
件
の
報
告
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
及
び
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
15
件
の
議

案
が
上
程
さ
れ
、審
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
世

界
遺
産
・
日
本
遺
産
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て
」
の
１
件
の
議
員
提
出
議
案
、「
太
陽

光
発
電
の
適
切
な
導
入
に
向
け
た
制
度
設
計
と
運

用
を
求
め
る
意
見
書
」
の
決
議
、
こ
れ
ら
の
審
議

結
果
と
14
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
の
内
容
及

び
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
審
査
内
容
に
つ

い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
役
員
選
挙
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
選
出

結
果
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

1

市
民
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
し
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
両
名
は
、
去
る
10
月
３
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
に

お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、

議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で

あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
と
よ
り
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
公
正
で
円
滑
な
議
会

運
営
に
努
め
、
市
政
発
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
が
、
つ
い
に
大
阪

府
内
で
初
と
な
る
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
価
値
が
人
類
共
通
の
財
産
と
し

て
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
と
世
界
に
認
め
ら
れ

ま
し
た
の
は
、
各
関
係
団
体
・
企
業
・
市
民
を

初
め
と
す
る
多
く
の
皆
様
の
ひ
た
む
き
な
機
運

醸
成
へ
の
取
り
組
み
の
お
か
げ
だ
と
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
で
当
市
は
、
世
界
遺
産

と
日
本
遺
産
（「
竹
内
街
道
・
横
大
路
（
大
道
）」）

の
両
方
を
持
つ
市
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
歴
史
遺
産
が
市
民
の
皆
様
の
誇
り
で
あ
り
続

け
る
よ
う
、
将
来
に
わ
た
っ
て
大
切
に
守
り
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
決
意

を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

時
代
は
平
成
か
ら
令
和
へ
と
移
り
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
加
速
す
る
今
日
、

市
議
会
に
は
、
な
お
一
層
の
改
革
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
安
心
・
安
全
で
、
全
て

の
世
代
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
活
気
あ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
総
力
を
挙
げ
て
課
題

の
解
決
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
市
議
会
で
は
現
在
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
関
す
る
議
論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
円
滑
な
情
報
伝
達
、
さ
ら
に
災

害
発
生
時
の
迅
速
な
情
報
共
有
に
向
け
、
建
設
的
な
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

め
ま
ぐ
る
し
い
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
市
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
、
さ
ら
な
る

期
待
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
る
よ
う
行
政
と
と
も
に
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
何
卒
私
ど
も
市
議
会
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

正
副
議
長
就
任
ご
挨
拶

議長
金銅  宏親

副議長
通堂  義弘
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議
会
選
出
監
査
委
員

　
　
　
田
仲
　
基
一

常
任
委
員
会
（
◎
委
員
長
○
副
委
員
長
）

　
◇
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
◎
今
井
　
利
三
　
　
○
黒
川
　
　
実

　
　
　
通
堂
　
義
弘
　
　
　
金
銅
　
宏
親

　
　
　
笹
井
　
喜
世
子
　
　
上
薮
　
弘
治

　
◇
民
生
産
業
常
任
委
員
会

　
　
◎
松
村
　
尚
子
　
　
○
渡
辺
　
真
千

　
　
　
笠
原
　
由
美
子
　
　
竹
本
　
真
琴

　
　
　
花
川
　
雅
昭
　
　
　
広
瀬
　
公
代

　
◇
建
設
企
業
常
任
委
員
会

　
　
◎
田
仲
　
基
一
　
　
○
樽
井
　
佳
代
子

　
　
　
外
園
　
康
裕
　
　
　
百
谷
　
孝
浩

　
　
　
若
林
　
信
一
　
　
　
松
井
　
康
夫

議
会
運
営
委
員
会
（
◎
委
員
長
○
副
委
員
長
）

　
　
◎
笹
井
　
喜
世
子
　
○
上
薮
　
弘
治

　
　
　
笠
原
　
由
美
子
　
　
竹
本
　
真
琴

　
　
　
樽
井
　
佳
代
子
　
　
広
瀬
　
公
代

　
　
　
松
村
　
尚
子

特
別
委
員
会
（
◎
委
員
長
○
副
委
員
長
）

　
◇
広
域
行
政
調
査
特
別
委
員
会

　
　
◎
黒
川
　
　
実
　
　
○
樽
井
　
佳
代
子

　
　
　
外
園
　
康
裕
　
　
　
百
谷
　
孝
浩

　
　
　
竹
本
　
真
琴
　
　
　
渡
辺
　
真
千

　
　
　
上
薮
　
弘
治

　
◇
駅
前
整
備
開
発
特
別
委
員
会

　
　
◎
花
川
　
雅
昭
　
　
○
百
谷
　
孝
浩

　
　
　
笠
原
　
由
美
子
　
　
広
瀬
　
公
代

　
　
　
若
林
　
信
一
　
　
　
今
井
　
利
三

　
　
　
田
仲
　
基
一
　
　
　
松
井
　
康
夫

　
◇
公
共
施
設
建
設
整
備
特
別
委
員
会

　
　
◎
外
園
　
康
裕
　
　
○
広
瀬
　
公
代

　
　
　
花
川
　
雅
昭
　
　
　
樽
井
　
佳
代
子

　
　
　
渡
辺
　
真
千
　
　
　
笹
井
　
喜
世
子

　
　
　
上
薮
　
弘
治
　
　
　
黒
川
　
　
実

　
◇
交
通
安
全
対
策
特
別
委
員
会

　
　
◎
若
林
　
信
一
　
　
○
竹
本
　
真
琴

　
　
　
外
園
　
康
裕
　
　
　
笠
原
　
由
美
子

　
　
　
樽
井
　
佳
代
子
　
　
渡
辺
　
真
千

　
　
　
松
村
　
尚
子

　
◇
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
◎
若
林
　
信
一
　
　
○
笠
原
　
由
美
子

　
　
　
竹
本
　
真
琴
　
　
　
樽
井
　
佳
代
子

　
　
　
笹
井
　
喜
世
子
　
　
上
薮
　
弘
治

　
　
　
黒
川
　
　
実

　
◇
世
界
遺
産
・
日
本
遺
産
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
　
◎
田
仲
　
基
一
　
　
○
笠
原
　
由
美
子

　
　
　
花
川
　
雅
昭
　
　
　
若
林
　
信
一

　
　
　
上
薮
　
弘
治
　
　
　
松
村
　
尚
子

　
　
　
松
井
　
康
夫

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
（
◎
委
員
長
○
副
委
員
長
）

　
　
◎
広
瀬
　
公
代
　
　
○
竹
本
　
真
琴

　
　
　
外
園
　
康
裕
　
　
　
花
川
　
雅
昭

　
　
　
渡
辺
　
真
千
　
　
　
上
薮
　
弘
治

　
　
　
松
村
　
尚
子

議
会
選
出
組
合
議
会
議
員

　
◇
柏
羽
藤
環
境
事
業
組
合
議
会

　
　
　
笠
原
　
由
美
子
　
　
竹
本
　
真
琴

　
　
　
花
川
　
雅
昭
　
　
　
渡
辺
　
真
千

　
　
　
松
村
　
尚
子

　
◇
柏
原
羽
曳
野
藤
井
寺
消
防
組
合
議
会

　
　
　
樽
井
　
佳
代
子
　
　
若
林
　
信
一

　
　
　
今
井
　
利
三
　
　
　
黒
川
　
　
実

議
会
選
出
各
種
委
員

　
◇
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

　
　
　
笠
原
　
由
美
子
　
　
竹
本
　
真
琴

　
　
　
笹
井
　
喜
世
子
　
　
松
井
　
康
夫

　
◇
羽
曳
野
市
都
市
計
画
審
議
会

　
　
　
外
園
　
康
裕
　
　
　
花
川
　
雅
昭

　
　
　
若
林
　
信
一
　
　
　
田
仲
　
基
一

　
　
　
黒
川
　
　
実

　
◇
羽
曳
野
市
景
観
審
議
会

　
　
　
若
林
　
信
一
　
　
　
田
仲
　
基
一

　
◇
羽
曳
野
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

　
　
　
竹
本
　
真
琴
　
　
　
樽
井
　
佳
代
子

　
◇
羽
曳
野
市
立
休
日
急
病
診
療
所
運
営
委
員
会

　
　
　
笠
原
　
由
美
子
　
　
笹
井
　
喜
世
子

　
　
　
松
村
　
尚
子

　
◇
羽
曳
野
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
　
　
広
瀬
　
公
代
　
　
　
松
村
　
尚
子

　
◇
羽
曳
野
市
立
図
書
館
協
議
会

　
　
　
渡
辺
　
真
千

　
◇
羽
曳
野
市
立
公
民
館
運
営
審
議
会

　
　
　
花
川
　
雅
昭

　
◇
羽
曳
野
市
個
人
情
報
保
護
審
議
会

　
　
　
百
谷
　
孝
浩
　
　
　
樽
井
　
佳
代
子

　
◇
羽
曳
野
市
地
域
福
祉
推
進
委
員
会

　
　
　
上
薮
　
弘
治
　
　
　
黒
川
　
　
実

　
◇
羽
曳
野
市
住
居
表
示
審
議
会

　
　
　
外
園
　
康
裕
　
　
　
花
川
　
雅
昭

　
　
　
笹
井
　
喜
世
子
　
　
今
井
　
利
三

　
◇
羽
曳
野
市
介
護
保
険
等
推
進
協
議
会

　
　
　
笠
原
　
由
美
子
　
　
広
瀬
　
公
代

　
◇
羽
曳
野
市
人
権
審
議
会

　
　
　
百
谷
　
孝
浩
　
　
　
今
井
　
利
三

　
◇
羽
曳
野
市
空
家
等
対
策
協
議
会

　
　
　
竹
本
　
真
琴
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議案番号 件　　　名 結　果
報　告    15

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

地方自治法第 180 条の規定による市長の専決処分の報告について
平成 30 年度羽曳野市一般会計歳入歳出決算認定について
平成 30 年度羽曳野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
平成 30 年度羽曳野市と畜場特別会計歳入歳出決算認定について
平成 30 年度羽曳野市財産区特別会計歳入歳出決算認定について
平成 30 年度羽曳野市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
平成 30 年度羽曳野市土地取得特別会計歳入歳出決算認定について
平成 30 年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
平成 30 年度羽曳野市水道事業会計決算認定について
平成 30 年度羽曳野市下水道事業会計決算認定について
平成 30 年度決算に基づく羽曳野市健全化判断比率の報告について
平成 30 年度決算に基づく羽曳野市公営企業資金不足比率の報告について

報　告
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
報　告
報　告

議　案    56
57
58

59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71

平成 30 年度羽曳野市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
平成 30 年度羽曳野市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例
の整備に関する条例の制定について
幼児教育・保育の無償化の実施に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市世界遺産もずふる応援基金条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について
令和元年度羽曳野市一般会計補正予算（第２号）
令和元年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
令和元年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第２号）
令和元年度羽曳野市土地取得特別会計補正予算（第２号）
令和元年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
監査委員の選任に係る同意について

原案可決
原案可決
原案可決

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

同　意
議員提出議案 1 世界遺産・日本遺産に関する特別委員会の設置について 即日原案可決

意　見      4 太陽光発電の適切な導入に向けた制度設計と運用を求める意見書 即日原案可決
選　挙      1

2
3
4

議長選挙について
副議長選挙について
柏羽藤環境事業組合議会議員の選挙について
柏原羽曳野藤井寺消防組合議会議員の選挙について

選　出
選　出
選　出
選　出

議長辞職許可について
副議長辞職許可について
常任委員の選任について
議会運営委員の選任について
常任委員会委員長の選出について
常任委員会副委員長の選出について
議会運営委員会委員長の選出について
議会運営委員会副委員長の選出について
広域行政調査特別委員の選任について
駅前整備開発特別委員の選任について
公共施設建設整備特別委員の選任について
交通安全対策特別委員の選任について
議会改革特別委員の選任について
世界遺産・日本遺産に関する特別委員の選任について
広域行政調査特別委員会委員長の選出について
広域行政調査特別委員会副委員長の選出について
駅前整備開発特別委員会委員長の選出について
駅前整備開発特別委員会副委員長の選出について
公共施設建設整備特別委員会委員長の選出について
公共施設建設整備特別委員会副委員長の選出について
交通安全対策特別委員会委員長の選出について
交通安全対策特別委員会副委員長の選出について
議会改革特別委員会委員長の選出について
議会改革特別委員会副委員長の選出について
世界遺産・日本遺産に関する特別委員会委員長の選出について
世界遺産・日本遺産に関する特別委員会副委員長の選出について
議会運営委員会の所管事項に関する調査について

許　可
許　可
選　任
選　任
選　出
選　出
選　出
選　出
選　任
選　任
選　任
選　任
選　任
選　任
選　出
選　出
選　出
選　出
選　出
選　出
選　出
選　出
選　出
選　出
選　出
選　出
決　定

 第 3 回定例会で審議された案件と議決結果

 議案等に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案等の賛否 )　○賛成　×反対

議 案 等
番　  号

会派名 大阪維新・
無所属の会 日本共産党 公明党 市民クラブ 自由民主党

議員団 無会派

 

議
員
名

         

結 

果

竹
本
　
真
琴

上
薮
　
弘
治

今
井
　
利
三

田
仲
　
基
一

広
瀬
　
公
代

渡
辺
　
真
千

笹
井
喜
世
子

若
林
　
信
一

外
園
　
康
裕

通
堂
　
義
弘

笠
原
由
美
子

花
川
　
雅
昭

樽
井
佳
代
子

金
銅
　
宏
親

黒
川
　
　
実

松
村
　
尚
子

松
井
　
康
夫

百
谷
　
孝
浩

報告 16 認　定 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○
議　
　
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
報告 17 認　定 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
報告 18 認　定 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
報告 20 認　定 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
報告 22 認　定 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※笠原由美子議員は、議長職のため採決には加わらず
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上
薮
弘
治

（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
小
・
中
学
校

　
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て
》

●
質
問　
令
和
２
年
度
か
ら
義
務
教
育
に
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
修
化
さ
れ
る
が
、

誰
が
子
ど
も
た
ち
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
教

え
る
の
か
。
ま
た
、
教
職
員
へ
の
負
担
軽
減

対
策
へ
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た

授
業
は
各
教
科
の
中
で
必
要
に
応
じ
て
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
指
導
は
各
担
任
ま

た
は
そ
の
教
科
の
専
科
教
員
が
行
う
。
教
職

員
の
負
担
増
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て
は
、

市
の
小
学
校
教
育
研
究
会
の
情
報
教
育
部
会

か
ら
各
校
に
向
け
て
先
進
事
例
に
関
す
る
情

報
を
発
信
し
た
り
、
各
校
で
専
門
家
を
指
導

者
と
し
て
招
い
た
研
修
会
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
授
業
指
導
案
の
作
成
や

そ
の
共
有
化
な
ど
、
教
育
現
場
で
教
育
の
負

担
軽
減
を
模
索
し
て
い
る
。
今
後
、
研
修
会

の
充
実
、
教
材
開
発
、
指
導
方
法
の
研
究
を

推
進
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
教
育
に

と
っ
て
過
度
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
支

援
し
て
い
く
。

●
要
望　
今
回
、
国
の
学
習
指
導
要
領
に
特

化
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
修
化
さ

れ
る
こ
と
を
疑
問
に
感
じ
る
。
国
か
ら
の
交

付
金
や
補
助
金
が
な
い
中
で
、
指
導
の
要
領

だ
け
を
決
め
て
地
方
自
治
体
に
丸
投
げ
し
て

い
く
よ
う
な
制
度
は
い
か
が
な
も
の
な
の
か
。

学
習
指
導
要
領
と
い
う
の
は
、
そ
の
地
域
に

合
っ
た
学
習
に
予
算
を
お
ろ
す
べ
き
。
当
市

の
場
合
で
あ
れ
ば
、
今
ま
で
世
界
遺
産
登
録

に
力
を
入
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

学
習
指
導
要
領
に
入
れ
て
勉
強
し
て
い
く
こ

と
が
、
地
域
の
郷
土
愛
に
も
つ
な
が
る
。
例

え
ば
、
観
光
の
案
内
を
子
ど
も
た
ち
が
で
き

る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
す
る
等
が
、
ま
さ

し
く
費
用
対
効
果
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

教
職
員
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
教
え
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
教
職
員
と
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
い
う
の
は
基
本
的
に
職
業

が
違
う
。
だ
か
ら
こ
そ
地
域
の
方
や
理
系
の

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
力
添
え
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
し
っ
か
り
と
国
か
ら
の
今

後
の
補
助
金
、
交
付
金
の
動
き
も
注
視
し
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

《
公
立
小
・
中
学
校
施
設
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
問　
小
・
中
学
校
で
は
プ
ー
ル
竣
工
か

ら
約
40
年
が
経
ち
、
今
後
の
プ
ー
ル
授
業
を

ど
う
し
て
い
く
の
か
近
い
将
来
に
答
え
を
出

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ま
た
、
今
後
の
教

育
予
算
は
少
子
高
齢
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
ソ

フ
ト
面
・
ハ
ー
ド
面
と
も
に
膨
れ
上
が
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
が
、
今
の
予
算
の
現
状
、

将
来
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
見
据
え
て
い
る

の
か
。

●
教
育
長
　
各
自
治
体
に
お
け
る
財
政
状
況

や
取
り
組
む
べ
き
施
策
の
優
先
順
位
が
異
な

る
こ
と
等
に
よ
り
、
施
策
の
展
開
に
違
い
が

出
て
い
る
。
本
市
教
育
委
員
会
も
優
先
順
位

を
決
め
、
効
果
的
に
運
用
し
な
が
ら
教
育
施

策
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
要
望　
古
市
南
小
学
校
と
高
鷲
南
小
学
校

で
プ
ー
ル
が
使
用
で
き
な
い
状
況
は
、
公
正

公
平
の
理
論
と
ず
れ
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

財
政
が
厳
し
い
中
で
各
小
・
中
学
校
の
プ
ー

ル
を
更
新
す
れ
ば
、
何
十
億
と
い
う
財
源
が

必
要
と
な
る
。
財
政
的
に
お
金
が
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
今
後
の
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
覚
悟
を
決
め
て
市
民
の

皆
様
に
も
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

る
。
今
、
古
市
南
小
学
校
と
高
鷲
南
小
学
校

で
プ
ー
ル
が
使
用
で
き
な
い
状
況
だ
か
ら
こ

そ
、
よ
り
丁
寧
に
今
後
の
方
針
を
早
急
に
打

ち
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

一
般
質
問

百
谷
孝
浩
（
無
会
派
）

《
高
度
情
報
化
社
会
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
と
し
て
、
児
童
生
徒
の
ネ
ッ

ト
依
存
の
把
握
と
、
予
防
策
の
取
り
組
み
は
。

●
答
弁
　
平
成
29
年
度
の
全
国
学
力
学
習
状

況
調
査
で
は
、
携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ
で
メ
ー

ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
い

る
割
合
が
非
常
に
高
い
結
果
で
、
学
校
だ
よ

り
な
ど
で
保
護
者
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

●
要
望　
学
校
で
の
授
業
や
成
績
に
支
障
が

な
い
よ
う
に
、
ル
ー
ル
づ
く
り
の
啓
発
、
専

門
家
に
よ
る
講
演
会
等
の
実
施
を
要
望
す
る
。

●
質
問　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
普
及

に
よ
る
市
内
小
・
中
学
校
の
ネ
ッ
ト
い
じ
め

問
題
の
現
状
と
、
市
教
育
委
員
会
の
対
応
は
。

●
答
弁
　
30
年
度
の
府
の
調
査
に
対
し
、
学

校
が
認
知
し
た
件
数
の
う
ち
、
携
帯
や
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
嫌
な
こ
と
や
誹
謗
中
傷
さ
れ
た

件
数
が
小
学
校
４
件
、
中
学
校
４
件
報
告
さ

れ
、
教
育
委
員
会
と
し
て
、
各
学
校
へ
情
報

モ
ラ
ル
学
習
の
推
進
を
通
知
し
て
い
る
。

●
要
望　
ネ
ッ
ト
い
じ
め
問
題
は
外
部
か
ら

見
え
な
い
傾
向
で
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
も

と
に
、各
関
係
者
と
連
携
を
と
り
、未
然
防
止・

早
期
発
見
・
早
期
対
応
を
要
望
す
る
。

●
質
問　
市
内
小
・
中
学
生
の
ひ
き
こ
も
り

の
現
状
と
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
取
り
組

み
は
。

●
答
弁
　
平
成
30
年
度
の
不
登
校
調
査
で
は
、

小
学
校
３
名
、
中
学
校
３
名
の
合
計
６
名
。
Ｌ

Ｉ
Ｃ
は
び
き
の
の
教
育
研
究
所
内
に
適
応
指

導
教
室
を
設
け
、
学
校
復
帰
を
目
的
と
し
た

学
習
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

●
要
望　
学
校
復
帰
後
の
組
織
的
相
談
体
制

の
充
実
と
、
学
校
が
楽
し
い
と
思
え
る
教
育

環
境
整
備
の
取
り
組
み
を
強
く
要
望
す
る
。

《
地
球
温
暖
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
》

●
質
問　
本
庁
や
教
育
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

●
答
弁
　
本
庁
舎
は
耐
震
化
改
修
が
必
要
で
、

建
て
替
え
工
事
等
を
実
施
す
る
際
に
。
学
校

体
育
館
の
照
明
器
具
は
、
非
構
造
部
材
耐
震

化
工
事
の
際
に
。
ま
た
、
教
室
の
蛍
光
灯
照

明
器
具
は
、
取
り
替
え
が
必
要
と
な
っ
た
教

室
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
順
次
取
り
替
え
る
考
え
で

あ
る
。

●
要
望　

地
球
温
暖
化
防
止
は
も
と
よ
り
、

市
内
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
要
望
す
る
。

●
質
問　
パ
リ
協
定
を
踏
ま
え
、
温
暖
化
対

策
に
資
す
る
賢
い
選
択
を
促
す
国
民
運
動
で

統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
設
定
し
、「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
を
旗
印
に
展
開
し
て
い

る
が
、
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
当
市
の

見
解
は
。

●
答
弁
　
本
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
エ
コ
オ

フ
ィ
ス
運
動
も
、
省
エ
ネ
行
動
で
ク
ー
ル

チ
ョ
イ
ス
の
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

●
要
望　
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
運
動
を
よ
り
効
果

的
に
普
及
さ
せ
る
た
め
、「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　
Ｃ
Ｈ

Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
を
旗
印
に
幅
広
く
周
知
徹
底
し
、

是
非
、
市
長
に
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
宣
言
と
地

球
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み
に
賛
同
し
、
推

進
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

《
人
と
ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
で
の
災
害
時
ペ
ッ
ト
同
行
の

際
、
避
難
所
受
け
入
れ
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

●
答
弁
　
本
市
で
は
原
則
ペ
ッ
ト
の
避
難
所

内
へ
の
持
ち
込
み
は
認
め
な
い
が
、
飼
い
主

の
責
任
に
お
い
て
適
切
な
管
理
飼
育
が
で
き

る
よ
う
、
担
当
職
員
か
ら
同
行
避
難
さ
れ
る

避
難
者
に
説
明
を
指
導
し
て
い
る
。

●
要
望　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
懸
念
さ

れ
る
中
、「
人
と
ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
前
提
と
し
、
災
害
時
の
ペ
ッ
ト

同
行
避
難
所
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
と
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
周
知
徹
底
を
要
望
す
る
。
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黒
川
実

（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

　
　
教
育
に
つ
い
て
》

●
質
問　
2
0
2
0
年
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
が
始
ま
る
が
、
準
備
や
整
備
は
ど

う
か
。

●
答
弁
　
羽
曳
野
市
小
学
校
教
育
研
究
会
の

情
報
教
育
部
会
が
中
心
と
な
り
、
各
市
内
学
校

の
先
進
事
例
の
情
報
発
信
、
専
門
家
を
招
い
た

研
修
会
の
実
施
や
授
業
の
指
導
案
作
成
共
有
化

な
ど
準
備
を
し
て
い
る
。
　

●
質
問　
現
在
の
教
育
環
境
で
授
業
が
可
能

な
の
か
。
教
員
の
パ
ソ
コ
ン
が
少
な
い
と
思

う
が
、
配
置
は
。

●
答
弁
　
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
は
子
ど
も
１
人

が
１
台
使
用
で
き
る
ほ
か
、
各
校
大
型
モ
ニ

タ
ー
を
設
置
し
、
活
用
し
て
い
る
。
教
員
や

子
ど
も
１
人
に
１
台
は
多
額
の
費
用
が
必

要
。
教
育
現
場
の
要
望
も
聞
き
、
財
政
状
況

や
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
て
実
現
可
能
な
こ

と
か
ら
充
実
さ
せ
た
い
。

●
要
望　
負
担
軽
減
の
た
め
に
パ
ソ
コ
ン
を

１
人
１
台
教
員
に
持
た
せ
て
ほ
し
い
。
今
後

の
授
業
で
課
題
も
出
て
く
る
と
思
う
が
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。

《
水
害
に
つ
い
て
》

●
質
問　
南
古
市
、
羽
曳
が
丘
地
区
の
水
害

対
策
の
進
捗
状
況
は
。

●
答
弁
　
現
在
、
南
古
市
地
区
は
大
阪
府
河

川
事
業
や
府
営
住
宅
建
替
事
業
と
連
携
し

て
浸
水
抑
制
を
図
っ
て
お
り
、
大
乗
川
改

修
工
事
に
向
け
て
設
計
業
務
を
実
施
し
て

い
る
。
羽
曳
が
丘
地
区
は
調
査
を
進
め
つ

つ
、
幹
線
へ
の
バ
イ
パ
ス
設
置
や
排
水
ル

ー
ト
等
を
考
慮
し
、
浸
水
解
消
に
向
け
て

検
討
し
て
い
る
。

●
質
問　
大
乗
川
改
修
工
事
の
時
期
、
府
営

住
宅
雨
水
貯
留
槽
の
完
成
時
期
、
羽
曳
が
丘

地
区
の
調
査
結
果
、
工
事
着
工
は
ど
う
か
。

既
存
の
水
路
や
側
溝
で
対
応
で
き
る
の
か
。

●
答
弁
　
大
乗
川
は
、
大
阪
府
が
次
年
度
以

降
の
工
事
実
施
に
向
け
て
国
の
交
付
金
や
予

算
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。
貯
留
槽
の
完
成

は
建
て
替
え
工
事
に
伴
う
た
め
、
建
て
替
え

完
成
時
と
な
る
。
羽
曳
が
丘
地
区
は
、
今
年

度
実
施
し
て
い
る
雨
水
整
備
基
本
計
画
策
定

の
中
で
調
査
結
果
と
対
応
策
を
表
し
て
い
く

予
定
。
非
常
に
強
い
降
雨
は
既
存
の
水
路
等

で
は
対
応
で
き
な
い
。
今
後
、
市
内
既
存
施

設
等
の
貯
留
可
能
性
を
調
査
し
、
関
係
部
署

と
連
携
し
て
効
果
的
な
浸
水
対
策
が
必
要
。

●
要
望　
大
乗
川
改
修
工
事
と
府
営
貯
留
槽

完
成
に
向
け
、
府
と
連
携
し
て
進
め
て
ほ

し
い
。
羽
曳
が
丘
地
区
は
バ
ス
通
り
で
危

険
な
箇
所
も
あ
る
。
早
急
に
効
果
的
な
浸

水
対
策
を
。

《
所
有
者
不
明
の
猫
や
犬
の
本
市
の
対
応
に

つ
い
て
》

●
質
問　
子
猫
や
餌
付
の
苦
情
、
所
有
者
不

明
の
猫
や
犬
を
保
護
し
て
ほ
し
い
時
の
本
市

の
対
応
は
。

●
答
弁
　
多
数
の
獣
医
師
や
専
門
家
が
配
置
さ

れ
て
い
る
府
の
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
を
案
内
し

て
い
る
。
　

●
質
問　
保
護
活
動
を
し
て
い
る
方
に
去
勢

や
不
妊
手
術
の
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
。
本

市
独
自
の
対
応
や
他
市
の
よ
う
な
去
勢
・
不

妊
手
術
の
補
助
は
で
き
な
い
の
か
。

●
答
弁
　
独
自
の
助
成
は
非
常
に
難
し
い
。

現
在
、
地
域
が
大
阪
府
所
有
者
の
い
な
い
猫

対
策
支
援
事
業
に
申
請
し
、
決
定
す
れ
ば
去

勢
、
不
妊
手
術
を
受
け
ら
れ
る
。
今
後
、
公

益
財
団
法
人
が
発
行
し
て
い
る
動
物
基
金
の

無
料
不
妊
手
術
チ
ケ
ッ
ト
の
行
政
枠
制
度
の

利
用
も
検
討
す
る
。

●
要
望　
自
己
負
担
で
手
術
し
て
い
る
方
の

負
担
軽
減
の
た
め
に
早
期
に
無
料
不
妊
手
術

チ
ケ
ッ
ト
の
行
政
枠
の
活
用
実
施
を
求
め

る
。
こ
れ
以
上
可
哀
想
な
猫
を
増
や
さ
な
い

た
め
に
本
市
も
猫
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。

通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

《
防
災
に
つ
い
て
》

●
質
問　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
全
国
各
地
で
頻
発

し
、
地
域
の
防
災
力
を
支
え
る
自
主
防
災
組
織

の
充
実
強
化
が
大
切
で
あ
る
。
①
土
の
う
は
、

町
会
で
管
理
・
備
蓄
で
き
な
い
か
。
②
災
害

時
要
援
護
者
支
援
台
帳
の
活
用
状
況
及
び
台

帳
の
更
新
は
。
③
防
災
に
関
す
る
地
域
で
の

活
動
は
。
④
防
災
情
報
の
発
信
に
つ
い
て
。

●
答
弁
　
①
土
の
う
の
町
会
へ
の
配
備
方
法

に
つ
い
て
は
、
幾
つ
か
の
自
治
会
に
対
し
て

事
前
に
一
定
量
の
土
の
う
を
提
供
し
、
災
害

時
な
ど
に
対
応
力
の
速
さ
の
観
点
か
ら
、
自

治
会
で
防
災
対
応
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
②
災
害
時
要
援
護
者
支
援
台
帳
の
活
用

方
法
は
、
災
害
時
は
安
否
確
認
や
避
難
誘
導

等
に
活
用
し
、
平
時
で
は
校
区
福
祉
委
員
会
、

町
会
等
で
、
同
意
を
得
ら
れ
た
要
援
護
者
に

つ
い
て
見
守
り
、
声
か
け
等
活
用
し
て
い
る
。

更
新
は
月
に
１
度
突
合
せ
を
行
い
、
地
域
に

渡
す
台
帳
は
、
年
２
回
更
新
台
帳
と
差
し
か

え
を
行
っ
て
い
る
。
③
防
災
地
域
活
動
は
、

自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
、
校
区
福
祉
委
員

会
等
を
中
心
に
自
主
的
に
防
災
訓
練
や
避
難

所
運
営
訓
練
等
を
進
め
て
お
ら
れ
る
。
④
市

の
広
報
紙
に
掲
載
し
、
市
民
へ
の
安
全
・
安

心
の
た
め
の
情
報
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。

●
要
望　
防
災
会
議
を
開
催
す
る
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
く

人
が
必
要
。
ぜ
ひ
防
災
会
議
の
開
催
提
案
、

人
材
育
成
の
支
援
を
要
望
す
る
。
災
害
時
要

援
護
者
支
援
台
帳
は
、
地
域
防
災
計
画
と
も

連
携
を
と
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
よ
う
要
望

す
る
。
市
か
ら
の
定
期
的
な
情
報
発
信
が
あ

れ
ば
、
地
域
の
掲
示
板
に
張
っ
た
り
す
る
こ

と
も
で
き
、
回
覧
板
で
利
用
す
る
こ
と
も
可

能
。
広
報
紙
へ
の
掲
載
だ
け
で
な
く
、
防
災

対
策
情
報
単
独
で
の
発
信
を
要
望
す
る
。

《
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
》

●
質
問　
災
害
時
の
避
難
所
と
な
る
体
育
館

に
も
設
置
す
る
自
治
体
が
出
て
き
て
い
る
。

夏
の
部
活
動
な
ど
学
校
体
育
館
で
の
熱
中
症

対
策
、
あ
わ
せ
て
学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
る
考
え
を
聞
く
。

●
答
弁
　
部
活
動
等
で
の
熱
中
症
対
策
は
、

部
活
動
中
は
水
分
補
給
を
行
い
、
必
要
に

応
じ
て
休
憩
を
取
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

施
設
面
で
は
、
通
気
を
よ
く
し
た
上
で
、
冷

風
機
や
大
型
扇
風
機
等
を
使
用
し
て
い
る
。

委
員
会
で
は
安
全
性
の
確
保
を
最
優
先
課

題
と
捉
え
、
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
を
着

実
に
行
っ
て
い
く
と
の
考
え
か
ら
、
エ
ア

コ
ン
の
設
置
計
画
に
つ
い
て
は
現
時
点
で

は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

●
要
望　
低
額
で
の
設
置
検
討
も
含
め
、
猛

暑
か
ら
命
を
守
る
取
り
組
み
と
し
て
学
校
体

育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
要
望
す
る
。

《
公
用
車
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
公
用
車
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

は
ど
の
よ
う
な
車
両
に
つ
い
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
公
共
施
設
循
環
福
祉
バ
ス
、
幼

稚
園
バ
ス
、
研
修
用
バ
ス
、
西
浦
小
学
校

障
害
児
送
迎
支
援
バ
ス
の
合
計
で
12
台
で

あ
る
。

●
要
望　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
つ
け
る

こ
と
で
、
緊
張
感
だ
け
で
は
な
く
、
安
全
運

転
に
心
が
け
よ
う
と
か
、
不
慮
の
も
ら
い
事

故
に
遭
っ
た
場
合
に
も
職
員
の
負
担
軽
減
に

な
る
。
動
く
防
犯
カ
メ
ラ
と
い
う
の
が
一
気

に
増
え
、
安
心
・
安
全
に
効
果
を
発
揮
す
る

と
考
え
る
。
車
両
の
用
途
に
よ
っ
て
設
置
の

要
否
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
の
導
入
、
更
新

予
定
の
公
用
車
に
つ
い
て
は
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
ー
の
設
置
を
導
入
仕
様
に
す
る
な
ど
要

望
す
る
。
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笹
井
喜
世
子

　
（
日
本
共
産
党
）

《
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
》

●
質
問　
2
0
1
9
年
度
大
阪
府
で
は
９
割

の
自
治
体
で
保
険
料
が
値
上
げ
と
な
っ
た
。

①
当
市
で
も
約
２
億
４
千
万
円
公
費
投
入
さ

れ
た
が
、
全
世
帯
で
値
上
げ
と
な
っ
た
。
ど

の
位
の
値
上
げ
か
。ま
た
、今
後
の
見
通
し
は
。

②
市
独
自
の
減
免
制
度
の
推
移
と
子
ど
も
の

均
等
割
を
ゼ
ロ
に
す
る
考
え
は
。
③
30
年
度

末
で
約
８
億
円
あ
る
基
金
と
交
付
率
が
６
倍

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
前
納
報
奨
金
約
８
千
万

円
を
見
直
し
、
低
所
得
者
に
手
厚
く
、
全
世

帯
の
保
険
料
引
き
下
げ
に
使
う
べ
き
だ
が
考

え
は
。
④
大
阪
府
内
統
一
の
運
営
方
針
を
見

直
す
べ
き
と
府
に
求
め
る
べ
き
だ
が
考
え
は
。

●
答
弁
　
①
平
成
31
年
度
の
本
算
定
時
点
で

の
１
世
帯
当
た
り
の
保
険
料
は
5
︐
6
6
8
円

の
増
額
と
な
る
。
今
後
も
こ
の
傾
向
が
続
く
。

②
減
免
額
は
平
成
28
年
度
約
8
︐
7
7
6
万

円
が
、
平
成
30
年
度
約
4
︐
9
4
0
万
円
と

減
少
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
均
等
割
ゼ
ロ
は
、

府
が
検
討
を
進
め
て
い
る
。
③
基
金
は
国
保

財
政
基
盤
安
定
の
た
め
活
用
す
る
。
前
納
報
奨

金
制
度
は
統
一
基
準
に
は
設
定
さ
れ
ず
、
引

き
続
き
市
独
自
施
策
と
し
て
実
施
。
④
平
成

30
年
度
の
国
保
改
革
は
国
保
財
政
基
盤
の
安

定
と
持
続
可
能
な
制
度
と
し
て
構
築
さ
れ
た

も
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
国
、
府
に
要
望
し

て
い
く
。

●
要
望　
大
阪
府
に
統
一
化
の
見
直
し
と
国

へ
は
公
費
１
兆
円
を
投
入
し
、
協
会
健
保
並

み
の
保
険
料
に
し
て
い
く
よ
う
強
く
求
め
る
。

ま
た
、
基
金
や
前
納
報
奨
金
を
見
直
し
、
保

険
料
の
引
き
下
げ
を
強
く
求
め
る
。

《
学
校
の
プ
ー
ル
に
つ
い
て
》

●
質
問　
今
夏
、
古
市
南
・
高
鷲
南
小
で
は

広
瀬
公
代
（
日
本
共
産
党
）

《
高
齢
者
医
療
・

　
介
護
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
》

●
質
問　
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
で
年
金
は

減
る
上
、
消
費
税
増
税
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
や
介
護
保
険
の
負
担
が
増
え
、
高
齢
者

の
暮
ら
し
は
本
当
に
苦
し
い
。
市
独
自
の
軽

減
策
は
。
要
介
護
の
方
で
、
税
金
の
障
害
者

控
除
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
、
申
告
で
、

課
税
世
帯
が
非
課
税
世
帯
に
な
り
、
介
護
保

険
料
・
利
用
料
が
下
が
っ
た
方
が
あ
る
。
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付
人
数
と
交

付
の
条
件
、
周
知
方
法
は
ど
う
か
。

●
答
弁
　
保
険
料
負
担
に
つ
い
て
、
受
益
と

負
担
の
観
点
か
ら
負
担
は
必
要
だ
と
考
え

る
。
国
の
公
費
負
担
の
増
額
な
ど
を
今
後
も

要
望
し
た
い
。
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は
広

域
連
合
の
運
営
で
、
市
の
独
自
軽
減
は
で
き

な
い
。
介
護
保
険
は
市
独
自
の
低
所
得
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
負
担
軽
減
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
数
は

平
成
30
年
度
1
0
1
件
申
請
交
付
。
認
知
症

状
の
方
や
寝
た
き
り
の
方
な
ど
介
護
認
定
調

査
の
結
果
、
日
常
生
活
自
立
度
の
能
力
が
低

い
方
が
対
象
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
広
報
に

掲
載
。

●
要
望　
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
必
要
な
医
療
や
介
護
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
の
が
自
治
体
の
役
割
。
保
険
料
や

利
用
料
の
高
騰
を
抑
え
、
制
度
や
基
盤
の
充

実
を
図
り
、
持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
た
め
、

公
費
負
担
の
大
幅
な
増
額
を
国
・
府
に
求
め
、

市
独
自
の
軽
減
策
の
充
実
を
。
障
害
者
控
除

対
象
者
だ
と
知
ら
な
い
方
が
無
い
よ
う
に
周

知
方
法
の
検
討
を
要
望
。

《
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
》

●
質
問　
８
月
19
日
の
豪
雨
で
、
東
除
川
の

護
岸
が
40
ｍ
崩
落
し
た
。
警
報
発
令
が
遅
く

な
っ
た
理
由
は
。
崩
落
の
原
因
と
復
旧
工
事

の
計
画
と
近
鉄
鉄
橋
付
近
の
亀
裂
、
越
水
箇

所
の
か
さ
上
げ
な
ど
対
策
は
ど
う
か
。

●
答
弁
　
今
回
雷
雲
の
発
達
が
急
速
だ
っ
た

こ
と
、
雨
雲
が
松
原
か
ら
羽
曳
野
へ
移
動
し
、

災
害
発
生
の
基
準
が
高
い
松
原
は
、
大
雨
警

報
が
30
分
程
早
く
発
表
さ
れ
た
。
管
理
者
で

あ
る
大
阪
府
に
よ
る
と
、
大
雨
に
よ
る
急
激

な
水
位
上
昇
に
伴
い
、
河
床
が
洗
掘
さ
れ
、

護
岸
が
崩
壊
に
至
っ
た
と
推
測
。
毎
年
定
期

的
に
大
阪
府
と
本
市
職
員
が
護
岸
左
岸
を
パ

ト
ロ
ー
ル
。
５
年
に
１
回
専
門
家
の
現
場
点

検
を
実
施
し
て
い
る
。
崩
落
箇
所
は
、
現
在

仮
復
旧
状
態
。
本
復
旧
工
事
は
11
月
以
降
、

来
年
５
月
末
完
了
の
予
定
。
越
水
箇
所
の
か

さ
上
げ
は
今
後
検
討
の
予
定
。
鉄
橋
と
そ
の

周
辺
も
、
今
後
原
因
等
を
詳
細
に
調
査
後
、

検
討
し
て
い
く
旨
報
告
を
受
け
て
い
る
。

●
要
望　
一
番
市
民
の
身
近
で
状
況
の
把
握

も
し
や
す
い
市
が
い
ち
早
く
状
況
を
把
握
し

て
行
動
で
き
る
。
地
域
か
ら
の
情
報
収
集
が

で
き
る
体
制
を
生
か
し
、
府
と
連
携
し
て
素

早
く
対
応
で
き
る
対
策
本
部
の
設
置
の
あ
り

方
や
対
策
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。
避
難
所
は

大
規
模
災
害
へ
の
対
策
を
具
体
的
に
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
早
急
に
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
の
設
置
も
必
要
。
橋
梁
の
安
全
対
策
や

鉄
橋
の
や
り
か
え
や
線
路
の
か
さ
上
げ
も
含

め
た
安
全
対
策
を
近
鉄
と
も
協
議
し
て
進

め
、
必
要
な
対
策
を
国
や
大
阪
府
に
も
市
が

率
先
し
て
要
望
し
て
ほ
し
い
。
老
朽
化
し
て

い
る
護
岸
を
し
っ
か
り
点
検
し
、
対
策
を
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
教
訓
と
し
て
、
自
治
体
が
数

秒
数
分
単
位
で
の
気
象
の
変
化
を
つ
か
み
、

市
民
の
命
と
財
産
を
守
る
体
制
を
市
と
し
て

つ
く
る
こ
と
を
強
く
要
望
。

老
朽
化
で
学
校
プ
ー
ル
が
使
用
で
き
ず
、
近

く
の
中
学
校
や
小
学
校
の
プ
ー
ル
で
授
業
が

行
わ
れ
た
。
①
水
泳
授
業
の
現
状
は
。
②
水

泳
授
業
へ
の
教
育
委
員
会
の
見
解
は
。
③
今

後
の
学
校
プ
ー
ル
へ
の
課
題
や
計
画
は
。

●
答
弁
　
①
プ
ー
ル
授
業
数
は
10
時
間
が
目
処

だ
が
、
４
年
生
ま
で
は
４
時
限
、
５・６
年
生
は

６
時
限
行
っ
た
が
、
授
業
へ
の
影
響
は
な
か
っ

た
。
②
水
泳
授
業
の
目
的
の
根
幹
は
子
ど
も
た

ち
に
水
か
ら
命
を
守
る
態
度
、
技
能
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
こ
と
と
考
え
る
。
③
２
校
の
プ
ー
ル

改
修
は
困
難
。
老
朽
化
し
た
プ
ー
ル
の
対
応
は
、

今
年
度
中
に
プ
ー
ル
の
あ
り
方
の
基
本
方
針
を

ま
と
め
た
い
。

●
要
望　
プ
ー
ル
の
更
新
は
費
用
が
か
か
る

が
、
水
泳
授
業
は
各
学
校
で
受
け
ら
れ
る
の

が
ベ
ス
ト
。
今
後
も
長
寿
命
化
を
図
り
、
２

校
に
つ
い
て
も
敷
地
内
へ
の
更
新
を
要
望
。

《
幼
稚
園
・
保
育
園
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
に
も
保
育
園
や
幼
稚
園
に
脅

迫
メ
ー
ル
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
対

策
が
さ
ら
に
必
要
で
あ
る
。
①
現
在
の
安
全

対
策
の
現
状
は
。
②
今
後
の
安
全
対
策
は
。

●
答
弁
　
①
登
園
時
は
職
員
が
入
り
口
に
立

ち
、
保
育
時
間
中
は
門
扉
を
施
錠
す
る
な

ど
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
門
扉
の
オ
ー
ト

ロ
ッ
ク
機
能
は
向
野
保
育
園
と
こ
ど
も
園

の
２
ヵ
所
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
は

公
立
保
育
園
全
園
と
こ
ど
も
園
の
６
ヵ
所

に
設
置
。
順
次
導
入
を
進
め
る
。
②
保
育

園
は
登
園
時
間
が
午
前
７
時
半
か
ら
９
時

半
に
分
散
す
る
た
め
、
安
全
管
理
員
の
配

置
も
含
め
て
安
全
確
保
に
関
す
る
方
策
を

検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安
全
が
大

き
く
前
進
す
る
対
策
を
早
急
に
実
施
す
る
こ

と
。
ま
た
、
す
べ
て
の
保
育
園
・
幼
稚
園
に

オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
機
能
と
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

を
早
急
に
つ
け
る
よ
う
要
望
。
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田
仲
基
一

（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
社
会
的
孤
独
者
問
題
へ
の

　
　
　
　
　
　
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
孤
独
と
い
え
ば
高
齢
者
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
が
そ
れ
だ
け
で
な
く
離
婚
、

家
族
の
死
、
経
済
状
況
の
急
変
な
ど
誰
に

で
も
起
こ
り
得
る
出
来
事
が
人
を
孤
独
に

陥
れ
る
。
社
会
的
孤
独
者
は
予
備
群
も
含

め
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
の

取
り
組
み
は
。

●
答
弁
　
困
り
事
を
抱
え
た
方
の
発
見
、
支

援
へ
の
つ
な
ぎ
は
地
域
と
保
健
・
医
療
・
福

祉
の
専
門
職
。
行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会
等

が
協
働
し
て
支
援
を
行
う
仕
組
み
の
ふ
れ
あ

い
ネ
ッ
ト
雅
び
は
、
社
会
的
孤
独
化
さ
せ
な

い
取
り
組
み
も
役
割
の
一
つ
。
強
化
に
努
め

た
い
。

●
要
望　
人
口
減
少
問
題
の
対
策
も
大
切
だ

が
、
今
住
む
人
々
の
幸
福
感
の
追
求
も
重
要
。

そ
の
実
現
が
人
口
減
少
に
立
ち
向
か
う
最
大

の
効
能
に
な
る
。
そ
こ
に
住
む
市
民
が
幸
福

で
笑
顔
の
ま
ち
に
こ
そ
人
は
来
た
い
、
住
み

た
い
と
思
う
の
だ
か
ら
。
か
け
持
ち
で
働
き

子
育
て
も
し
て
月
収
12
万
円
。
も
し
月
20
万

円
も
ら
え
た
ら
暮
ら
し
が
ど
ん
な
に
楽
か
と

嘆
く
お
母
さ
ん
の
声
も
聞
く
。
社
会
的
孤
独

と
貧
困
に
苦
し
む
方
々
の
現
場
の
悩
み
は
平

均
的
働
き
手
世
代
の
月
収
を
37
万
5
千
円
と

し
て
年
金
・
社
会
保
障
問
題
を
検
討
す
る
政

府
に
は
理
解
で
き
な
い
の
で
は
。
私
た
ち
基

礎
自
治
体
こ
そ
が
、
拡
大
す
る
格
差
社
会
で

生
ま
れ
る
社
会
的
孤
独
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
づ
く
り
に
さ
ら
に
傾
注
す
べ
き
。

《
市
民
が
活
躍
で
き
る
場
づ
く
り
に
つ
い
て
》

●
質
問　
多
く
の
市
民
団
体
が
ま
ち
を
よ
く

し
た
い
と
活
動
し
、
し
か
も
市
議
会
議
員
や

職
員
の
よ
う
に
報
酬
は
な
い
。
羽
曳
野
ま
ち

歩
き
ガ
イ
ド
は
世
界
遺
産
登
録
後
、
殺
人
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
年
末
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
依
頼
は
50
件
を
超
え
、頭
が
下
が
る
一
方
、

活
動
力
が
低
下
し
て
会
員
数
の
減
少
に
悩
ん
で

い
る
団
体
が
ほ
と
ん
ど
。
市
民
活
動
は
見
知
ら

ぬ
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
生
き
が
い
を
感
じ
ら

れ
る
か
ら
こ
そ
多
く
の
無
償
の
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
。
市
民
活
動
の
場
は
社
会
的
孤
独
へ
の

大
き
な
対
策
で
も
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え

た
さ
ら
な
る
市
と
し
て
の
多
方
面
で
の
支
援
が

今
後
さ
ら
に
重
要
な
も
の
と
考
え
る
が
、
そ
の

拡
充
の
考
え
は
。

●
市
長
　
多
く
の
団
体
に
市
の
発
展
・
地
域

交
流
に
多
様
な
分
野
に
お
い
て
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
私
自
身
も
考

え
る
。
し
っ
か
り
と
進
め
た
い
。

●
意
見　
社
会
的
孤
独
問
題
の
悪
影
響
は
市

民
の
足
元
か
ら
現
れ
る
。
市
民
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ
る
地
縁
、
血
縁
以
外
の
市
民

間
の
つ
な
が
り
は
、
市
民
の
人
生
を
よ
り
輝

か
せ
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
孤

独
問
題
へ
の
一
つ
の
対
処
法
と
な
り
得
る
の

で
は
な
い
か
。
仁
徳
、
応
神
陵
に
代
表
さ
れ

る
前
方
後
円
墳
は
有
名
だ
が
、
円
墳
も
方
墳

も
あ
る
。
円
墳
は
九
州
地
方
、
方
墳
は
出
雲

地
方
が
起
源
。
敵
対
し
て
い
た
九
州
大
和
国

と
出
雲
国
が
共
存
共
栄
の
道
を
選
び
、
我
が

国
誕
生
の
礎
を
築
い
た
。
古
代
版
共
生
社
会

を
現
代
に
伝
え
る
物
証
こ
そ
古
市
古
墳
群
。

ま
た
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
竹
内
街
道

は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
最
後
の
道
と
言
え
る
。
多

文
化
共
生
を
訴
え
る
中
、
竹
内
街
道
は
大
き

な
意
味
を
持
つ
。
こ
の
世
界
遺
産
と
日
本
遺

産
に
囲
ま
れ
た
私
た
ち
の
ま
ち
が
、
先
駆
け

て
社
会
的
孤
独
を
撲
滅
す
る
共
生
社
会
先
進

市
羽
曳
野
を
実
現
す
る
こ
と
は
必
然
と
言
え

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
ち
の
歴
史
に
裏
づ
け

ら
れ
た
我
々
に
は
そ
れ
が
実
現
で
き
る
と
信

じ
て
い
る
。

渡
辺
真
千
（
日
本
共
産
党
）

《
幼
児
教
育
・

 　
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　
認
可
外
施
設
の
う
ち
指
導
監
督
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
施
設
も
無
償
化
の
対

象
と
す
る
の
か
。
給
食
費
を
滞
納
し
た
場
合
、

利
用
継
続
を
中
断
す
る
場
合
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
無
償
化
に
よ
っ
て
新
た
に
生
ま
れ
る

財
源
を
子
育
て
施
策
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
い
る
か
。

●
答
弁
　
認
可
外
施
設
10
施
設
の
う
ち
、
指

導
監
督
基
準
を
満
た
さ
な
い
施
設
は
２
施
設

あ
る
が
、
無
償
化
の
対
象
と
す
る
。
正
当
な

理
由
が
あ
れ
ば
、
給
食
費
を
滞
納
し
て
も
基

本
的
に
利
用
継
続
の
中
断
は
な
い
も
の
と
考

え
る
。
財
源
の
活
用
は
、
そ
の
時
点
で
の
財

政
状
況
な
ど
を
勘
案
し
て
判
断
す
べ
き
も
の

と
考
え
る
。

●
要
望　
ど
の
子
に
も
豊
か
で
安
全
な
保
育

を
保
障
す
る
た
め
に
指
導
監
督
基
準
を
満
た

さ
な
い
施
設
へ
の
安
全
対
策
を
早
急
に
要
望
。

ま
た
、
無
償
化
に
よ
り
新
た
に
生
ま
れ
る
財

源
で
副
食
費
分
４
千
円
を
上
限
と
し
た
給
食

費
の
補
助
、
子
育
て
の
孤
立
化
や
虐
待
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
子
ど
も
の
視

点
に
立
っ
た
幼
児
教
育
・
保
育
施
策
の
充
実

を
求
め
る
。

《
障
害
者（
児
）の
暮
ら
し
を
支
え
る
補
装
具
、

日
常
生
活
用
具
に
つ
い
て
》

●
質
問　
大
阪
府
内
で
18
歳
未
満
の
60
デ
シ

ベ
ル
未
満
の
軽
度
難
聴
児
に
も
補
聴
器
等
の

購
入
助
成
を
し
て
い
る
自
治
体
は
ど
れ
だ
け

あ
る
の
か
。
ま
た
、
咽
頭
摘
出
者
の
気
管
穴

に
装
着
す
る
フ
ィ
ル
タ
ー
で
シ
ャ
ン
ト
発
声

に
も
欠
か
せ
な
い
器
具
「
人
工
鼻
」
を
日
常

生
活
用
具
の
種
目
に
入
れ
て
い
る
南
河
内
の

自
治
体
は
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
。

●
答
弁
　
60
デ
シ
ベ
ル
未
満
の
軽
度
難
聴
児

に
対
す
る
補
聴
器
補
助
を
行
っ
て
い
る
府

内
自
治
体
は
35
団
体
、「
人
工
鼻
」
を
種
目

と
さ
れ
て
い
る
自
治
体
は
南
河
内
で
２
自

治
体
と
な
っ
て
い
る
。

●
要
望　

軽
度
難
聴
児
に
対
す
る
補
聴
器

補
助
を
大
阪
府
内
で
実
施
し
て
い
な
い
の
は

当
市
を
含
め
て
た
っ
た
８
自
治
体
。
脳
が
飛

躍
的
に
発
達
す
る
０
歳
か
ら
し
っ
か
り
と
脳

に
音
を
伝
え
て
お
か
な
い
と
言
葉
の
聞
き
取

り
や
理
解
に
支
障
を
き
た
す
た
め
、
軽
度
難

聴
児
に
対
し
て
、
補
聴
器
助
成
を
来
年
度
に

も
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。
ま
た
、
月
２
～

３
万
円
の
負
担
と
な
る
「
人
工
鼻
」
を
日
常

生
活
用
具
の
対
象
と
し
、
負
担
軽
減
が
で
き

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
外
国
人
の
暮
ら
し
を
支
え
る
施
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
こ
の
10
年
間
で
外
国
籍
住
民
は
ど

れ
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
の
か
。
言
葉
の
壁
を

乗
り
越
え
ら
れ
る
支
援
に
は
ど
の
よ
う
な
事

業
を
し
て
い
る
か
。
教
育
、
子
育
て
、
医
療

に
つ
い
て
具
体
的
な
支
援
は
ど
う
か
。

●
答
弁
　
こ
の
10
年
で
、１
４
３
人
の
増
加
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
み
や
び
」
が
毎
週

月
曜
日
の
午
後
と
木
曜
日
の
夜
間
に
「
日

本
語
教
室
」
を
開
催
し
、
そ
の
運
営
支
援

を
し
て
い
る
。
小
・
中
学
校
で
は
日
本
語

指
導
の
加
配
教
員
を
配
置
し
、
子
育
て
支

援
で
は
、
10
ヵ
国
語
に
対
応
で
き
る
母
子

手
帳
を
配
布
し
、
地
域
に
溶
け
込
み
や
す

い
働
き
か
け
を
行
い
、
休
日
急
病
診
療
所

で
は
、
24
時
間
電
話
に
よ
る
医
療
通
訳
サ

ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
。

●
要
望　
人
と
人
の
温
か
い
ふ
れ
あ
い
の
場

と
な
っ
て
い
る
「
日
本
語
教
室
」
の
運
営
支

援
の
拡
充
と
急
な
時
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

に
各
担
当
課
で
利
用
で
き
る
翻
訳
機
を
要
望

す
る
。
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今
井
利
三

（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
当
市
の
公
共
事
業
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
入
札
に
つ
い
て
》

●
質
問　

公
共
事
業
へ
の
入
札
不
調
が
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
く
聞
く
が
、
市
民
プ

ー
ル
も
入
札
不
調
で
延
び
延
び
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、（
仮
称
）
西
部
認
定
こ
ど
も
園
も

入
札
不
調
に
よ
り
事
業
は
予
定
よ
り
延
び
る

と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
事
業
が
延
び
る
こ
と

に
よ
り
市
民
の
皆
様
に
ど
れ
だ
け
迷
惑
を
か

け
る
の
か
。
議
会
で
決
議
し
、
私
た
ち
議
会

も
そ
の
事
業
に
沿
っ
て
市
民
の
皆
様
に
説
明

し
、
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
働
い
て
い
る

が
、説
明
が
な
い
中
、説
明
の
し
よ
う
が
な
い
。

入
札
不
調
の
原
因
説
明
と
過
去
５
年
間
の
不

調
の
現
状
を
聞
き
た
い
。

●
答
弁
　
平
成
26
年
度
は
発
注
件
数
１
０
６

件
の
う
ち
５
件
不
調
、
平
成
27
年
度
は
発
注

１
０
７
件
の
う
ち
６
件
不
調
、
平
成
28
年
度

は
29
件
の
う
ち
３
件
不
調
、
平
成
29
年
度
は

入
札
不
調
は
な
か
っ
た
。
平
成
30
年
度
は
発

注
１
１
３
件
の
う
ち
10
件
の
不
調
と
な
っ
て

い
る
。（
仮
称
）
西
部
こ
ど
も
未
来
館
整
備

工
事
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
７
月
公
告
、
８

月
に
開
札
の
結
果
、
応
札
者
が
な
く
入
札
不

調
に
な
っ
て
い
る
。
予
定
価
格
に
つ
い
て
は
、

発
注
課
が
算
出
し
た
設
計
金
額
を
予
定
価
格

と
し
て
い
る
。
最
低
制
限
価
格
は
、
契
約
金

額
に
適
合
し
た
最
低
限
の
履
行
を
確
保
す
る

た
め
に
設
定
し
て
い
る
。
工
事
設
計
金
額
、

工
期
及
び
工
事
内
容
な
ど
総
合
的
に
工
事
業

者
が
判
断
し
た
。
入
札
不
調
と
な
っ
た
工
事

案
件
は
、
事
業
内
容
を
再
精
査
し
た
上
で
再

度
の
入
札
を
実
施
し
て
円
滑
に
進
め
る
よ
う

に
取
り
組
む
。

●
質
問　
一
番
の
原
因
は
、
当
市
算
出
金
額

か
ら
出
る
最
低
金
額
が
今
の
建
設
業
者
、
施

行
業
者
と
の
金
額
の
違
い
で
は
な
い
か
と
思

う
。
安
い
金
額
で
赤
字
が
出
る
な
ら
無
理
に

入
札
し
な
い
。
現
在
の
異
常
な
事
態
も
考
慮

に
入
れ
て
発
注
課
が
算
出
す
る
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
と
思
う
。
国
府
基
準
を
地
域
に

合
っ
た
基
準
に
見
直
す
時
期
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、
答
弁
を
い
た
だ
き
た
い
。

●
答
弁
　
入
札
公
告
さ
れ
た
（
仮
称
）
西
部

こ
ど
も
園
整
備
工
事
に
お
い
て
、
参
加
者
ゼ

ロ
の
た
め
入
札
執
行
が
取
り
や
め
と
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
設
計
担
当
部
署
と
し
て

も
そ
の
現
実
を
真
摯
に
受
け
と
め
て
い
る
。

議
員
の
皆
様
、
市
民
の
皆
様
に
対
し
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
設
計
担
当
部
署
と
し

て
は
、
原
材
料
、
施
行
単
価
等
の
実
勢
価
格

を
慎
重
に
精
査
し
た
工
事
単
価
を
積
算
し
、

か
つ
適
切
な
工
期
を
設
定
す
る
こ
と
で
応
札

に
望
ま
し
い
価
格
設
定
と
入
札
参
加
し
や
す

い
発
注
時
期
の
選
定
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

●
要
望　
担
当
課
の
苦
労
も
わ
か
る
。
入
札

不
調
が
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
要
の
と
こ

ろ
は
、
金
額
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
入
札

不
調
が
な
い
よ
う
に
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
高
齢
者
見
守
り
に
つ
い
て
》

●
質
問　
一
人
で
暮
ら
す
こ
と
が
高
齢
者
の

孤
独
死
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
孤
独
死
の
原

因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
脳
梗
塞
な
ど
意
識

は
あ
る
が
体
が
動
か
ず
、
助
け
を
呼
べ
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
当
市
の
見
守
り
を
聞
く
。

●
答
弁
　
校
区
福
祉
委
員
会
を
主
体
と
す
る

地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
見

守
り
体
制
を
つ
く
っ
て
い
る
。

●
要
望　
通
報
す
る
手
立
て
が
な
く
、
い
ち

早
く
発
見
す
る
よ
う
に
、
ド
ア
に
タ
イ
マ
ー

を
仕
掛
け
て
発
見
す
る
よ
う
に
孤
独
死
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

若
林
信
一
（
日
本
共
産
党
）

《
選
挙
の
投
票
率

　
向
上
に
つ
い
て
》

●
質
問　
7
月
投
開
票
さ
れ
た
参
議
院
選
挙

の
結
果
は
、
全
国
結
果
は
24
年
ぶ
り
に
50
％

を
割
り
、
日
本
の
民
主
主
義
に
と
っ
て
憂
慮

す
べ
き
事
態
で
あ
る
と
考
え
る
。
当
市
の
投

票
率
の
結
果
は
ど
う
な
の
か
、
投
票
率
の
向

上
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
令
和
元
年
7
月
参
議
院
選
挙
の
投

票
率
は
49
．
58
％
。
大
阪
府
下
は
48
．
6
％
。

大
阪
府
内
で
駅
前
投
票
所
設
置
は
泉
佐
野

駅
、
J
R
熊
取
駅
前
で
行
わ
れ
、
ス
ー
パ
ー

で
の
投
票
所
設
置
は
、
守
口
市
、
枚
方
市
、

茨
木
市
、
大
東
市
。
千
早
赤
阪
村
の
移
動
式

投
票
所
は
考
え
て
い
な
い
。

●
要
望　
他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
や
投
票

所
と
し
て
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
小

学
校
や
中
学
校
の
空
き
教
室
の
活
用
な
ど
も

検
討
し
、
実
現
で
き
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
羽
曳
野
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
に
つ

い
て
》

●
質
問　
今
年
3
月
市
長
の
施
政
方
針
で
基

本
条
例
制
定
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
間

の
進
捗
状
況
、
市
内
中
小
業
者
の
実
態
把
握
、

今
後
の
予
定
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
商
工
会
な
ど
労
働
商
工
団
体
や
日

本
政
策
金
融
公
庫
と
意
見
交
換
し
、
令
和
2

年
第
1
回
定
例
会
へ
の
条
例
提
案
で
き
る
よ

う
事
務
作
業
を
進
め
て
い
く
。
中
小
業
者
の

意
見
や
要
望
は
、
各
種
経
済
調
査
デ
ー
タ
に

加
え
、
労
働
商
工
団
体
な
ど
と
意
見
交
換
し
、

把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
統
計
上
3
︐
6
3
8
あ
る
市
内
の

事
業
者
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
も

行
っ
て
実
態
調
査
を
行
い
、
条
例
制
定
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

《
今
年
夏
の
市
民
プ
ー
ル
代
替
措
置
に
つ

い
て
》

●
質
問　
２
カ
所
の
市
民
プ
ー
ル
の
代
替
措

置
の
結
果
、
来
年
夏
以
降
の
代
替
措
置
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
は
び
き
の
埴
生
学
園
と
駒
ヶ
谷
小

学
校
の
プ
ー
ル
を
活
用
し
、
市
内
２
カ
所
で

プ
ー
ル
開
放
を
無
料
で
行
っ
た
。
は
び
き
の

埴
生
学
園
の
利
用
者
は
1
︐
6
8
4
名
、
駒

ヶ
谷
小
学
校
は
1
︐
5
6
7
名
。
新
市
民
プ

ー
ル
は
、
今
後
基
本
設
計
、
実
施
設
計
に
着

手
し
、
完
成
は
令
和
3
年
度
中
を
予
定
。
来

年
度
、
再
来
年
度
夏
市
民
プ
ー
ル
は
未
完
成

と
な
る
。
来
年
度
、
再
来
年
度
の
市
民
プ
ー

ル
に
か
わ
る
事
業
と
し
て
２
校
の
プ
ー
ル
開

放
の
結
果
も
踏
ま
え
、
プ
ー
ル
開
放
を
検
討

し
て
い
る
。

●
要
望　
来
年
夏
、
再
来
年
夏
で
き
る
限
り

長
期
間
、
市
民
プ
ー
ル
の
代
替
措
置
を
実
施

し
、
新
市
民
プ
ー
ル
建
設
は
、
利
用
者
の
声

を
取
り
入
れ
た
プ
ー
ル
の
建
設
を
要
望
す
る
。

《（
仮
称
）
羽
曳
野
市
西
浦
複
合
商
業
施
設

計
画
に
つ
い
て
》

●
質
問　
8
月
住
民
説
明
会
で
、
事
業
者
か

ら
西
浦
２
丁
目
で
複
合
商
業
施
設
の
計
画
を

予
定
、
計
画
面
積
は
約
２
．
７
ヘ
ク
タ
ー
ル

５
店
舗
、
再
来
年
の
2
0
2
1
年
4
月
ご
ろ

オ
ー
プ
ン
、
こ
の
よ
う
な
計
画
が
示
さ
れ
た
。

計
画
の
概
要
の
把
握
、
今
後
の
手
続
、
住
民

要
望
の
反
映
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
市
に
も
計
画
の
素
案
が
示
さ
れ
て

い
る
。
都
市
計
画
審
議
会
は
本
年
11
月
末
と

令
和
2
年
2
月
初
旬
を
予
定
し
て
い
る
。
本

市
の
地
域
の
活
性
化
と
と
も
に
周
辺
住
民
の

生
活
環
境
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
事
業

者
と
の
協
議
、
助
言
指
導
に
努
め
て
い
く
。

●
要
望　
住
民
の
理
解
と
合
意
が
得
ら
れ
る

よ
う
市
と
し
て
対
応
を
強
く
要
望
。
交
通
渋

滞
を
初
め
、
交
通
安
全
対
策
や
施
設
で
の
雨

水
対
策
な
ど
市
と
し
て
も
対
応
を
要
望
す
る
。
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外
園
康
裕
（
公
明
党
）

《
集
中
豪
雨
へ
の

　
備
え
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
の
雨
水
処
理
能
力
の
現
状
は
。

内
水
の
溢
水
の
危
険
の
把
握
と
周
知
は
。
今

後
の
対
策
の
方
針
は
。

●
答
弁
　
こ
れ
ま
で
約
50
ミ
リ
降
雨
に
対
す

る
計
画
に
基
づ
い
て
雨
水
幹
線
や
管
渠
の
整

備
、
水
路
の
か
さ
上
げ
や
断
面
確
保
な
ど
の

改
修
等
を
実
施
し
て
き
た
。
羽
曳
野
市
内
水

は
ん
濫
防
災
ガ
イ
ド
を
昨
年
５
月
に
全
戸
配

布
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
た
。

●
質
問　
各
地
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の

方
策
は
。
毎
年
溢
水
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
は

特
に
対
策
が
必
要
で
は
。

●
答
弁
　
市
民
か
ら
の
通
報
、
監
視
カ
メ
ラ

映
像
、
職
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
情
報
収

集
し
て
い
る
。
毎
年
浸
水
す
る
箇
所
は
、
ゲ

ー
ト
設
置
や
水
位
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
な

ど
、
水
の
流
れ
の
変
更
や
警
戒
態
勢
を
と
る

と
と
も
に
、
水
路
改
修
工
事
を
実
施
し
、
大

阪
府
の
河
川
事
業
や
府
営
住
宅
建
て
か
え
事

業
な
ど
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
浸
水
抑
制
を

図
っ
て
い
る
。

●
要
望　
毎
年
の
よ
う
に
集
中
豪
雨
が
発
生

す
る
現
在
、
被
害
を
極
力
少
な
い
も
の
と

し
て
い
く
取
り
組
み
が
重
要
。
市
民
の
方

か
ら
の
情
報
を
大
切
に
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。
昨
年
12
月
の
議
会
で
も
紹
介
し
た
、

市
民
の
方
か
ら
現
場
の
写
真
を
送
っ
て
も

ら
っ
て
状
況
を
把
握
で
き
る
行
政
へ
の
通

報
ア
プ
リ
の
導
入
を
改
め
て
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
内
水
は
ん
濫
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
や
内
水
は
ん
濫
防
災
ガ
イ
ド

は
、
こ
れ
か
ら
も
情
報
の
更
新
と
周
知
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

松
村
尚
子

（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
８
月
19
日
の
大
雨
に
つ
い
て
》

●
質
問　
こ
の
日
の
大
雨
は
強
い
雨
を
降
ら

せ
る
雨
雲
が
次
々
に
羽
曳
野
市
付
近
を
通
過

し
、
わ
ず
か
30
分
余
り
で
道
路
冠
水
や
床
下

浸
水
を
引
き
起
こ
し
た
。
時
間
雨
量
に
換
算

す
る
と
80
ミ
リ
以
上
に
相
当
す
る
強
烈
な
雨

で
、
下
水
道
へ
の
負
担
は
相
当
な
も
の
だ
っ

た
が
、
昨
年
４
月
に
作
ら
れ
た
内
水
は
ん
濫

防
災
ガ
イ
ド
は
地
図
上
に
示
さ
れ
た
浸
水
深

の
浅
い
箇
所
の
色
が
判
別
し
に
く
い
。
ま
た
、

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
で
述
べ
た
と
お
り
、

計
算
に
用
い
る
雨
量
は
61
ミ
リ
で
は
小
さ
い

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
内

水
は
ん
濫
防
災
ガ
イ
ド
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
下
水
道
建
設
課
の
ペ
ー
ジ
で
し
か
見
ら
れ

な
い
状
態
だ
が
、「
も
し
も
の
と
き
は
」
の
欄

に
リ
ン
ク
す
べ
き
で
な
い
か
。
そ
し
て
、
今

回
の
雨
で
も
情
報
発
信
が
遅
い
と
い
う
声
が

あ
っ
た
が
、
ど
う
か
。

●
答
弁
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
表
示
方
法
だ

が
、
今
後
見
直
す
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、

わ
か
り
や
す
い
表
示
方
法
を
検
討
す
る
。
設

定
雨
量
に
つ
い
て
も
浸
水
実
績
や
気
象
庁
デ

ー
タ
等
を
調
査
・
検
討
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
誰
も
が
簡
単
に

閲
覧
で
き
る
よ
う
調
整
す
る
。
市
民
へ
の
情

報
発
信
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
広
報
班
の
参

集
に
時
間
を
要
す
な
ど
偶
然
が
重
な
っ
て
遅

延
し
た
。
再
編
成
や
改
善
を
し
た
い
。

●
要
望　
経
験
し
て
見
え
て
き
た
こ
と
、
他

の
地
域
で
起
こ
っ
た
災
害
を
羽
曳
野
に
置
き

換
え
て
改
善
す
る
こ
と
が
減
災
に
つ
な
げ
る

第
一
歩
。
教
訓
を
一
つ
ひ
と
つ
生
か
し
て
い

た
だ
く
よ
う
願
う
。

《
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
つ
い
て
》

●
質
問　
利
用
状
況
は
。
市
民
プ
ー
ル
の
第

１
期
整
備
工
事
の
影
響
は
。
交
通
安
全
対
策

の
現
況
は
。

●
答
弁
　
平
成
30
年
度
の
利
用
者
は
２
万

８
千
６
６
７
人
。
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
稼

働
率
は
約
４
割
で
、
土
日
・
祝
日
に
限
れ
ば

約
９
割
。
昨
年
11
月
４
日
を
も
っ
て
管
理
棟

の
整
備
地
と
な
る
東
多
目
的
広
場
の
利
用
を

止
め
、
工
事
用
車
両
の
進
入
路
と
な
る
遊
歩

道
の
南
側
と
東
側
部
分
、
健
康
遊
具
広
場
の

利
用
を
工
事
期
間
の
昨
年
11
月
上
旬
か
ら
本

年
７
月
上
旬
ま
で
の
約
８
カ
月
停
止
し
た
。

そ
の
他
、
は
び
き
の
埴
生
学
園
の
児
童
・
生

徒
の
通
学
路
を
、
工
事
期
間
中
は
、
エ
コ
プ

ラ
ザ
は
に
ふ
内
を
通
る
経
路
等
に
変
更
し

た
。
北
側
道
路
で
幅
員
２
～
３
メ
ー
ト
ル
の

歩
道
の
整
備
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
り
西
側
の

整
備
済
み
区
間
と
あ
わ
せ
約
２
５
０
メ
ー
ト

ル
に
わ
た
っ
て
歩
道
が
設
置
さ
れ
た
。

●
質
問　
市
民
プ
ー
ル
の
第
２
期
整
備
工
事

の
具
体
的
な
内
容
は
。

●
答
弁
　
は
び
き
の
埴
生
学
園
の
25
メ
ー
ト

ル
プ
ー
ル
の
解
体
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
施
設

の
建
設
、
北
側
駐
車
場
の
整
備
が
主
な
工
事

内
容
と
な
る
。
工
事
期
間
中
は
健
康
遊
具
広

場
を
含
め
利
用
を
停
止
す
る
。
ま
た
、
北
側

駐
車
場
の
整
備
工
事
で
は
、
集
中
豪
雨
の
対

策
と
し
て
有
効
な
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
地

下
貯
留
槽
の
設
置
も
検
討
し
て
い
る
。
基
本

設
計
、
実
施
設
計
で
も
、
施
工
時
の
安
全
性

に
十
分
配
慮
し
、
検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
稼
働
率
も

上
が
っ
て
き
た
。
令
和
３
年
度
の
オ
ー
プ
ン

を
目
指
し
て
市
民
プ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
、
ま

す
ま
す
市
民
に
愛
さ
れ
る
施
設
と
な
っ
て
い

く
。
自
動
車
の
乗
り
入
れ
量
が
ど
う
し
て
も

増
え
て
し
ま
う
。
こ
れ
か
ら
も
交
通
安
全
対

策
に
は
万
全
を
期
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
新
市
民
プ
ー
ル
の
計
画
に
つ
い
て
》

●
質
問　
本
年
度
の
施
政
方
針
で
、
屋
内
温

水
プ
ー
ル
等
の
計
画
が
示
さ
れ
た
新
市
民
プ

ー
ル
だ
が
、
一
年
を
通
し
て
利
用
で
き
る
温

水
プ
ー
ル
の
利
活
用
と
、
こ
れ
ま
で
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
必
要

と
な
る
が
、
ど
の
程
度
の
予
算
が
必
要
と
見

込
ん
で
い
る
の
か
、
運
営
形
態
別
に
聞
く
。

●
答
弁
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く

市
民
の
健
康
増
進
、
は
び
き
の
埴
生
学
園
の

学
校
プ
ー
ル
と
し
て
も
活
用
す
る
予
定
で
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
類
似
施
設

の
実
績
額
で
は
、
年
間
約
４
千
万
円
程
度
と

伺
っ
て
い
る
が
、
事
業
内
容
や
運
営
形
態
の

検
討
と
あ
わ
せ
て
積
算
す
る
。

●
意
見　
新
た
な
公
的
施
設
を
新
設
す
る
に

は
、
財
政
負
担
以
上
の
効
果
を
見
出
す
こ
と

が
重
要
。
本
来
な
ら
、
そ
れ
ら
を
事
前
に
整

理
し
て
方
針
を
出
す
べ
き
で
な
か
っ
た
か
。

《
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
》

●
質
問　
６
月
議
会
の
答
弁
で
は
、「
自
治
会

等
と
の
協
働
に
よ
り
増
設
を
進
め
た
い
」
と

さ
れ
た
。
現
行
の
補
助
事
業
で
ラ
ン
ダ
ム
に

増
設
を
図
る
の
で
は
な
く
、
必
要
な
と
こ
ろ

か
ら
優
先
的
に
設
置
を
進
め
る
こ
と
が
効
率

的
、
効
果
的
な
予
算
執
行
で
な
い
か
。

●
答
弁
　
地
域
の
実
情
を
よ
く
ご
存
じ
の
町

会
の
方
々
が
、
必
要
と
さ
れ
る
場
所
に
設
置

さ
れ
る
こ
と
が
、
効
率
的
、
効
果
的
と
考
え

る
。
公
共
施
設
の
２
９
４
台
を
含
め
４
６
７

台
の
カ
メ
ラ
が
稼
動
し
て
い
る
。

●
意
見　
地
域
が
実
情
を
ご
存
じ
な
の
は
否

定
し
な
い
が
、
必
要
な
場
所
と
イ
コ
ー
ル
に

な
ら
な
い
。
議
論
の
対
象
は
、
あ
く
ま
で
幹

線
道
路
、
通
学
路
、
公
園
な
ど
守
る
べ
き
市

民
が
行
き
来
す
る
場
所
や
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
や
す
い
場
所
へ
の
設
置
が
必
要
と
い
う
こ

と
で
、
年
次
的
に
増
設
す
べ
き
。
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金
銅
宏
親
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
駒
ヶ
谷
駅
の

　
無
人
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　
駒
ヶ
谷
駅
が
完
全
無
人
化
の
駅
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
駅
利
用
者
の
危
険
度

合
い
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
市
内
５
駅

の
駅
係
員
の
配
備
の
現
状
と
、
駅
を
含
む
駒

ヶ
谷
地
区
を
ど
の
よ
う
に
し
て
活
性
化
さ
せ

て
い
く
の
か
を
聞
く
。

●
答
弁
　
市
内
５
駅
の
駅
係
員
の
配
備
状
況

は
、
現
在
駒
ヶ
谷
駅
は
、
終
日
駅
係
員
の
配

備
が
な
い
。
恵
我
ノ
荘
駅
は
、
９
時
か
ら
18

時
ま
で
駅
係
員
１
名
、
高
鷲
駅
、
上
ノ
太
子

駅
は
、
９
時
30
分
か
ら
17
時
30
分
ま
で
駅
係

員
１
名
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。
駒
ヶ
谷
地
区

の
今
後
の
展
望
は
、
駒
ヶ
谷
地
区
は
歴
史
資

産
が
あ
り
、
自
然
、
歴
史
、
景
観
を
兼
ね
備

え
た
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
上
で
重
要
な
地

区
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
地
域
の
賑
わ

い
創
出
に
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
新

規
就
農
者
の
育
成
や
大
規
模
な
農
道
改
修
な

ど
、
基
盤
整
備
に
取
り
組
む
。
地
域
の
持
つ

魅
力
に
磨
き
を
か
け
、
さ
ら
に
地
域
が
持
つ

魅
力
を
よ
り
積
極
的
に
市
外
に
発
信
し
、
多

く
の
方
に
こ
の
地
を
訪
ね
て
い
た
だ
く
こ
と

で
賑
わ
い
を
創
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
く
。

●
要
望　
羽
曳
野
市
は
今
回
、
百
舌
鳥
・
古

市
古
墳
群
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
本

市
は
日
本
遺
産
と
世
界
遺
産
の
両
方
を
持

つ
こ
と
に
な
っ
た
。
無
人
駅
の
乗
降
客
の

危
険
の
リ
ス
ク
は
非
常
に
高
い
。
駒
ヶ
谷

駅
や
各
駅
の
安
全
の
確
保
の
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
近
鉄
に
提
案
す
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

《
世
界
遺
産
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
》

●
質
問　
世
界
遺
産
サ
ミ
ッ
ト
は
、
既
に
第

６
回
目
を
迎
え
る
。
世
界
遺
産
サ
ミ
ッ
ト
の

内
容
を
聞
く
。

●
答
弁
　
世
界
遺
産
サ
ミ
ッ
ト
は
、
世
界
遺

産
が
所
在
す
る
自
治
体
の
首
長
が
一
堂
に
会

し
、
世
界
遺
産
の
保
全
や
活
用
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
、
地
域
間
の
連
携
を
深
め
る
と
と

も
に
、
世
界
遺
産
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る

た
め
に
開
催
さ
れ
る
も
の
。
サ
ミ
ッ
ト
そ
の

も
の
が
、
開
催
す
る
自
治
体
を
全
国
に
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

●
要
望　
世
界
遺
産
サ
ミ
ッ
ト
は
世
界
遺
産

を
持
つ
自
治
体
の
み
に
開
催
の
権
利
が
あ
る
。

世
界
遺
産
の
保
全
や
活
用
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
、
地
域
間
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、

世
界
遺
産
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
た
め
に

開
催
さ
れ
、
当
市
に
と
っ
て
の
多
く
の
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
。
そ
の
中
で
、
世
界
遺
産
を
持

つ
市
町
村
と
の
色
々
な
部
門
で
の
情
報
交
換

や
地
域
交
流
、
国
土
交
通
省
や
観
光
庁
、
文

化
庁
へ
の
要
望
活
動
な
ど
が
あ
る
。
世
界
遺

産
登
録
を
受
け
た
以
上
、
こ
れ
か
ら
が
大
切
。

世
界
遺
産
の
保
全
や
周
辺
の
環
境
整
備
な
ど

に
着
手
し
、
世
界
遺
産
登
録
を
機
に
住
み
や

す
く
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
市
民
の
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
羽
曳
野
市
を
構
築
し
、

今
後
当
市
が
さ
ら
に
発
展
、
飛
躍
す
る
た
め

に
最
善
の
努
力
を
強
く
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
事
項
》

●
前
回
の
６
月
議
会
で
の
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ

ー
ル
の
質
問
に
お
い
て
、
大
阪
府
内
で
デ
ザ

イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
導
入
し
て
い
な
い
市

は
吹
田
市
と
羽
曳
野
市
の
２
市
だ
と
い
っ
た

が
、
吹
田
市
は
平
成
２
年
（
1
9
9
0
年
）

か
ら
も
う
既
に
導
入
さ
れ
て
い
た
。

花
川
雅
昭
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
教
育
環
境
の
再
編
、

　
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
小
・
中
学
校
の
空
調
設
備
状
況

に
つ
い
て
。
②
少
子
化
や
プ
ー
ル
施
設
の
老

朽
化
を
見
据
え
た
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
施

設
運
用
と
運
営
に
つ
い
て
。
③
教
職
員
の
勤

務
時
間
の
実
情
と
当
市
の
現
状
に
つ
い
て
。

●
答
弁
　
①
市
立
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

は
全
て
完
了
。
２
学
期
よ
り
運
用
を
開
始
し

て
い
る
。
②
年
中
利
用
で
き
、
学
校
や
市
民

プ
ー
ル
、
高
齢
者
等
も
含
め
た
市
民
の
健
康

増
進
の
場
と
し
て
活
用
す
る
予
定
。
施
設
運

営
形
態
は
、
具
体
的
に
決
定
は
し
て
い
な
い
。

③
日
本
の
教
員
の
勤
務
時
間
は
外
国
と
比
べ

る
と
大
変
長
時
間
で
あ
る
。
中
学
校
の
部
活

動
の
指
導
時
間
が
特
に
長
い
ほ
か
、
生
徒
指

導
や
保
護
者
対
応
、
事
務
処
理
や
授
業
の
計

画
、
準
備
等
に
要
す
る
時
間
が
長
い
。
本
市

で
は
毎
週
、
定
時
退
勤
推
進
日
や
ノ
ー
部
活

デ
ー
を
設
け
て
教
職
員
の
時
間
外
勤
務
時
間

の
縮
減
を
図
っ
て
い
る
。

●
質
問　
①
夏
休
み
や
冬
休
み
期
間
を
短
縮

し
、
違
っ
た
授
業
時
数
の
確
保
や
授
業
内
容

が
見
出
せ
る
と
思
う
。
今
後
の
教
育
課
程
及

び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
。
②
屋
内
温
水

プ
ー
ル
と
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
ス
ポ
ー
ツ
教
育

運
営
企
業
に
委
託
し
、
学
校
・
市
民
プ
ー
ル

と
し
て
運
用
、
企
業
と
し
て
の
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
や
他
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
の
運

営
を
行
い
、
専
門
の
指
導
員
や
送
迎
バ
ス
も

含
ん
だ
形
で
の
委
託
の
考
え
は
。
③
前
段
の

教
育
環
境
の
変
遷
に
よ
り
、
教
職
員
の
勤
務

時
間
の
軽
減
や
教
育
の
質
の
向
上
な
ど
教
育

環
境
の
再
編
が
で
き
る
と
考
え
る
が
。

●
答
弁
　
①
直
ち
に
短
縮
は
考
え
て
い
な

い
。
学
校
行
事
の
精
選
や
日
々
の
教
育
活

動
計
画
が
難
し
く
な
っ
た
場
合
、
夏
休
み

等
の
長
期
休
業
期
間
の
短
縮
も
検
討
す
る
。

②
民
間
企
業
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り

効
果
的
、
効
率
的
に
管
理
運
営
す
る
こ
と

が
必
要
。
③
一
定
の
効
果
が
予
測
で
き
る
。

働
き
方
に
対
す
る
教
職
員
の
意
識
改
革
と

業
務
量
の
縮
減
と
効
率
化
が
必
要
。
今
後

は
整
え
ら
れ
た
環
境
に
よ
り
、
教
員
の
負

担
軽
減
や
授
業
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

●
質
問　
超
過
勤
務
が
小
学
校
で
週
11
時
間
、

中
学
校
で
週
19
時
間
と
常
態
化
し
て
い
る
。
教

職
員
の
働
き
方
の
見
解
は
。

●
教
育
長
　
教
職
員
、
学
校
運
営
等
の
業
務

の
見
直
し
と
効
率
化
。
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
強
化
と
教
職
員
の
意
識
改
革
。
学
校

の
あ
り
方
と
保
護
者
や
地
域
等
の
理
解
な
ど

透
明
性
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

●
要
望　
近
年
の
厳
し
い
勤
務
環
境
を
少
し

で
も
改
善
し
、
本
来
の
教
職
者
と
し
て
、
次

代
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
よ
い
教
育
、
質
の

向
上
の
教
育
環
境
を
要
望
す
る
。

《
道
路
等
に
お
け
る
空
洞
探
査
に
つ
い
て
》

●
質
問　
東
除
川
崩
落
現
場
の
探
査
は
。

●
答
弁
　
崩
落
箇
所
や
周
辺
を
平
成
29
年
度

に
調
査
し
、
異
常
は
な
く
経
過
観
察
を
行
っ

て
い
た
が
、
路
面
の
陥
没
等
は
な
か
っ
た
。

●
要
望　
道
路
整
備
の
必
要
度
は
、
道
路
面

の
状
態
や
路
面
下
の
空
洞
化
を
把
握
し
、
未

然
に
陥
没
や
崩
落
を
防
止
す
る
こ
と
が
大
切
。

今
後
、
職
員
の
勘
と
ス
キ
ル
を
生
か
し
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
当
市
の
道
路
構
築

を
強
く
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
や
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
（
動
く
防
犯
カ
メ
ラ
）
の
助
成
制
度
に

つ
い
て
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市議会だより

委
員
長
　
金
銅
宏
親
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受

け
た
５
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　
中
学
校
全
員
給
食
実
施
に
消
極
的
な
点
や

保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
問
題
な
ど
を
指

摘
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
声
を
広
く
聴
き

生
活
実
態
に
寄
り
添
っ
た
決
算
で
あ
る
べ
き

だ
、
な
ど
と
し
不
認
定
と
す
る
者
あ
り
。
一

方
、
特
に
問
題
と
な
る
点
は
な
く
、
国
・
府

の
補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
一
層
の
創
意
工

夫
を
行
い
、
羽
曳
野
市
の
個
性
を
出
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
要
望
し
認
定
す
る
者
多
数
に
よ

り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　
特
に
問
題
は
な
く
、
全
員
一
致
で
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
度
羽
曳
野
市
土
地
取
得
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　
特
に
問
題
と
な
る
点
も
な
く
、
全
員
一
致

で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措

置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　
関
係
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
欠
格
条
項
が

改
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
所
要
の
条
例
改
正
を

行
う
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
た
め
、
特
に
問
題
と
す
べ
き
点
も
な
く
全

員
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
元
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）】

　
本
補
正
予
算
は
10
月
か
ら
始
ま
る
幼
児
教

育
・
保
育
無
償
化
に
関
す
る
も
の
や
市
営
住

宅
解
体
に
伴
う
費
用
、
ま
た
、
新
市
民
プ
ー

ル
の
第
２
期
整
備
に
か
か
る
基
本
・
実
施
設

計
費
用
及
び
小
学
校
給
食
の
食
材
費
用
が
計

上
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
問
題
と
な
る

点
は
な
く
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
　
委
員
長
　
松
村
尚
子

（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

　
民
生
産
業
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を

受
け
た
４
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　
府
内
統
一
化
の
制
度
そ
の
も
の
に
問
題

が
あ
る
こ
と
、
減
免
制
度
が
不
十
分
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
不
認
定
と
す
る

者
あ
り
。
一
方
、
制
度
改
革
後
、
初
め
て

の
決
算
の
中
で
、
健
全
な
財
政
運
営
を
評

価
す
る
と
し
て
、
認
定
と
す
る
者
多
数
に

よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
度
羽
曳
野
市
と
畜
場
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　
処
理
頭
数
の
減
少
、
運
営
方
法
に
つ
い

て
の
検
討
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
な
ど
を

理
由
に
、
不
認
定
と
す
る
者
あ
り
。
一
方
、

特
に
問
題
と
な
る
点
も
な
く
、
地
場
産
業

の
育
成
と
効
率
的
な
管
理
運
営
を
要
望
し
、

認
定
と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　
保
険
料
の
負
担
が
重
い
な
ど
と
し
て
、

不
認
定
と
す
る
者
あ
り
。
一
方
、
市
独
自

の
取
り
組
み
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
制

度
維
持
の
た
め
、
さ
ら
な
る
効
率
的
な
事

業
運
営
と
健
全
な
財
政
運
営
を
要
望
し
、

認
定
と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　
制
度
そ
の
も
の
が
、
高
齢
者
の
負
担
と

な
る
制
度
で
あ
る
な
ど
と
し
て
、
不
認
定

と
す
る
者
あ
り
。
一
方
、
特
に
問
題
と
な

る
点
も
な
く
、
制
度
自
体
も
定
着
し
て
き

て
お
り
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
制
度
の
運
営
を
要
望
し

て
、
認
定
と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
　
委
員
長
　
今
井
利
三

（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

　
建
設
企
業
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を

受
け
た
４
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て
】

【
平
成
30
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
未

処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
】

　
給
水
量
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、
引

き
続
き
徹
底
し
た
経
営
努
力
を
行
う
こ
と

や
、
水
道
施
設
の
規
模
の
適
正
化
を
検
討

す
る
こ
と
、
さ
ら
な
る
耐
震
化
の
促
進
、

当
市
の
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
水
が
、

飲
料
水
と
し
て
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
よ

う
Ｐ
Ｒ
を
よ
り
効
果
的
に
行
う
こ
と
な
ど

を
要
望
し
、
そ
れ
ぞ
れ
全
員
一
致
で
認
定

及
び
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
度
羽
曳
野
市
下
水
道
事
業
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て
】

【
平
成
30
年
度
羽
曳
野
市
下
水
道
事
業
会
計

未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
】

　
下
水
道
整
備
と
水
洗
化
を
加
速
さ
せ
る

こ
と
、
ま
た
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被

害
軽
減
の
た
め
の
雨
水
対
策
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
対
応
に
あ
た
る
行
政
組
織

の
再
検
討
、
大
阪
府
と
の
協
力
、
各
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
対
策
を
行
う
こ
と
な
ど

を
要
望
し
、
そ
れ
ぞ
れ
全
員
一
致
で
認
定

及
び
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◆ 

編 

集 

後 

記 

◆

こ
の
夏
に
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
呼
ば
れ
る
大

雨
が
降
り
、
東
除
川
で
は
護
岸
が
崩
落
し
、
各

地
で
浸
水
被
害
が
あ
り
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆

様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

も
、
こ
う
し
た
異
常
気
象
で
災
害
が
起
こ
り
う

る
状
況
の
も
と
、
さ
ら
な
る
危
機
管
理
体
制
と

対
策
強
化
に
議
会
と
し
て
も
、
皆
様
の
声
を
し

っ
か
り
お
聴
き
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

さ
て
、
令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
は
14
名
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
各
委
員
会
で
は
主

に
一
般
会
計
決
算
と
各
特
別
会
計
決
算
を
中
心

に
慎
重
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
議
会
、

議
長
・
副
議
長
が
選
出
さ
れ
る
と
と
も
に
市
議

会
だ
よ
り
編
集
委
員
も
本
号
を
も
っ
て
交
代
と

な
り
、
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
日
程

　
第
４
回
の
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
す

る
予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
10
時
か
ら
で
す
。

11
月
29
日
㈮
　
本
会
議
（
議
案
審
議
）

12
月
6
日
㈮
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
9
日
㈪
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
10
日
㈫
　
予
備
日

12
月
12
日
㈭
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

12
月
13
日
㈮
　
民
生
産
業
常
任
委
員
会

12
月
16
日
㈪
　
建
設
企
業
常
任
委
員
会

12
月
20
日
㈮
　
本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
等
の
都
合
に

よ
り
一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

建
設
企
業
常
任
委
員
会

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
笹
井　
喜
世
子　
　
上
薮　
弘
治

　
通
堂　
義
弘　
　
　
百
谷　
孝
浩

　
花
川　
雅
昭　
　
　
広
瀬　
公
代

　
松
村　
尚
子
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民
生
産
業
常
任
委
員
会


